
日本建築協会
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話題建築在聞く第19回

積水化学工業

京都技術センター

加藤邦男氏に聞く

日 本建 築協 会

国道 |号線の十条通りに、垂直性と水 日 時 1993年 10月25 日間

平性を実にバランスよく、コ ンク リー

卜打放された方形格子のデザイ ンが出

現した。 この地は平安京の薙城門と 鳥

羽院との中間に位置 し、現在も地形上

から革緒島心として期待されている。

技術 センターは、エントラ ンスホール

から明るく開般的な中庭が続 き、敷地

中心のプラザを形成する。その周囲を

研究棟、研修棟、試作棟、多目的ホール

などて個む雄大な空間情成のなかに、

京風家屋の発展を偲ばせる格調さが感

じられる。

今回は設計者の加旗手H男氏をお招きし

て、歴史都市における、構想から新しい

街づくりの景 観について、お話しをし

ていただけると思います。 さらに参加

者からの質疑をお受けし、 講師を囲ん

で自由な歓談を行いたいと思います。

多数の参加をお待ちしています。

(下村健治/ 修成建設専門学校教授)

ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ 目 ＳＰ

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

大阪市北区梅田トト3- 21∞

大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 加藤邦男/ 京都大学教授

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参加 費 会 員 1，5∞円、ー骨量2，500円

* 含、飲物、消費税

申 込 10月18日開) までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込みくださ

L 、。

1) 催し名( 積水化学技術セン

ター/加藤邦男氏に聞く)

2) 氏名、 3) 会員・一般の別

4) 勤務先

5) 参加証送付先 6) 霊童話番号

をお知らせ願 います。

* 参力時正を 10月 19 日ωに発送

します。

申込先 (他日本建築協会事業課

大阪市北区梅田卜|ー3- 2100

大F膳 R前 第 3 ピJレ21階 干530

FAX 348- 0634 TEL 348- 0633 

この技術 センターは、 5 つの部門と多 の歴史的方形絡子を厳密にフォローし

目的小ホールを含む複合施設である。 てゆくと、おのずからこうした綱密な

これを、それぞれの機青E特性に従って 構成が形を結んだのであ った。 ウ' ォリ

ブロック状に分離し、相互関係や見学 ュームの介節は、外内からの「透 け」を

経路などの交通のために相互に繋g 、 随所にっくりだし、全体は垂直性と水

それらの配置が、敷地中央に法式的な 平性をバランスさせた全面コンクリー

中庭を開くように全体を構成した。各 卜打放しの部材がリズムを刻む。中庭

部門の共用スペースは、すべてこの中

庭に向けて開放したので、このスペー

スは、中庭を取り巻〈奥行きのある透

明感に満ちた光の、ノーンとな った。最

上踏は、再び各ブロ ックを繋いで屋上

庭園とした。一巡するにつれて、京都盆

地とそれを囲う山今の連なりが、円環

となって、それら一切を覆う天空のド

ームのもとに、見いだされるのである。

機能的要求、 i去費財情。約に従って、京都

は、高い建築群に図まれながら、天空が

光と風になってそこに漆み込み、中庭

の雰囲気 を微妙に変化させて、時を測

る。研究の場所と公掛切島明的場所

とで、場面を転換させて、仕事 と精神の

リフレ ッシュが交ft する。外なる自然

と、人間の本性としての内なる自然と

が、活き活きと相通じあい、そこに悠久

の棺の実現が願われたのである。

( 加穣邦男)

加 藤邦 男 (か とう 〈にお)

1935 大阪府生まれ

58 京都大学工学部主l! 築乍科卒業

59 フランス政府給資生と してパ リ、エ

コーJレ・デポザ- Jレ主主築・予科エJレベ、

アルベール両教授アトリ エに留学

61 エコ ンヤー J レ郷市建策設31" 1T-務所

( 悲パ リ) 都市計同部1"1主任担当

64 京都大学工学部助手

講師、助教佼を経て

現住 京郷大学工学部教授

主な作品

西宮市民会館、万同博覧会必斡施設ならび

に構造基本設計 ( J lo同 1967)

万問ｉＡ ｾ 覧会基幹施設 ｊｒ ｊ￮ 、商 ＱＱ 、 ｾｴ 11、l軒

11サプゲート( 1970)

石川県立高松病院総合型車曲目J li ，1iL&. ぴ各極純

設設計 (1977- 82)

舞鶴市総合文化会館( 1980- 81)

ｦｊｾポ 化 学京高 Ｑ Ｑ 技術センタ ー 総合プラン及び

基本設計( 1988- 92)

主な著書

『フランスの都市計ド百'1，鹿島出版会1965

F ヴアレ リーの雄策論J !N.f.占出版会1979

主な訳書

アン リ・ 7 ォション 『西欧の』芸術a J 1£訳、

ＡｎＮＮｾ 出版会 I  ロマネスク 1970、2 . ゴ

シ y ク 1972

ノルベ ｊ レ グ ］ シ ュ ルツ ｲｾ Ｈ 長宅 ｕ ｉｊ . 建築a

脱 ＡＮｾ ＺｬＺＧ ｊ 版会 Ｑ ＹＷＳ

ノlレベルグ= シユルツ r引1m築の. fE! J

A. D.A. EDI TA  Tokyo 1988 

. 挫築概要

所在地京 副 Ｑ Ｑ Ｑ￯ Ｑ 栢区上 ｬＮｾ 羽 七 ［均千個 ｦＲＭＲ

設 計京都大学加藤研究室

安:11'建築設JI-' I'務所

監 理 安11'建築設J I・4' 務所

施 工 竹中工務応、大林組、清水品l! 設

敷地而.m 17，500 m'  

ill 築而l櫛 3. 536. 76m'  

延床而税 19. 917.13耐

構造規模 SR C.  B  2.  7  F  

E 却1 Ｑ ＹＸＹ 年 Ｑ Ｑｽ Ｑ Ｍ Ｑ ＹＹ Ｑ ｾ Ｑ 三 Ｑ Ｒ ｊｬ

建築と社会 ・1993.9 1  



都市・建築強力融合

ー特殊緑化空間の最新情報ー

ボルタス堺

堺駅西口地区第一種市街地再開発

見学会

2  

日 時 1993年 10月29 日樹

18:30- 20: 30 

会 場 日 本 建 築 協 会 サロン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 奥賞隆/ ランドスケープアーキテク卜

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 含、飲物、消間見

申 込 10月21 日同までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名( 建築と緑の融合)

2) 氏名、 3) 会員 ・一般の別

4) 重腕先

5) 参加証送付先 6) 電話番号

をお知らせ願います。

* 朝日証を 10月22日幽二発送

します。

申込先 (紛日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区権回卜|

大阪駅前第3ピル21階

FAX .  348- 0634 TEL.  348- 0633 

主 催 (紛日本建築協会

若い会員の集ｾ "J' 委員会

田中康、神崎健史、榊問隆、

杉本真一、山田和弘

協 賛 都 市 環 境 計 画 研 究 所 、 ES計画

室、環境設言十、環境嗣紙生計

研究所、景観信怜汗究所、プ

レック研貯斤、へッズ、ラン

テ ック計画事務所

堺駅西口地区は、国際都市堺の西の玄

関口として位置づけら才L 堺市の「ハ

ーパーライト 21惰想」のト ップをきっ

て推進されている事業区域であり、関

西国際空港の開港を間近に控え、今後

f広大する国際ビジネスに対応すべ〈重

要な役割を担う地域である。

説E設は、地上部介はホテル、オフィス、

商業括支( プラザ) の 3 ブロックから矯

成さ才1、 i1 ! ! s 皆には各々 のブロックを連

携させるように共有の駐車場を設けて

いる。 また各括支は、屋樹寸きのぺデ

ィス トリアンデッキを通じて南海本線

堺駅( 新設) 2階コンコースへ直結して

いる。

フォーラム ・デ・アールパリ

昨今、 I也君事見模の環境問題がマスコミ

をはじめいろいろな場で取り上げられ

るなど、自然や緑に対する人々の関心

はますます高まってきています。 しか

しその一方では、都市の過密化により

市制也の緑は減少の一途をたと' ってお

り、限られた都市空間の中に自然を回

復しf先直な生活空間を創出するため、

建築空間にいかに緑を取り込んでいく

かが課題となっています。

そこて今回は、従来、困難とされてき

た人工地盤や地下空間などのニューフ

ロン卜におけるキ税特量化技術の開発に

携わっておられる、ランドスケープア

ーキテク卜の奥貫氏を講師としてお招

きし、今日の都市における。緑化の考

え方' 、、最先端の緑化技術J 等につい

て、欧米の先進事例のスライドを交え

ながらお話していただきます。 また講

演の後でフリー トークの時間も設ける

予定です。奮っ てこ参加下さい。

プラザ部介は、ガラスの大屋根が架け

られた半屋内型空間となっており、床

面にはイタリアの職人の手による対里

石モザイクの装飾が施さ札、ボルタス

堺。のモニュメントゾーンとして各種

のイベン卜が行える広場となっている。

その広場を取り囲むように、 |、 2 階

に各種の専門庖舗( 物販) を配置し、更

に西側には、 2: 階建の国際的なクオリ

ティを誇る都市型リゾートホテル( リー

ガロイヤルホテル堺) 、北側には、 16階

建の国際ビジネスに対応するインテリ

ジェン 卜オフ ィス( ポルタス ・センター

ピル) を配し、各々の掘支がモザイク広

場を介して一体的につながっている未

来の高機能復合都市を計画した。

- 姐i 築慨苦E

所 在 地 域 市戎向町4-44

段剖 ・監理 i昭和設計

( 長尾彰)

観光企阿l設計社( ホテル内装)

施 工 竹 Ｇ ＱＢ 鹿 Ａｾ・ 新井 ・ 渇池 ・ 銭高 ・ 西訟 ｊ ｖ

敷地面積 13.936.63m'  

建築面積 9.095.74m'  

延床面積 84 .956.91m・

締造規模

ホテル S RC+ S、62.25F、Pl 、241客室

オ71 ス SRC+ S、62、16F、Pl

工 期] 1990年 7 f] - 1993年 l l J' ]

奥寅 隆 ( おく両き たかし)

ランドスケープア ーキテクト

1944年東京生まれ

68 東京大学農学部卒業

ｾ在住宅 Ｎ r. ll rli強備公開本利! d ! 築剖IH

。抑制l市緑化技術陣He機構研究第二部長

東京大'下、 円本人: ‘ 戸、愛知 Jj : 芸術大' 下

非常勤緋 ｲＮ［ｾ

主な仕事

1'1，浜金iRシーサイドタウン、$ # 控ニュータ

ウン、大川端リバーシティ 21など、多散の

剖Irtil 州事Eプロジェクトを平がりる 。

主な委員

パブリッタデザインフェア NAGOYA' 92;. '早

門委 ｈ 、 ｩｾｾ Ｎ民新開 ｩ 心 アートＦアメ ニティ検

討委H会委以ほか。

主な著害

「吋r.t l目州『刊市li 住 宅I地也の 7訟企幻日川1'( 計l何阿首而l舗編画 .  技法編>J 里思思担M 寸l1  

工凶t引件l作nυJ共島4管符) r低H附可集f合干fα1:宅J地也のランドス

ケ一プJ 郎T市!打jp，別|同協会( り1共』符) rバ7プ，リ γ ク

デサザ2 イ ン Ｒ司 Ｇ Ｑ＾ リ ｾｉ 性し Ｔむ ｊ i産桜2来t

ンクグeの環I筏克テデeサ.イニン〆 J 鹿』向 Ｍ ｾ Ｚ山 ｧ 版会 Ｈυｊ 共巴沢 ＩＱ は t  

カ.

日 時 1993年 10月20 日制

13:  30ー 16: 00 

講 師 長 尾 彰/ 昭平馬宣言十

河合直樹/ 観光企画設計社

藤井一成/ 建設工事JV所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也 工 事 事 務 所 会 議 室

* 堺市戎島町4- 44

* 南海本線「堺」駅前

参 加 費 会 員 1，000円、一般 1，500円

申 込 10月13日側までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1  ) 催し名( ポル? ス堺見学会)

2) 氏名

3) 会員・→宣の別

4) 勤務先

5) 剥 曜 送 付 先

6) 電話番号

をお知らせ願います。

* 初日誌を 10月14日榊こ発送

します。

申込先他日本建築協会事業課

干530 大阪市北区梅田卜|

大 脇R前第 3 ビル21階

FAX.  348- 0634 TEL.  348- 0633 



関西文化学術研究都市

国際高等研究所及び

地球環境産業技術研究

機構本部施設

見学会

第13回大阪まちなみ賞

記念講演・表彰式

第3回大阪府

公共建築設計

コンクール

日 時

講 師

定 員

集 合

参抱日費

申 込

1993年 10月15 日幽

13:  00- 1 7 :  0。

与謝野久/ 日建設計量宣言十官官長

50人

* 申込者多数の場合は抽選

地Z事証案境産業技f柄汗究機構本

部括支の正面玄関

* 京都府木，輯T

* 近鉄京都線「山田川駅」よ

りパス「木津川台 2 丁目」

下 車 徒 歩 約 日 分

会員 1，000円、一般 1，500円

10月 7 日制までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

1) 催し名( 国際高顎汗+ 地路

環境研見学会)

2) 氏名

3) 会員 ・一般の別

4) 勤務先

5) 豹信五割す先

6) 電話番号

をお知らせ願います。

* 朝時正を 10月 8 日ωに発送

します。

申込先他日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区梅田卜 l

大阪駅前第 3 ピル21階

FAX. 348- 0634 TEL. 348- 0633 

大阪まちなみ賞( 大阪都市景観建築賞)

受賞者の表彰式並びにその記念講演が

下記のとおり開催されます。入場無料。

とき 1993年10月28日同14時 一17時

会 場 建 設 交 流 鎗 8階グリーンホール

大阪市西区立売堀2- 1- 2

工業高校生、短大生、専修学校生を対

象に、大阪府主催の「大阪府公共建築

設計コンクール」が行われます。

今年の課題は、大阪府が建て替えを進

めている「北信太団地」の集会所です。

応募朝間 ＱＹ ＹＴ 年 ｬ 月 Ｑ Ｑ 日 ｾ ｉ 月 Ｒ Ｐ 日

応 募 資 格 第 |部( 高校生の部)

大阪府下の工業高校に在籍

する個人またはク・ループ

第 2 部( 短大 ・専修学校生)

大阪府下の短大・専修学校

. 専門学校に在籍する者

tc漠 条 件 A2判サイズ白色製図用紙に

国際 高等研究所

所 在 地 京 都 府 木 津 町

設 計 監 理 日処設計

施 工 竹中・鹿ね 大林] V

敷地面積 40. 166m'  

建築而繍 5.251m'  

延床面m 6，039m'  

t骨造脱模 R C/一部5、 2F

工 期 1992年 5月一 1993年 6 月

関西文化掌術研究都市は、けいはんな

プラザのオープンを迎え、いよいよそ

の全体像が現れて来ました。この西木

津t也区においても、キヤノンエコロジ

ー研貯斤のオープンと共に、国際高等

研究所と地蹄景境産業技柿汗究機構本

部括支もようやく、近々オープンをひ

かえ、街としての景観を形成しつつあ

ります。

この国際高等研究所は、広〈人文・自

然・社封ヰ学全般にわたって人類の未

来の幸福のために、今追求すべきテー

マは何かを研究する高等研究施設であ

ります。世界の頭脳がここに集まり、

静諮な環境のもとで思索し交流して、

その研究成果を世界に向けて発信する

噌者村」という性格を帯びています。

ここは高度な思索の場と各種中小交流

の場そして住まいと広大な庭とで構成

されており、通例の実隣室備を備えて

TEL. 06- 543- 255 1  

定員 300人

口記念講寅

「緑と建築」 建 築 家 石 井 f彦氏

口表彰式

大阪まちなみ賞受賞作品表彰、スライド

要求図面を摘 し パース以

外は黒色安調書き G音色自

由) 。

審査委員 車陸予桂人( 大阪大学)

太田隆信( 坂倉建鍋汗究所)

高橋叡子( 大阪府教育委員)

田端修( 大阪芸術大学)

広沢真佐子 ( COM計画研究所)

鄭皮敏庚( 大阪府建築部)

園田洋一( 大阪府建築部)

賞 最優秀 l 点 10万円相当賞品

優秀 3 点 5万円相当賞品

佳 作 4 点 3万円相当賞品

地球環境産業技術研究機締本部施設

所 在 地 京 航 附 木ilt 町

il: it . 監 理 円 建 設Jt

施 工大林 ・ 大成 ・ 竹ＧＱＧ・鹿 ｴｾ Ｎ 清水 ｝ ｖ

敷地 l面積 5.660m'  

建築面続 3.449m'  

延床蘭積 6.925耐

1曹滋縦模 RC.  S、 Bl、 2F

工 期 1992年 8 Jl - 1993年 7 月

いない、独特の哲学的な雰囲気で包ま

れた研究所であります。

隣の地王手E東境産業技術研究機構本部施

設は、これとは対照的な自然科学系の

研究所です。 この研究所は、地球環境

の保全を、経済の成長と均衡させっつ

果たし得る産業技術の研究開発に取り

組む研究所であります。 このことから、

こσ涌汗究所自体が「環境にできるだけ

負荷を与えない建築」を標携している

ことをめ5 して設計されました。敷 地

の高低差を利用して括支を半介埋めた

断面構成としていることをはじめ、 日

本の民家における自然換気の仕組みを

取り入れた「エアーフロールーフ」、太

陽 光 発 電 側 凋 池 発 電 「 ク ー リ ン グ

リ ｉ ｾ ー」、土による空気の冷却システム

の低木質床の研究執務室等々、新機

軸の発想、を豊富に盛り込んだ最先端汗

究所であります。 ( 与謝野久)

による受賞作品紹介

申 込 ハ ガ キ か FAXで住所、氏名 ・年

齢 ・職 業 ・電話と FAX番号を明記

しへ主催者 ・大阪府建築士会( 干

540 大阪市中央区常盤町 1- 2-

17 FAX. 06- 943- 7 1  03) へ。

課 題 大 阪 府 和 泉 市 上 町612に 建

つ大阪府営北信太住宅内の

集会所( 蜘也約 10 18m' 、 延

床面積 14ト 150 m'_ R C造、

平家建、高さ 6 m以下)

送 付 先 側 汰 阪 府 建 設 監 理 協 会 内 大

阪府公共建築設計コンク ー

ル事務局( 〒536 大阪市城

東区蒲生2-1 0- 28)

入選発表 1994年 2 月中旬

言語十条件、要求図面などは、大阪府建築

部 営 繕 室 推 進 係 (TEL .06- 94卜0351

内線4604) へお問い合わせ下さい。

3  



出版委員会企画

「プ口のノウハウ」 講座シリーズ

第10回

( 新版) 建築基準法を

読みこなすコツ

4  

日時 平成5年11 月10日閥

開場 17:30 

開会 18・00-→20・00

講師 高木イ壬之氏

(初日本木造住宅産業協会専郡里

事

司 会 山 田 f彦氏

修建築事務所所長、本会出版委

員会副委員長

会場大阪府建築健保会館

多目的ホール

大阪市中央区和泉町2ート 11

( 地下鉄谷町線・中央線谷町4丁

目駅 8号出入口より西へ徒歩 5

介)

※ 詳細は、受講券にてお知らせ

します。

高木 任之氏 (t .よかぎ たt: .ゆき)

- 昭和130年北海道大学建築工半牢}卒業

・主な勤務歴

建設省住宅局長l! 築指導課課長補佐、自治省

消防庁予防課課長補佐、千葉県都市部建築

指導課長、主l! 設省都 市局都市再開発諜建設

専門官、 同計画局宅地開発課姥設専門官、

宅地開発公団事業部長、住宅都市整備公団

都市限i発事業第一部長を経て退官。

側地能保証住宅登録機織専務理事、元東洋

大学建築学科講師 ( 都市計画 ・建築法規)

を廃任。現在(初日本木造住宅産業協会専務

理事

・著1!F

r建築物の消防法を 'Meみこなすコツ J (学芸

出版社) r都市計画 ・建築法規ド ッキング講

座』 町自防 ・建築法鋭 ドッキング鱗@: J (全

国加除法令出版) r建築法規用教材 J (共者、

日本建築学会 ・丸普ー) ほ か

このたび、建築基準法 ・同粧行令が大

改正されました。

これを機に、既刊の「建築基準法を読

みこなすコツ」を大幅に書 き改め、 「新

版建築基準法を読みこなすコツ」 とし

て出版されたのが表題の本です。改正

「建築法令」に準拠した新版で、四六判

並 製256頁の構成から成っております。

当本をテキス卜にして「法規のユニー

クな勉強会」を開くことにいたしまし

た。ワンチャンスをこづ舌用いただけれ

ば幸いです。

東京からお招きする著者の高木佳之氏

は、建築i去費見・消防法規関f系の著讐を

数多く出されてきたベテランの議師で

す。全国的にこの種の講演会の講師と

しても活躍されていますから、話がお

上手て笥白〈、実りのある内容の展開

となっていきます。 こ符祥寺下さい。

どうぞ、こ友人をおさそいのム ふる

ってこ場効日くださいますようこ案内い

たします。

定 員 100名

受 講 料 会 員3，000円

一骨宣4，000円

※ 消費干見を含みます。

※ 当日受付にていただきま

す。

テキス卜 r  (新版〉建築基準法を読み

こなすコツ」

※ 当 日 一 部 特 価2，100円

〔消間賠含む〕にて頒布( す

でにお持ちの方は、不要で

す) 。

申し込み 11月 2 日ωまでに、ハガ

キ、 FAX、電話でお申し込み

ください。

1  )催し名 (<新 版〉建築基準

法を読みこなすコ ツ)

2) 氏名

3) 会員 ・ーー般の別

4) 勤務先

5) 受講券送付先

6) 連絡電話番号

をお知らせ下さい。

* 申し込み多数の場合は、

抽選にて決定の上、受講券

をお送 6ハ、たします。

申 込 先 住D日本建築協会事業課

〒530 大阪市北区梅田1 - 1

大阪駅前第3ビル21階

FAX. 348- 0634 

TEL. 348- 0633 

テキス卜 . r(新版〉建築基準法を読みこなすコ ツJ ( 目次) - 一一一一一一一一一一

1. 建築基準法を読みこなすコツ

2. 建築物の敷地の評価( 用遡也域・

道路との関係) から

3. 建築物側室形的な可能性( 床面積・

高さ) をさ ぐる

補章良い環境の市部也を創り出すた

めの手法

4. 建築物の概隼形式を決める( 防火・

機造)

5. 階段を中心とした避難のための設

計を行う

6. 火災による被害の拡大を防ぐ

7. 建築物の室内環境を整える

8. 建築物の概畠強度を確かめる

9. 建築物の設備を充実させる

| 乱建築手続きと建築工事ほか

建築基準法を

読みこなすコツ

高 木 佳 之 著

._---'- _--，，--:;_x 

. . ヨ匹出服役



〈今月の表紙〉 東 出 清 彦

最近、四ッ橋筋を北へ、堂

島川を渡る辺りの景観が一

新してみえる. 古〈、米相

場と廻船往来で賑った堂島

J II べ りに、出現したストラ

イプの r ァクア堂島 J ( 設計施

工 竹中工務底) 。このビJ レに

は、東側に廻 った時、はじめ

て見える別の表情がある。

河合隆三作の石柱が 10;本、

円形に立ち上る広場。この

石柱に図まれて見上げる空

は、水の都の新しい光景。

- 特集予告

10月号/ 福祉のまちづ〈り( 仮

称)

11 月号/ 都市型住宅再考

公

藤

袋

池

宮

揖

尚

一

潔

宏

正野

吾

川

住

金

市

畏

畳
品

窓

会

劃

ミ品f守夫

編集委員会( 平成 5年度)

・編集理事 * 段備骨科会

。筑JI' h'l ' 主i沢 ifi 汗i

JI '上 ｉｾ＠ :  述 雌 進

企JI 弘次 :  大IH 必彦

小品 縦 i ※ 慌11 宏修

須賀 ｾＨＭ［ｏ Ｚ ｜＠ i'Ii l! 胞と

竹 中 錬- f)t述 正 雄

深 江 ' J ' t '  111 ノ員I I Wl'

訟 村 俊三 :  村 k 幸三郎

消神宏主即1 :  * 施工材軒骨科書

若山 繁・ 平I光 ヰ'Ii 白

・a集顧問 ;  他聞 ;k; 

〕京 #光 :  小椎八i l I 磁

・絹集委員 。 ※ .0./，ド 史典

* 計画系骨科書 :  ffl l  Afi 宏

合 JI 同系 :  村 l二 信 ，I[

伊縫恵す， ， * 法令骨科会

梅 村 宏Ml : ※ 生駒芳l I}j

小 浦 久 子 ; 乾 康 雄

鈴本克彦 !  人江ｦｬｉ ｾＧｦ 仁
川 111

1(/ 人 ; 陀問 攻

林 輝 行 : 1m暗証制YJ

鈴 川 敏 正 1.庄日I 美w

山l孟 弘子 i  ・作品作且小委員壷

縦 l則 真 紀 ) ] 立 雌 公 介

※ 荷 村 英 柏 !  小笠原絵型

合主s築前向系 i  尾 崎 久 純

淡石 Il J 道リj : 161] 本 臨

機村千忠子 !  川 Iニ比奈子

lニ杉 秀 隆 ;  合湖奈千千

江 ｾｉｊ 敏史 ;  桜卦 (I<DII 

1' ¥; 野忠吉1 111'1' J均一

m本 明 宏 i 布団 I1義

笹 村 鉄 也 : 藤 雄 義 丈

佐藤不二 男 !  前川 治彦

緩 み 史 即J j  IIij 悶 幸 宏

)J 金同ヲ} :  0 松 旧 将 弘

山み 医 ! 松 村 衛

合 4ン197 住吉正 ｉｾ 川 rl ，j 彦

石 川 佳 子 :  出 地II! - sII

大崎1J l 111;):! ・全員企画小書員全

大森 ｾｾ Ｍ ｲ Ｍ ;  伊 藤 自Ilnli

加雌 力 J 稲 木 裕 子

1
1
1方 利 幸 ! 開谷 W; 止:

河 合 邦 子 i  小 紋 崎 鉄aj!

ｾｴｩｩｬｩ かはる :  f&: {白 111紀 子

小桜 .11峰 ! 佐野 洋

小品 i黒人 i  坂 問 耕 一

駒田 f守山 (  苅 IH 光!I直

中村孝之 ｏ ｾ ￯，幡随子

却11 1.括之 e  塚 口 明 洋

※ 福111 rlH"1 ， 哨湖 I」ヰ'1

* 構造分科会 J  松 石 千 秋

和泉 一議 11. 1 持軍干

間本 逮』佳 :  . 直告企画小委員書

fIHI'  :r)J :  池 湖 俊9j

!!.I木 '!(9) U I'  普ー

竹 野 山 犬 ( 尼 崎 英l在

集 谷 川 也 ' 0 勝 一 弘

詰二直 利 治 ! 衣 川 徳 好

PG 邦弘 1:点凶 常介

l! ! i 村泰志: 菱[!Jイ，li¥nll

，Ａ， ｉ ｾｊ ，品研介。 藤田 孝古

占苦悩 ｾ ｴｙ ｪ＠ :  山 下 修司

。 型 ｾｩｕ 長 ｏ 副委 ｈ 民※幹 Ｇ Ｑ Ｇ

印 刷 平成 5 年 9 月 20 日

発 行 平 成 5 年 9 月 25 日

発行入 社団法人日本建築協会

発行所社団法人日本建築協会

大阪市北区梅聞1 - 1-3-21∞

:Il: 06 - 348 - 0635 

振替口座大阪1- 39975

印 刷 所 管 業 印 刷 株 式 会 社

itt 06- 351- 5428日切

サン総合印刷株式会社

-;(!: 06- 454 - 1481<<1:) 

日本電椛株式会社

:Il: 06 - 352 - 7502 

/ 本体価俗951円通科裳l

定 fiHi ＹＸＰｐ Ｎ ｊｉ ＺＺＺＡ Ｇ ＡＺｾＧ ｲｉ Ｎ ｊ￰ ｦ Ｇ ｲ Ｂｔ ＧＱ＠
1消費脱29円 l  

建築と社会開園 19171f i Uf U 一 巻俳

A R CH1T E C T UR E  A ND  S OCIE T Y  

J OUANAL  O F  T HE  ARCHI T E CT URAL  A$ SOCI ATI QN Q F  J AP AN 

特 集 .
国際的パートナーシッブの可能性

国 際 的 パートナー シッフ。確 立 の 粂 件 ・内 回 繁/ ( 聞き手)佐野吉彦 一一一一一 20

国際的共同設計のための環境づくり ・印綴義博 24 

国 際 的 パートナー シツフ。の 可 能 性 ・加旗晃規/黒川省ニ/ 困金修一/西 国 修 28 

共同するこ つ の デ ザインチーム

ケンフV ッジ ・セブ、ン ・アソシェイツと環境開発研究所 ・クリスト7 ァー・チョア - 36

伝 統 の 継 承 ー 現 代 の 徒 弟 制 度 ・エリック・アルシュラ- 40 

技術や知識をアジアの国々と共有しよう ・J レディ・ 7ナマ j レ 42 

実 質的 な結び付 きの為に ・M スミス 44 

建築はもっともい国際的砂な職種 ・ルータ・トーザ 46 

海 外 進出 を視野において ・坂倉建築研究所大阪事務所 48 

ノレー ノレづくりが国際化 の 鍵 ・ 日建設計 48 

役害IJと責 任 を 明 確 に ・安井建築設計事務所 49 

粂件づくり、場づくりを ・大林組 49 

異 文化 による新発見と刺 激 ・鹿島建設 50 

[ 作 品 紹 介] 天 保山 ノ、 ー パ ー ピレ、y シ、 「海 遊 館 J r マー ケットフ。レース J 51  

ORGANI C BUI LDI NG OS AK A  52 

[総論]

[各論]

[ 座談会]

[ メッセージ]

[ 寄稿]

[ アンケー ト]

御堂筋ミナミピノレ 53 

54 ホテノレイノレ ・ノf ラッツオ

. 6. . f r _  

ヨミ広司

積水化学工業京都技術センター/加藤邦男氏に聞く

都市 ・建築と緑の融合一特殊緑化空間の最新情報ー

ポルタス堺見学会

国際高等研究所及び地球環境産業技術研究機備本部施設見学会

大阪まちなみ賞記念講演 ・表彰式

第3回大阪府公共建築設計コンクール

講座〈新版〉建築基準法を読みこなすコツ

姫 路 科学 館

上 村ニ ッセ イ ピノレ

カーテイスの歴史的スタンスー『ノレ ・コノレヒずユジエ一 理念と形態』ウィリアム J Rカー ティス著 10

もの見ない歴史家か布IJ作 の 兵 実 かー『ノレ ドワー からノレ ・コノレピュジェ まてJ エ ミー ノレ ・

作 品 作 風 6  

讐 評

カウフマン著 ・中村貴 志

新 建 材 紹 介 コ ー ナー シリカ系浸透性コンク リー卜強化剤 ・元木貞次
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if IMI 

E ヨ風

言jt 言十・

東 畑建 築 事 務 所

ｾ 王里 ・

姫 路 市 都 市 局建 築部 営 繕 課

施 工 ・

熊 谷 組・三 木組 共 同企 業 体

姫 路 科 学 館

Ｑ ＱＱ かなノ ドと 紋に ｼ 性 ｼ まれた ずれ Ｑ Ｑ の森に立った時、ふ と、 引ｾ ｾ の 頃 に 凶

ztii て'j U:: アンデス ・ナ スカの巨大な，L3の: l l!!.J 説会の こと を思い lHしま

した。 ，1了代 よ りJ 与は 宇宙への強 い 憧れのti "徒主であっ たと 言 えます。

射訓各 ￯ ｬｩ の 代 名制 ・ ｉ ｌ ｉ ｾ ［ｾｉ ｪＺ 初 Ｑ ＱＱＱ 、 ドに さ ｼ 三 忠 、し 、ＷＩ＼ の ｉ ｾ ｉ 然 と 美し し 、問手 ｬ 昨』 よ

せて います。 この汗 11 1の森から大きく賀を広け了こ 白紙が、子供述 の

wと憧れを采せて字'd.j (二11'1け飛び立つ / そんな楽 しい芸与をイメ ー ジ

し、「科. ，' ｾ ｦＺの ｘ Ｎ ｾ ｩｊ を百 Ｑ Ｑ Ｇ ｉ￯ ｬ の コ ン セ プ ト としました 。

5幻也は12かな紘に包 まれ、ノ" を取り 凶 む 様に:lIUffi に赤ILI : E七、形状 をし

て い ます 。 ｭ 勿は ｩｬ ｴ もｪｊ ｹ Ｇ 脊りに、 池 を Ｑ Ｕ 吊てて市のシンボルて‘ある ｫ ｬ ｾ

路城に正対 させ配ほしました。 また、来からの長 いメインアプロ ー

チは水辺にデッキを ｾｊ 去 り ｬｊＧ Ｎ し、ノ ド の Ａ と はおとの コ ミュ ニ ケ ー ションが

楽しめる宅IHI としました。

平T師f，Vf ] &は大きな二 つの正方形ぞ 45・方 向 に: i l l ね、必 の阿賀を表現し

ています。* の究にはfuJ 壬27m・300人JI 5 I . 符のプラオ、タリワムを、 iffi

の現には宇'dj ・科 学 ・地 f.!1< ・郷土の i l?).>で't1Yf，成 さ れ た 展 示室 を取り

込んで. います。また、 '1'.9<:の)JI"Iの部分はシー スノレ- EV により、まち

と(1然を鋭 療 で き か!大き抜けのエ ン トランスホーノレと し、f1' i昔Il ( 頭)

には財団名城 の凡 える l必望台ぞ設記J: しました。

外 観は両党を令!日!，t反の勾円U主似て本別、 また、 外 装は飛削をモチー

フとした! j ' : 'J'f; 長Tuitkラスタ ー タイノレ とし、ハイテックて。メタ リックな

平 ｉ Ｂ ［ ｾ の九をな Ｑ ＾＼ Ｑ しま し た 。 Ｈ 八 杉 政一 Ｏ ｗＺ刈腿 築 ＺＺＺＺ ＩＱ 場 所Ｉ

配 置 図 1  :3000 

所 在 地 一 一 一 一 一 姫 路 市 青 山 1470-15 他

敷地面積一一一一一 12，777m'

建築面積一一一一 3 ，12 5m'

延床面積一一一一- 7，83 9m'  

構造規模一一一一- S ' RC、一 部 S 、5F

工 期 一 一 一 一 平 成 3 年 6 月 ~ 平 成 5 年 2 月

最 寄 駅 一 一 一 一 J R姫 路 駅 よ り神 姫 パ ス r星 の 子 館 前 J 下 車

撮 影 一 一 一 一 花 城 辰 男

④ 

l' 自 プ ラ ネ タ リ ウ ム 室
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1f 1m・

E ヨ風

設 計 施 工 園

大 林 組

上村二ッセイビ、ル

JI却汰| 仮以の」ヒjl t: j 地区 l立、今主l ! it次ラッシュである 。

オフィスピノレのみならず、ホテノレ ・ホーノレ等の綾子子J I 1 途のピノレも計 l事l

され、 n! l di 機能は主!、速に 充実化 している 。

県知也は Illi ijにLi ｉ ｾ ｩＺ仰向付』Ｚそ望み、駅から徒歩ー Ｒ 分という ｲ ｊＡ Ｚ まれた立

地粂1' 1ーにある 。

何 析 11111"1は、総千子設立1-11l 1]J s : を保J IJ して、敷地 の南側道路に而 してプ

ラザを、 」ヒイ)!I随路に面してサ ツキ ・ツツジ勺のi凶 l! l の植込ぞ配し、

ゆとりのある配世訂1' "1とした。

1判官!IJ プラザ"1' ［よ と には祈 Ｇ ｉ ｾＧ Ｍ ｾ ｴ 先生の作 品 、 ｱｬ ， ｜，の本」が泣かれ、その鮮

やかな羽似の赤が十 ｬ 似主の ＱＲ かな紘に Ｂ 央え、 ｩ ｬ ｾ ｊ ｬ 、の乏しいこの 地 区に

「やすら言、」と「くつろきV のスペースを提供して い る。

外与えは「引{-¥:: (I {)  • iil)!!-! 必 ・飽きの こないデザイン」を |ヨ指 し、シャ

ープな印象のガラスの箱に、柱 ・ 染のフレームカサ ｉ 人し、それを ｾｩ ｊ［ｾ

緑色のイ出j .i ';-41容きの却立が支える机成とな ってt 、る 。

Ｑ ＡＱＲ ｬ 、分けられた Ｒｕｴ ＡｊＺｊｩ のガラスは移り行〈セのぶ ｾ ｭ い ｬ 央し、ＧＱ Ｇ ＩＭＢＨ，ＺＱＱを

，也わせる色介いのタイノレを打ち込んたす主 ・梁のフレー ムは、 その交

う日11のリブ小J- ;タイノレと相 |まって、 H寺主IJ ・1i1i 'J '性により、 その王布守を

刻々と変える 。

これから - )(1のヲellli 力部催涙な この 地|乏の新しいランド、マ ー クとして、

この「宵; ニツセイピノレ」力主機能する こ とカサ附与されている 。

Ｈ自 ￭Ｚ ｬｦ， ｾ ｉｉ ＿ ｻ 三 ・Ｚｊ ｉ Ｇ ｊ 二 抑制 ｶ ブ ｣ 十［ｦ［ ｍ ｬＩ

所 在 地 一一 一 一 大 阪 市 淀 川 区 宮 原 町3丁 目3- 6

敷地面積一一一一- 4 ，016 ∞m'  

建築面積一一一一ー 1，569 _ 74m'  

延床面積一一一ー- 3 1  ，270 ，65m'  

+ 荷造規模一一一一一 S 、一部S RC、B2 F，20 F、P I

工 期一 一 一一 ＱＹ Ｙ Ｑ 年 Ｓ 月 ｾ Ｑ ＹＹＳ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 一 一 一 地 下 鉄 御 堂 筋 線 新 大 阪 駅

撮 影一一一一水里子励治

エントランスホ- ) レ
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ノレ ・コノレ ビュシエについては、すでに紗しいずf

ｾ＠ 1  ｾ φ がある 。 Ｑ Ｑ ら校訂したおよそ ＸＰ ＱＱＱＱ の 村 Ｚ作や作 品

集、 Ｑ ＰＰ 点 ι んヒの論説をはじめ、 ｭｾ なもの ｦ ごけてい

ち ＵＰＰ ＮＧ ，Ｇ ｾを こ λ る論文や研犯主力戦されて ｌ 、る 。 生ｬＡ

築 ・ 絵 ｾ ｬ￯ Ｑ '  ｽＧ｜ｊｾ 主 ｉｊ におよぶその多彩な活動は、 こ れ

らのm' I，{!'jili じてー咽生の読者にもよく決11られて t 、

る。 しかし、当然ながら 、 それを討可i1日する委勢は、

lI y¥;(-I;:(ニJ応じて多般に変化 してきた。

カぷ立て、は、 とりわけ、ノぞリのノレ ・コノレピュジ‘ エ

財 |叫が、それまで未公IJf Jであったい(11mゃ判例を合

む膨大な資料を終備して 、 その広大な tl )IJ 作 世界 を

lリj らかにした。 その後、 三百誕行年 ( 1987) を契機

に、ヨーロツノ f やアメリカや n本でも憾，10')誕がfl l1

され、数多くのカタログやl i J fヲ巴1:カずみ11次いで U11版

された。 ( Centre Ge orges P ompicl ou， L E  C OR -

B U SIE R - une  enc yc 1opecli e ， 1987など)

ウィリアム ・カーティスによる本 1

1
:.は、 この主主

築家の子1 : 1 ' &、はば15{pのWJ川 にtJ 巳在されたが、 t1¥ー

す? は数年Jjij にこれぞ一 読する機会に T!;: : まれた。居、

'['1'1':' ない、えば、 ーb A . の資料と 比べて、 ヨizz ll が1nI ら

かの独 れ Ｑ Ｑ ＨＱ Ｂ ｊＡ， ｇ ｦｾ 平に ［・Ｂ むわけでＢはな ｌ 、 。 彼はたとえ

ば、1'&J!J Jにおける r
l
5代の感党」を強制する 。 し

かしそのような悦点 も、 1911' 1三の「点) ; への』わ

に|虫lするグレスレーリの研究で、いっそう判的tこ

考察されていた。初期lのヴィラとパラディオとの

!口l湖をJ 間' j ' i ; j したコリン ・ロウや、サヴォワ丘11の村長

成に ，Ii(¥::; t午人ヴェノレギリウスの夢を解説したティ

ム・ベ ン トンも、すて" に有名といえよう 。 rIl 'I. fl lの

詩』 についても、リチヤ ー ド ・ムーアがその鍛合

併I とや[1訊のテーマぞ量Ji <  ! ! ( ¥射していた。 クライア

ン トとの共110ゃ必艇をナめぐるエピソードの数々も、

本 ｾ ｉｉ := が初めて公Ilf.J したものではな L 、。

しかし、カーティスは、ｾｾフランスの ｊｬ Ｑ Ｇ ＡＧｗ ｊ な ζ可

気に触れながら、ノレ ・コノレピュジェの主主築宅I/¥J ぞ

(1 らJ 'J念 に 肱if}j したい、う 。 その兵学、なを勢は、

ポス ト モダニズムをへた今 日 、 Ｍ ｾ米の ｲ ｬＧ ［Ｇ￼ ［ ｏ Ｇｩ ｉｊ とな

るにち力丸、ない。f波カ勺行るように、 f ... i"古i Zi Iうる芸f'Wr

Ｇぷ ｉ ［ｲＮ、Ａ被弘 ｾ ｉ 二 の ー ｬｉ � ｾ ｾ Ａｊ ｉ の ｼ 対 心 をそのメディアの似

本 )); if' l!. にまで、tkli り |マげ る」のであり、ノレ ・コノν ビ

ュジ‘ エこそが、近r- t fxWi のただなかで、処築の千年

i極性を 1' 1 らi栄〈撚:; J;; したからである 。

本 1

1
:=の叙述は出|淡(I "Jオー ソドックスて 1刈作の

バランスも i草i当と L 、える 。 そのクロノロジ‘ カノレな

制成は、初初Jo心L心、l'名P守i に4絡?脊干怜虫好Fのテキストとな つている 。

やや〉川じ此t長走なm

築カがす〉挙4七三匝匝白直]主!:(にこJ品抑抗自古而61!川J川川1' ，市1されている 。訳文は、 そのエート

スを ￆ 倣に伝えており、爽快な ｾｾＧ￩ｦ ，灸 ｊ 惑を抱かせる 。

ただ伐念なのは、わが|王|の! &築界や美学会て 常 識

となっているフランス日Hの|司有名詞が、 し』ど し1;)':'

災訓読みて前ぷ記されてお り、 専 1" 11ゑ. にとっては脊

ｾ ｉｉ ｾ の ｊ 惑が伐る こ とである 。 既 存の 邦 訳か ｩ 併記 ー によ

れば、 この点は谷劾に lul避で、きたはずで‘ ある 。

カー ティスのl経火学的 なスタンスは、アメリカ

10 建築と社会 ・1993 ，9
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の研 究者によく 兄 られる素朴 な*I' it- II I{こ支えられて

いる 。 それゆえ、本告ーの内界 も 、 モ ダニス。ム含め

十る mヰmi の変遂とも密接に述勤したものである 。

多戸; するまでもなく、あらゆる暦史研究は、それ

Ｑ Ｑ 体が歴ｾの ｙｖ ｊ 向のうちにある 。

今その こ とをナ同町iするならば、行き 円のノレ ・コ

ノレビュジ. エは、非f巧圭的な受容と反発のアマノレガム

のうちにあった 。 ｾｉＡｾ旦のラ ］ ショ ー ］ ド ］ フォン

通信にi皮が寄稿した「東方への』長」に始まって、

ノマリで1
1
1

1

1版した 『エ スプリ ・ヌー ヴォ ー』 守へて

『建築をめざして』 に丸、たるまで、そ こには、あ

たかも頑迷な凍土に芽生る許誕の受算i f ; があった。

彼の理想は、近代技術の十到底に、 あのl滋絡でl 1' {，，f.さ

なパノレテノンの芸判例止界を希求したからである 。

そのようにして、彼の思想と作 Ｑ Ｑｾ ｬｬ Ｇ Ｎ［ｴＺ、レ ・ プラ

トニエのもとでラスキンから汲みと った 11然 主 義

から次第に問WJ I延する 。 ノレ ・コノレピュジ. エの 1I は、

ジュラの森の ｉｉ ｪ 行「がりから、 ｪ ｬＡＡＮ ｲ ｛ Ｎ Ｑ 海の ｬ リ ｬ ｩｾ な光に触

れて、干li !!l! の 幾何学 的 な原型へと Ilf.Jかれてゆく 。

処 築 の!京初念材3求しながら Ni ji 町、己の中お にから ll lll tl 略

するその動向 こそが、近代処築の霊祭lりlを特げるも

のであった。彼の作品集が、新し いfilli 他を求める

建築家たちを股引 し、セ 一 ウ守Vノ片レ街のアトリエに、

ひとつの「古重到動1力]爪h的勺な 'iド1，ι心、力可E彩防sタ1友さ tれL ることとなる 。

f彼皮のm忠l念力が玄数々 の 「円 ｦ 主む ｔたこめの機ｾＯ此ｉｒＮｊＨにこソ夫ミ必弓引 ｴ し、

その作11h1

やがてサウヴヴ、ＮＮオワ丘邸 Ｑ Ｑ の主雄 ｩ主 ｅ 築さ空巨 川 ｬにこ、 ｦ ＮｩｬｩｲＭ ｴ 処築の Ｑ Ｑ Ｎｊ ｾｉ

Jli JJ にもカ・かわる ，'i 典 的な完成が結実する 。

他 ) ; ではしかし、 エ スプリ ・ヌーヴォー町( 以 米

のさまざまな 都市計画 家が、 ｼ 人 ｪ 外で ￯ｚｸ し い Ｚｾￎ 命ノ Ｇｦｯ や

批判 の 的 となった 。 その延士主 」 二 で、あの ｼ 主 ＱＱ 弘司 ｧ ｾｬ

の設日 ｼ 競技ｾＺ｢ ｦ 、ひ ｴ つの却革 ｉｊＨｉ 勺 なスキャンダノレ

制{ j 米する 。 それにもかかわらず、スイス中ノ1:: 会

古ti の成J }Jが彼の1' . 戸支を不i f ) j Jのものとする。・

CIA MのfA3ムアノレジェの虫色見定、 lilJuI年1[1 におけ

る rモデュ ローノレ』 の 研 究ゐ li¥R 後の復，1F' . j . 含めざし

た ユニ テ ・ ダ ヒ ヲシオン、 こ れらの疋ｾな成よいが、

本 :1
1
: で許しく追跡されている 。 そして、 ロンシャ

ンの礼符泣とラ ・トゥー レッ ト修道院、その I干糾6

Ｈ Ｑ ＢｊＩ ｉ ｾ ｲ ，単による ｼ 勾 古 ＱＱ 空 ｉＯ Ｚｊ や 、 光の ｩ ｬ ｊｺ 重 Ｉ Ｉ と ｴＧｦｾ のポ リ

トープ、 さらには、チャンディヵーーノレの-I1lldi ;i 11ill ，

から 晩年のカーペンター ・セ ンターにし、たるまで、

カーティスは、ノレ ・コルビュジエの 1 i大な足跡ぞ、

いわばら ｲｩ ゆ ｬ のノ ｦ ンフレツ 卜 てドラ＿をＡｊＮ ｴ ｪｾ するよ

うに j炎々と fおAする 。

カー ティスは、要するに、偉大なドラマの終uir

に立ちあったといえる 。 それゆえにこの庁名は 、

側 索 Ｚ の現任 ｛ＨＱ 勺 な ｾｽ￨ 美と ｩ 令両 ｦ ， なお ｼ 官労の後に、Ｎｦ ｬｬｬ Ｚｬｾ イヒ

や熱愛の'mにinEされる こと なく、 しかし、主 ｬｬ ｾ 認の

本質をノレ ・コノレ ビュジエと共有 しながら、 Jlq iーを

拶1，1Wで. きたのでーある 。

( なかむら うずし/ 京都 大学工学部主主築予教官JJ) ) 手)



エミーノレ ・カウフマンのノレ ドゥ-1i J 1究は、わが

い<1でもよく知 l られており、処築や美学の研 究者に

とって、 Ki - ? ' i ' は、ひとつの' . : ;: ; 織ともなっている 。

このたびの翻訳n. ，版は、むしろ遅きに失した! さが

ある 。 しかし、訳者は、フランスの処築思想にお

ける ，'i!! IU ".:[主. ; ; - 9[ : 家主義の早川"J 家てあって、カウ

フマンの ｾￎ 官点が、こ こ で 兄 ｣ ｊ ￯Ｚに訳 ，Ｑ Ｑ Ｑ ， されている 。

その川H析な訳文と丁寧な訳註は、 一極の将家的な

イilfi イl立をこの納訳千円こ与えている 。

;りl( にの娃築論からみれば、本舎の l人l絡には数々

の 川 ｊ 凶ｽ ＮＧ ， Ｈ がある。係者の ＯＺＱ Ｇ ， Ｉ 坂 ｉｉ ｾ 長 ｗｊ における美学の

ノl叫肋・らみても、木苫は、ややl時代鈎訟の印象を

* - れな L 、。 ウィ ー ン学司I i H ノf ーセソパ勾'JNは、相 11工

にきど加しながらも 、 当11寺、いっそう根源的な展開

を試みていたからである。 その成長u : は、精神 史や

悦 ＮＺｊＮ ｄ ｉ ヲ式や ｬ Ｇ ｬ ｦ ド の美学をめぐ・って 、 弓 ｍ Ｍ ｾ にまで羽車

ノjえさ n ている 。

「ノレドゥーからノレ ・コノレピュジ‘ ェまで (bi s) J と

L づ必組は、いささか羊頭狗|士lの抗後! 惑を残すか

もしれな し、。ノν ・コノレ ピュジエの生l! 築につ いては、

こ こで。は、 そのtTfl雨量討がffJ 1! れられて い るばか りでs あ

る。 ? ーす? と|ロH時イたを生きた この主l ! 築家ーの多彩な活

動をヘ イ吋下がすべて包摂しているわけではな L 、。

rbi sJ (へ t ，t.:. る) い、う説醤に、読者は過大な期

待 ゃγ ・| 析を抱くべきではなかろう 。

本til-では、また、; 1 ' ; ) ト式や概念をm: 祝する廃止:家

にありがちな刻む京を汁i干摘する こ ともで念る 。 カワ

フマンは、ノレドワ ーの独自性を強制するために、

1' 1らのA比定する 「バ ロック的背典主 義」 からのIVr

品色を、あまりにも性53、に石慌定しようとする。それ

と ｬｯ ￭ｈｉ ， ｜ Ｇ向に、後 ｼ 止への 辺 訴 ［ ＧＺＭ Ｑ Ｚ Ｑ｝Ｚカ可Ａ［ＺＸＧｾと， ｴ，Ｂ，Ｇ 定されて 、

十 Ｉｌｉｉ ｕ 己 のｾ織な展 ｈ ｦＮ ｊ が、 ｦ 皮の 視 野から大きく欠

古与する こ ととなる 。ノレ ・コノレピュジ‘ エに倣え 1;(、

ここにもまた、ひとつの 「もの見ない日 」 がある

といえよう 。

!ill築(1勺|止wのl歴史性についていえば、宇干す? は、

L 、わゆるボ子ーノレ流の幾何学的 な椛 成の伝統を、

必 ｾι ｵ 二 に経枕している 。 およそ Ｑ 創立持と以来、フ

ランスにおけるくsymetr ie， si metr ie> の 理 念

は、 <pr oport iOn) の概 念とも 浪治 しながら 、主.l! 築

や 峰|点|にかかわる造)1去の土壌を形成 しつづけてき

た。 このよ壌のうえで、アノレベルティに [11来する

あの rc onc i nni t asJ  ( 均整~調和、 har monie) が

% にさまざ‘ まに解釈され、判l線による左右声; J i ; ' r - の

王 ｉ ｚ ｉ 耐 ｊｲｾ 式や左右 ［ ｪｻ Ｑ 称の立国 桃 成が、ひとつの 伐 党

(1勺な伝司王となり、さらには、合迎立l勺・経 済的 な配

位 の理念が、そのつど現実的 な威力を発者Irするの

でーあった。t両立の研 究としては、t.:. t え1;( w.ザ、ン

ピアンカ言、 ジャン ・マノレタンのウィ トノレウィワス

3てからフレア ーノレ ・ド ・シャンプレーやフェリ ビ

アンなどの論説を通じ て、 この IHH躍を伴仰干 して い

る。彼' によれば、 ドヮ ・セノレソ ーやサ ヴォをへて

ルドゥJ から)レ]ルbジ工まで

iJ ilt 的11)}' の起加とJJl I踊

i ミ"ルI r ) ノ J ン

白外ｾ IU It 

ペロ ー とブロンデノレの論 ノf' にし、たるまで、そのよ

うな主.l! 築論の川i也主主織をナ 『別的忍することができる 。

われわれはまた、 その ｩｦ 干勢 ＨＱ 勺 な淡 ＱＢＱ 中の舟 ｴ Ｎ ｴｾ を、

コノレドモア、ボフラン、 モ ンテスキュー、さらに

は、アンドレ1 " 1' 父からディドロに L 、たる主主築思 想

やロジェの論q，とJ - F ブロンテツレの J llt: c &のうち

に、そして、まさしくプレーとノν ドゥ ーの佳築|ズl

j"(J I { "T. l : いて、デュランやカ トノレメーノレ ・ド・カン

シーの持作のうちにも、追跡しうるのである 。 ..t:

..1: に.j"1! iI l戊されたノレドヮ ーの凶而 そのものが、 . kJπi

(1勺にみて、 この 幾何 学的机f胞の削ノサ にある 。

木、 'Fて1ま忠、市i"&されて いないが、 凡 / ; によれば、

ノレ ・コルピュジエによる rmill iJI百|形」のおftl も、

そのような伝統の|λl苦11に佐世づけられよう 。 しか

しまた、 このιl ! 築家がやがて定式化 した 『モデュ

ローノりは、 いっそう 動 的な処染宅lIiJ のヴィジョ

ンにもとづくものであった。 カウフマンは、本合

でも、 ｲｾ Ｎ，同娃築」と ｌ 、う観点針変 ｊｬ ｊ しているが、

処築論の考察にとっては、そこでぶ引される機能

的 な ｬ 人 ＮｊＧ ｾｩ やＮ￬Ｑ￬ ｊ ｉ ヲ 的 な ｉ Ｉ Ｇ ｊ ＺＧ 起 こ そカ Ｑ Ｑ ｩＺ ｬｊ ｩｬｬ なのである 。

税 者 が二:i==，I]長する r Pa v i  Ilonsyste l1l ， systel1l e  de  

la  c om pos iti on  ー ｡ｶ ｩｬｬ ｯ ｮｮ ｡ ｩｲ ･ ｊ のｾ Ｎ本像も、ノレ

ドワ ー においては、やはり 一 定の幾M学的な机 成

に制約されて い る。 この点、訳者の解説や訳註に

ある「多様で1担rJ' i的な ( 1符耳I"JI企絡を? 持った ・・ ・(去1I外

の一戸建て住宅のような、 " '(1 111なかたちで集ま

っている) 、戸主l! て住宅の集ま ったような体系」と

いうイメ ー ジは、ポス ト モタ ･ ニス〉、の ｦ ， Ｚ Ｇ悦［ｪ［ｾへた

引{ えでは、多少の誤解をJ7Aえかねないとも 思 わ れ

る。ノレドゥ ーの長l! 築凶I f II には、た しかに、 作1'm分

が l'1f l耳l句な く分似 杭 成〉のw系が認められ、 しか

も、 その令部分のスケ ー ノレカ ｾ￺ｽ 廷に吉例長されて ｌ 、

る 。 しかし、彼の 椛 ｾｴ をひとつの全体として秩序

づけている恕 ｾ ｊｬｉ ｊ 的な 桃 成は、 Ｍ ｌｬ ｉｉ 氏然と ， ｴ えな い

Tごろうカ・・ 0 ・。

それゆえ ここ には、臼 らは llilJ 作 しない美' 干す1の

祝 町.-tA窄があり、廃史のill J Jl f' lを独断的 に形式 化す

る思 想家の先入観 があるとも考えられる 。 それで

もやはり、カウフマンの この著作をひとつの主観

的 な1'1音椛 へと 放逐 すべきではな し、。彼 が依 拠する

カン トの何学 こそが、 近 代形 而上こ戸の水準て、 ま

さしく このIllHill を解明しようとしたからであり、

その「芸術の ｉ ｾ ｉ ＿ ｉ Ａｊ い 、う理念そのものは、ち Ｘ Ｍｴ

の主.l! 築i丙動や建築. ' [ ' ，i靭lにもかかわる中即日(I "Jな川題

性を開示したからである 。

「訳者あとがき 」に よれば、ノレ ドゥー ( 1身 が 専

念していた 「処 築 論」 の翻訳も予定されている 。

訳者にはまた、 『カト ノレメ ーノレ ・ド・カンシーの主主

築 論J ( ナカ ニ シヤ出版、 1992:i 1三)と い う興味i栄L 、

論考がある。 フランス革命前後のιl! 築 141氾lを迎解

するためには、 いずれも有な哉と J41われる。

( なかむら うずし/ 京都大学i 学部主I ! 築学教室助手)
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T he  Bes t  Hardness Perrr】anentl y

C ont ri but e  To  Envir on ment a l  C onservati on  

El i mi nates Hi gh  Maint enance 仁osts

A s h f o r d  F o r r n u l a.  

アシュフォードフォーミュラ

アシュフォ- r/ォーミュラの5大特長!

1_! ァ度の処理で、半永久効果o

2! かぶれ・燃焼性のない安全タイプ0

3. 塗り直しがいらす経費削減0

4. 表面接水・闘でイージークリーニング0

5! 光沢発揮で‘ ワックス効果o

用途

- 食昂加工工場の床・調理場・厨房等の床。 ・駐車場の床・プラットフォーム等。

・冷蔵庫・冷凍庫の床。 ・事務所・学校・研究所・病院・

・化学・医薬品工場・機械工場の床。 マンション等の防塵床。

・各種倉庫の床。 ・道路・橋梁・高架床・ガソリンスタンドのフィールド。

(  ※ 1蜘 年 ア ト ラ ン タ オ リ ン ピ ッ ク の 会 場 と な る ジ ョ ー ジ ア ト ム に )  

ア シ ュ フ ォ ー ド フ ォ ー ミ ュ ラ は 、 全 面 採 用 さ れ て い ま す 。 ノ

. お問い合わせ先

J.K. CORPORATION 
株 式 会 社 小 林 順 蔵 商 庖

TEL. ( OS1531・8251

F AX .  ( 06)  536・2635

P6E NEXT INC. 

ピーアンドイーネクス卜株式会社

東 京 都 新 宿 区 新 宿6-7-22-458

T E  L.03 (3355) 1371 
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日本建築協会建材委員会

。ーーはじめに

コンクリート椛造物は永久桃造物と考えられて

きたが、 fi 誕になってアルカリ骨材閃定、や酸性雨

などによりコンクリートの劣化が表面化し、大き

な社会問題とな っている 。

また、地訪環境保護の問題カ司IJ Iばれる今、大量

のエオ、ノレギーを消費するセメ ン ト生産の行エオ、化

や資源の有勿斥IJ用の商から、メ ンテナ ンスフリー

は緊急のテー? となり、コンクリー卜の新たな技

術開発が早急に要望されている 。

こうしたニーズ‘ に応えたの力対照公害のコンクリ

ート保護 ・強化工法「ア シュフォードフォーミュ

ラ( 以下、A/F) 工法」である 。

A/F工法は、コンクリートの表而に効率よく 浸

透し、コ ンク リー卜を保護 ・強化して寿命を延ばさ

せるシリカ系無色透明のj聞本を用いた工法である 。

主 な効果は、コンクリート打樹ｾの初期クラッ

クの防止、紡陸、娘水、 表面硬化 ( 50%上手ト) 、中

性化防止、接着強化 ( 17%上昇) など幅広い範囲

に及んで‘ いる。 また、コンクリートの隙11¥J に入り

込んで、コンクリー卜縮哉と→料ヒとなるため、化

学 防賀、酸など、1 . 1 . ばあらゆる物質のi完遂を防くや

ことが可能である 。A/Fは、 一度の施工で半永久

的な効果を持続することか ら、経済的にも優位な

レベ、ノレにあり 、反論E囲な普及にも十分に期待が持

てる新しいコン クリー 卜強化斉IJ L" ある 。

@ 一一アシュフォードフォーミュラの特徴

アシュフォードフォーミュラ (A/F) はシリカ系

統機質である。

(1ト 度の処理て効果は半永久的。

A/Fは、コンクリート内部に浸透した後、図f判ヒ

し、 コンクリー卜の組緒H ーイ本イヒする 。 そのため、

表層部分の強度は月日と共に上がって行〈 。

(2)安全、安心。

A/Fは匂いや毒性などは一切なく、可勲性、燃: 焼

性もないので処理作業 も極めて安全である 。

(3経 済 的。

塗装タイプのコンクリー卜強化斉IJの場合、劣化や

争 ｉ ｊ ｉｾｉￊ による 塗 り直しを数年ごとに必要とするが、

A/Fは、最初の処理だけで必要とされる効果を発

揮するので、非常に経済的で‘ ある 。

(4)メンテナンスが簡単。

コンクリートの表面カ司硬化し、密の状態になるた

め、コーラやカ。ムの付宅¥薬品、 i由等の濠み込み

を防じまた、洗浄は、薄い洗剤又は水だけで済

み、手入れが簡単である 。

(5陸部に光沢が出る 。

1庖工f炎、 6 ヶ月から 12ヶ月たった頃には、 A/Fは

表面にワックスの働きが表れ、盟色やかな光沢が出

る。A/目立、コンクリー卜やコンクリートブロッ

ク以外にモルタノレ、石官、漆喰等 に市高広〈使用で

き、その効果を発揮する 。

@ーーアシュフォード・フォーミュラの用途

強度が50%アップするため、床の傷つきやすい建

物、例えば、カー卜 ・リフトを多用する場所

(1)各種工場

(2)倉庫 ・配送セ ンター

(3月玉務所ピノレ

(4)l i Jf究所

(5病 院

(6)マン ション

などに適しており、またヒヒ官1] れの心配がある建

物、毎日メンテナンスを必要とする場所、

(1); ゲソリンスタンド

(2)スーパーマーケットの床

(3)駐車場

(4)タeム

(5随 路 ・橋梁等の下部工

(6)防水路

Ｈ Ｗｾ ｊＡ陛

などに大きな威力を発揮する 。

粉塵やホコリを嫌う建物、

(1){ じ学医薬品工場

(2脇械工場

(3)ソフトウェア工場

(4府連機格納庫

などでも↑ 起直な環境が得られることになり、捜水

機油効果と清潔な環境を要望される建物、

(1閑 壇場

(2附蔵倉庫

(3怜凍倉庫

(4休 産]J 日工工場や畜産業の飼育現場

(5)製塩・牛乳などの工場

(6) 自動車工場の床

など用途は幅広い範囲に及んで. いる 。

さらに、コーテイング . Ｚｴｾ者カが強イヒされてい

るので、クリエイティフーなエリアづくりが必要な

建物の床、

(1)インテリ ジ、エントビノレ

(2)スポーツ競技場

(3)O Aセンター

コンクリート 2次製品として、

(1)ヒューム管

(2)U字減

(3)コンクリートブロック

等 にも、製品強化の上で大きな効果カ決月符ーできる。

k 阪市丙区新町l 丁目 2- 13

T EL. (06)531-8251  

タカオエージェンシーCO. ，LTD.

T E L ω78) 856- 3845 

ピーノレ工場 : ( 使用例) 一写真

米国のクアーズヒ守一ノレ工場で、はA / F:処理により床

の耐久性が向上した ことにより、床の痛みを最小

限におさえることができ、メンテナンスにかかる

膨大な経費の大申副 IJ 減を実現した。

。トーーおわりに

以上、 A/Fの特徴 t その使い方を紹介した。

A/Fは、コンクリー卜に浸透性のある液体を塗 る

ことにより、耐久性の向上や半永久的な保護を実

現した新しいコンクリ ー ト強化斉IJ L' . ある 。

コンクリートの品質と缶萱性の問題は、耐久性

服 蹴 境f織が要求される建物共通の調題である

こt から、 A/Fの用途は極めて広い。コンクリー

ト構造物の維持・管理に要するコストも肱ほ額

に達 している中、建設省て、も「今後確実 に見込ま

れる縦備管理 ・更新費の埼大に対応するためのメ

ンテナンスフリ ー化技術」を最重点課題のひとつ

に取り上げ、新設及び改築施設の耐久年数を伸ば

すことを目指している 。建設副産物の発生抑制の

商からもコンクリ ート の耐久性の向上が強〈求め

られている中、 A/Fの最先端技術が安全・↑ 対車で

盟かな国土 ・生活環境づくりに大きな貢献をする

ことカ湖待される。 ( 元木貞次々封オ委員)

建 築 と社会 ・1993 .9 13 



l 用途地域制度等の充実

( 1) 用途地域の細分化と新たな特別用途地区の

創設( 法第48条、第49条)

今回の法改正 ｬ 阜、適切に住ＮｾＺｴＮ母 ｅ の保殺を ｬ 玄 ｬ り、

併せて近年の新たな市tt-j-j 也形態にも対応し、より

きめ制かな別途規制を行し、得るよう、位: ] ; i ' f 系の用

迦 也域が前日分化されたほか、新たな特別1)刊 出也区

がお11設された。

① 用途地域の削除化( 表 1 )  

② 侍}! 11庁l : i 釦也区の追加I( 表 2 )  

なお、新設用途地域 ｼ 人 Ｎ ｊ ｾ 持徴的な用途規 制 Ｑ ［ＱＺＮ次

のj凶りで ある。

①ｾ ｾ＠ 2 種 低!符住J - &専m地域においては、床而平氏

Ｑ ＵＰ ｭ Ｇ 以 内 の一定の庖 ｾｩｬ￬ 、飲食 ｊ 苫などの独立の 小

加共和服白血設の処築聞こ容する 。

② 第 1 在[I 中7，;cW} 住居専用地域においては、床面秘

Ｕ ＰＰｭ Ｇ 以内 の一定の庖 ｾ ｩｬ￬ 、飲食 ｪ 苫などの独立の Ｇ｣ｪＭＧ

がI;j抑l胆 j泡設計午終する。

③ 第 1平ill1: l ヨ舌地域においては、床而干'!'1の令官十が、

ＳＮＰＰ Ｐｭ Ｇ を超える大え ￧ ｬＮｦ ｾな事務所、底割 ｉ￬ 等の建築

を禁止する。

(2) 個別建築物の用途規制の見直し

別表第 2 1刻係の、蜘主の主なものは次のとおり

である。

①カラオケボ、ツクスの! & 築が、すべての住居専用

地域と第 l 種包括地主主で祭止された。

② 第 1 種 ・第 2 種 中日} ( ! : 住居専用地峡および第

Ｑ 種 ・ 節目 ｾｈ 封語地域において、建築物に付 ｨ ｦＺ， し

ない独立の1 ' 1到') 111車 庫 ( 3 1精ι Uニの部分を白動車

1111市の用途に供するものを除< ) の床面積の上限

が、従来の50m' から 300m'に引きあげられた。ま

た、準住居地域における I

L

Ii!l1JII 工事庫に対する制限

ヵマ胡をされた。 ( 表 3 )  

告 雌 住);5j也九主において、建築可能な自動車修理工

場 の 府 耐1'1の上限が、 f担任の制舌j t!!)Ji止の50m' から

150m' に引きあげられた。

@ 司皇制苫I也以と近隣商業地械にお L 、て、客席音1I分

の面積カ ｾＲＰＰ ｭ Ｇ 未満の劇場、映画館、 ｩ 員芸場 、観覧

場の建築が'WI二容された。

⑤第 ｬ 種 ・ 第 Ｒ 活低ｽｾ守住居専用地域において、有

事|老 人 ホーム、身体問答者名引止ホー ムなどの建設

を許容する旨 l明石在化 された。

@ 工場の親jl) 11について、イI i I IJ!11の税制対象卒業等 の

見直しが行われた。 また、危険物のmml1について、

i肖附去における規制との務合等を図るための兄直

しが行われた。

月11表jlj' } 2 に関連した、施行令改正の主なものは

次のとおりである 。

① 第 1 種低層住居専用地域内に建築する ことがで

きる兼用住宅の非住宅部分の用途につ いて、 ク リ

14 建援と社会 ・' 993. 9

編集委員会法令分科会

283 I 建築基準法・同施行令改正一集団規定そのト

表 1 用途地域の細分化

現 行 制 度 新制度(争は新設) 趣
主日主A

① 第 l 種 住 居 ①第 l 種低層住居専用地域 低層住宅の専用地域

専用地域 - ②第 2種低層住居専用地域 小規模な底舗の立地を認める低屑住宅の専用地域

- ③第 I 滋中高層住居専用地域 中高層住宅の専用地域

住 ② 第 2種 住 居

中規模利便施設の立地を認める ，cl-'j : ; j 層住毛の専用

屑

専用地域
④第2極中高層住居専用地域

地域

系

- ⑤第 l 極住居地域

大規桜な応布I i 、事務所の立地をfli1j 限する住宅地のた

めの地域

③住居地域

⑥第 2 種住居地域 住宅地のための地成

争⑦準住屑地域 向動車| 期連施設等と住宅が翻和して立地する地域

商業

④近隣商業地域 ③近隣商業地域

近隣の住宅地の住民のための庖昔前、事務所等の利

f児の増進を図る地域

系

⑤商業地域 ⑨商業地域 広告m、事務所等の利便の咋iii 主を医lる地域

⑥準工業地域 ⑬準工業地滅

環境の悪化をもたらすおそれのない工業の利便を図

工 る地域

業

系 ⑦工業地域 。工業地減 工業の利便の増進を図る地域

③工業専用地域 ⑫工業専用地域 工業の利便の: if: 進を図るための専用地域

表 2 特別用途地区の追加

① 中 高層階住居専用地区一一都心部で住宅と商業業務施設が立地する地域等において、 ｯｪＧ ｾＺｾｊｍｉ 貯を

住宅等に限定する立体用途規制を行い、住宅の確保を図る 。

②商業専用地区 庖命I i 、事務所等が集積する地区において、低j宵|惜の住宅、工場等を 11，11

限し、商業業務系用途の利便の増進を図る。

③研究開発地区一一一一一一一製品開発の研究のための試作品の製造を主たる目的とする工場、 研究

所その他の研究開発施設のまｾ秘を図り、これらの施設にかかる環境の

保護および業務の利便の増進を図る 。

表 3 改正後の自動車車庫の規模

用 途 地 域

1虫 立

用 途 規 制

l町，t 属

床面積600m' 以内、自動車車庫昔11分を

第 l 種低層住居専用地域 禁 止 除いた建築物の延べ而積以内かつ 1

階以下のものを許容

第 2種低層住属専用地域 禁 止 向 上

床 面 積300m' 以内かつ 21滑以下のも

- 床面積3. 000m' 以外] 、向動車ll!}車昔11

第 l 種中高層住居専用

のを許容( 都市計画決定されたもの

分を除いた建築物の延べ面積以内か

地域

は而［ｦｪ ｾｬｬｩｬ ｬ 阪なしＩ つ 21階以下のものを許容

- 独立lllJ 車で許容されるものは許符

第2種中高層住居専用地域 同 上 向 上

床 面 積300m'以内かつ 2 階以下のも

- 自動車車庫音11分を除いた建築物の

第 l 秘住居地域 のを許容( 者日市計画決定されたもの

延べ而f J ' ( 以内かつ 2 階以下のものを許

は而秘、階数制限なし)

容

- 独立車庫で、許容されるものは許谷

第 2種住居地域 同 上 問 上

準住居地域 規模、階数にかかわらず許容 規模、階数にかかわらず許容

近隣商業地域 向 上 同 上

商業地域 同 上 同 上

準工業地域 向 上 向 上

工業地域 同 上 同 上

工業専用地域 同 上 同 上



ーニンク1収玖:J，斤がi島Jmt:>れ、 i下JJ 民J ，I f ，アトリエ、工

房で似 ｊｔ ｉ するｊｪ ｾｩｩｬｴｬ 臓の ｕ ｾ ，ＩＩ の令市カマ ｏＮＷＵｫｗ まで

緩和された。 ( 令130粂 の 3)

②t i 1 1  f.ifli 民同住);E)-¥' j o. flIJ 也訓|λj に建築することがで

きる公設上必要な処築物として、近隣に Jo!:i 住する

者 の 利JTI(こ供する公|話| に設けられる休厄! 所、瞬時以

パスのイ ＢＧ［ｾ Ｇｦｩｦ￯ｩｦｩＧ のヒ家および辿設大 ｬ 主力苛行定する

液化イ ￎｩｴ ｨ ヵコの ｬ 仮 ν Ｇｴ［ Ｎｻ ｊｾ 米川 Ｑｍ 設が追 ＱＱｵ された 。

( 令130粂 の 4 平 成 5' 臥l l : ist千? 作示第1452 ｾＺｩＭＩ＠

③第 Ｒｈ ヨ邸付住Ｉ ，ｾ ｬｦ ｊｽＮ ｬ 川地域 ｉ～ ｊ に主ｬＡ築することがで

きる Ｑ ＵＰｭ Ｇ 以 ｼ 人 ｬ の ｊ ， ｉ ｾ ｲ， ￭ ｬ￬ 、飲食 ｊ ，ｩＧｩ等として、次に仰げ

るものがえi : : められた。 ( 令130粂 の 5 の 2)

ア ｉｉ ｊ ｉｉ ， Ｇ，，Ｇ， ｉ 仮 ν 匂，Ｇ＿Ｇ街ｉ￬、食 Ｇｬｅ 、 ｉｉ ｾ だ ｊ ，ｉＧ ｦ

ィ Ｚｦｉ｟ｬｬｩｊ ￟ ，ｾ、美平手院、クリーニンクて取玖 ＺＮｲＮ Ｑｾ 、ＧｻＧｊＩＮｦｩ、

貸衣装J.fi、 U ..f.:屋空TFの サ ー lこP ス3起を営むJmm

ワ 作業場のJポfui f!' [が50m' j;)J)、lかつ m) J の千将1-が

Ｐ Ｎ ＷＵｫｗ 以下の ＱＱＲ 蹴幾を似川する洋 ｊｊ 民 ｊ ，号、 ，ｾ ＧＺ Ｚｊｾ 、

主l ! 共峰、 ILI転車屋、家反1%: 主¥.(，品」ι J; 可等のサーピ

ス 業 を 常 むJ g:l ili お よ び ( 1家 l仮νどのために食品

める等、制限の令理化が区l られた。( 令130粂 の 5 、

令 130粂 の 5 の 5 、令130粂 の 7 の 2 、令130粂 の 8)

(3)  卸 売 市 場 等 の 用 途 に 供 す る 特 殊 建 築 物 の 位

置に対する常1I 限 の 緩 和

法 51粂に係る特殊建築物のうち、工業Iω 或また

は工業ＮＡｊ ［ｬ ｊｔｪ 地 減において、者 Ｑ Ｑ ， 前 十ｼ市快 走等をｾし

な L 、小規棋な産業廃棄物の処坦ω包設が定められ

た。 ( 令130粂 の 2)

(4) 用 途 雌 或 の 特 例 許 可 制 度 の 合 理 化

HJ 途 地 域 に お け る 汀Jj 金制限の! J < 印刷:"1 を受け

た姥築物の明築、改築、または移転に係る IIJJ 午可

に ｬ 刻して、咽羽および必謀格査会ゆ同訟をｾしい、

ま令トゼックス

範 i瓜が、次のように定められた。( 法48粂 13存I、令

130粂)

ア 地築、改築、移転が、泊二可否「受けた際におけ

る敷地内におけるものであること

イ ! ( ' J 築、改築後の法48粂れ項の規定に適千干しな

いJTJ 途に供する部分の府部般の令計が、許可を

受 け た |燥 に お け る そ の 部 分 のlぷ 而 秘 の 合 計 を

定i えないこと

ウ 法48粂れ項の規定に迎令しな L 、事l士lが、原動

機 の，'H)) 、機械の台数、有制器等の特設による場

令は、明築、改築、移伝後のそれらの ，'，1'0)) 、 台

数、作祉の令日「が、許 "J を受けた|僚におけるそ

れらの ，'1リJ 、台数、平手iil の令日|そ 超 え な い こ と

加 稼 輝 男 大 阪 府 建 築 部 建 築 指 導 標

大 阪 府「福祉のまちづ、くり条例』の事前協議

一 一 10月 1 日から受付窓口が変更一一

製造業を常むバン匹昔、別世、豆腐屋、菓子l主管; 本 年 4 J l から純行された大阪府名刺tの ま ち づ ただし、馬l : . ! ll 場( 大阪市の区械を除( ) 、駅、地

エ 中 判 明 、 II¥i . i l l 教室、| 刷持教室等 くり粂例で定める特定施設( イ明= 定多数が利川す 下街、{ 111，行公 l卓!など一部川途のものについては、

④ 第 1租 '1' 山JPi 1tl 苫.!J ;l)TI地 域|λl にl必 築 す る こ と が る雄築物のうち公共性の ｴｾｾ 、胞設等Ｉの新築 ・ ｉ 也 大阪府主l ! 築許Ilill 築 指 導 課 初 制 タ ウ ン 推 進 室 (06

できる ＵＰＰｭＧ 以内の府 ｾｭ 、飲食 ｊ［ｉｾ 塁 手として次に拘 築の際に、条例の基準に遮令しているかを刊誌忽す - 941- 0351・|λJk1M330) て 直 後 判i可W，議を行ーぅ 。

げるものが定められた。 ( 令130粂 の 5 の 3) る事前協議の受付は、 10刀 1 n以 降 は す べ て 1 1五 なお、 9 Jl 30 r J までに受け付けた4;; 前 協 議 等 の

ア 物品販光業制止む ｊ ， ｉｾ ｲＮ ｭＨ 作ら性 ＨＱ 勺好 奇心をそ 市111] 十iて 行 う こ と と な っ た。 処 理 は 、 受 け付 けた窓 1-1で行う 。

そる写兵士字の ｪ 仮ゾ己を除ＨＩ、飲食 ｊ ， ｉｾ

イ 銀行の文 ｊ ，ｉ［ 、 ＱｊｬｾＱ 許制剣胆 ωＸ 、宅 地 地物取， Ｉ 1  

業をＧｻｾ［む ｾ Ｇｊ ， ＱＷｾ ｦｉ￬ｾＧＨｊｦのサービス業を悼［む ｊｧ ｲＮ ｭ

ウ ③ イ、ウ、エに掲げるもの

⑤ ｉ ｾｬ 磁 Ｇ ＱＧ ， ＺＧＺ￮ｊＨＱＱｪ Ｚｊ， Ｕ ＮＡｊ ［ｬ ｬｔ ｬｪ ｴＡＡＩｾｪＨｊｊ、 Ｇ ｊ Ａ こ弘ｬＡ築することが

できる公主U 二必要なill 築物として、次に仰げるも

のが定められた。ただし 5 附ι uの苦11分をこれら

の月1途 に1
11
:するものは除かれている 。( 令130粂 の

5 の 4 )  

ア 手財若手f、垂例挺局、野記長o p ，. 、似似l所、 il' f 1坊特等

イ ＧｯｉｊＺｾ￬Ｎ ｪｬｬｬ イ［Ｑ ＧＡ ｊ ｾ ，業 川施 設、 Ｑ 丘公 Ｇｉｾ 染 川 純 ｩ 没および

ヵース Ｇ ｊ ｾ［ 佐 川 純設で池設大 ｼ ｅ カ吋行定するものＨ平

成 5' 臥主設干7f 号示努H451サ)

⑥［Ｚｲｾ＠ 2柏"ＢＮ［ｾＩｐｩ＠ 1.tI苫.!Jjo.Jl Il l!!)成および工業! ) l - J IJ 地 域

内に主l ! 築しではならない巡ilUJJ . i l ! i 設として、スキー

場、コツレフ ｦｦ ｩＡｕ ｾｉＩｉ Ｎｴ ｢［ＮＮ ノ ｦ ッテインク背謀 ｾＡ＿ｦｪ ［ｊＮ， ｊ が定めら

れた。( 令130粂 の 6 の 2)

⑦第 Ｑ 磁ｦｪＺｊ， Ｇｾｊ 似或 Ｑ 人 ｪ に主ｬＡ策することができる大規

桜な主l ! 築物として、次に仰げるものが定められた。

( 令130::'長の 7 の 2)

ア 税務' p，. 、垂J51必J，よ事干名ゼ判、 m健所、i I 'i l坊Pf i守:

イ '0[;:気jlllf ，十IC業 HJ 施 設 で 辿 設 大i E力ず指定する

ものＨ・ ｉ～ 成 Ｕ 年雄設千 ￭ｾ Ｂ ｔｾｬｬ 第 ＱＴＳＶ 号Ｉ

③ 近 隣 町 業J t!!)! 長および千1む こた: 地域 l二位築しではな

らない イ ｉ ｾｉＺ 色 ｩＱＮ Ｑ 市場に郊 ｩ する主ｬＡ築物として、ヌード

スタジオ、のぞき劇場、ストリップ劇場等が定め

られた。 ( 令130粂 の 9 の 2)

⑨ 準 住}l1地域、 ij'H知 也 城 、 機 工 業J也岐に主l ! 築しで

は な ら な い fι 険物のJ l ' i'J I¥lt または処理に供する ill

築物が定められた。 ( 令130粂 の 9)

⑮住) ; 5 系J IJ : i 釦也城に立l ! 築することができる、 ill 築

物 にmhl i . する i l重))1恒11障 の 脱J共t二つ t 、て、 ill 築 物

である i l ill})}I1.tI 1J 本 の 床 面 松 お よ び 工 作 物 で あ る

臼動車 ｉｊｉｆｬ￯ の築造而械を令ｾ［ｲして上限の他念定

判 定 胞 設

m 途

，、主校

t!' j . 物館、美千f . j官官、関占: 館

f潟i完、診前l正( 病室を有するもの)

公会堂、' ! t 会場

児童・」主人名f制施設等

火葬場

飲食l占

物品販ゾε業硝・むl苫舗( マーケット等)

体育鋭、ポーリング場、スキー場、

スケート場、ノド ￬ａｊ 品、スポーツの練ｾ場

I.MI，品、映l百l館、 uii 芸場、観! _Q. I ; 品

ｊ 昆刀 ｾｊＩ ｪ

遊牧場

公見 ｴ￬ 谷 ｊＩＮｾ

ホテル、』俗Ii

共同住宅

Ｑ 守公庁令ｾ

Ｎｾ気 ｾｉ 喋、ガル ｬ 喋、電気通 ｣ 事業の営お Ｑ 庁

銀行、伝JTJ 金JolI. fJJIJ 組合、 t品協?F

冠婚務然施設

事務所

工場

ヲ守干百合

タeンスホノレ

鉄道などの駅

空港、ト必ずのの旅客ター ミナノレ

パスター ミナノレ

地下街

遊! 弱地、副肋l却、組物怪l

駐ヰ ｵ 品Ｈ駐車局長去第 ＱＲ 粂の届出のｾＮ燐 ｕＺＮ な

るもの)

'IC  iiii 1刈 j晶 受 付 窓 n

掛校( J . . R! 仰向) 9) 130日まで 10月1日から

すべて) . 協4

。大阪市、 I界市、岸和11日

ｲＱ，、 ｾｾＧｉ Ｇ ､￭ 、 ｬ 次 ＱＱＱ ， ＱＱ 、『 ＺＵ

槻 rli 、H塚市、守口市、

枚) ; r1i、茨木rli ，八尾市、

日Om溜えるもの
ヰ辺JjlJl1市、河内長野市、

鈎面 tli 、f託il 訂1，、 tC5イj ，ll 、

総JI守 di 、J巨大阪市、 ，f. h

本町、 ｾＧｦ￬ｾｉｔ 、能勢町、

忠|珂PIT、自民ll i(ll l] 、nJJi ，J町、

曲11刷I

1. OOOm淀Eえるもの

。ー ド ｾＱ￪､ ￬Ｑ ｈｲｦ Ｍｴの区域にあ 。すべての市町村

つては、大 ｉ ｾｬ 守

5OT' 超 λ るもの

すべてM'.!t

1. ∞Om溜えるもの

5.0∞m渇えるもの

503 ; おえるもの

1.000m竜也えるもの

。大附(.f 。大阪府

すべて犬、協4

。大阪oI i 。大阪市

。大阪r 1i以外の区域にあ 。大阪市以外の区桜にあ

つては大日切f . f つては大阪府

15 



「建築と社会」誌21年・特集一覧 昭和47年~平成 4 年

「建築と社会」誌は昭和42年から A 4 変形割j となり、特集と作品作風頁を二本柱に、シリーズものの頁を織り込み、その時の社会を反映したテ

ーマを選んでb掲載してきた。売価は980円 ( 消費税込) 。購読希望者は事務局 (06- 348- 0635) へ。

広τl 2  3  4  5  6  

冬期オリ ン J・
.  

都 市 交 通-

• ー-

昭和47年

ピ y クと

600号 インテリア

水 利 用

量 産 住 宅

(53集) 記 念 号 デ ザ イ ジ 問 題 の 設 備

札 幌

.  
ー- ー-

.  .  
昭和48年 泉タ 北ニュー 大阪大林ピ レジャーと 大阪国際 ピ 老 人

(54集)

建築教育 ウングコ コ

泌ミュ ニテ総ィt  
/ レディ ング 施 設 j レディ ング コミーーュニアーイ

由民 .  既成市街地
.  

建築生産と

昭和49年 歴 史 的 明 日 の

保養所作品 の 住 宅 地

北摂ニ ュー

流通機構の

(55集) 環 境 保 全
建築な は

タウ ン計画

どう るか
務備の方策 変 容

ー巳 .  PC 板 を
咽与

昭和50年

図 書 館

東 海 の

インテリア 使 用 し た

社 会 ・ 都市の景観

(56集) 新 建 築 建 築 ・ 法 と 施 設

工業化住宅

証 言'76ー-

割前 測隊
ー-

.  司院

昭和51年 建築基礎構

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市街地整備

(57集)

建築デザ向イ

進の問題点 と 材 料 法

ン の 動

ー陣 兵庫県ーそ - 日本建築協会 コンクリ ー 事 .  
昭和52年 デザイ ンの

の風土と建

印周年記章号 トの品質管
日影規制と

身障者施設

(58集)

動向一部分
- ニ ュー タ 理と行政指

法

と 全 体
築 ・建築芥 ウン の管理 導 の 方 向

デ ザ イ ン 測隊 医療胞設ー
.  司院

組合方式に

昭和53年
の 動 向 ー

水

病 院 建 築
外 壁 電波降筈 と

よ る 集 合

(59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築

ン トラスト シ ス テ ム 住 宅 計 画

咽臥 .  
ホT J レ建築

昭和54年 転 換 期 の 大阪南港ポ

商 業 空 間

コンクリ ー ト

日 影 規 制 と 情 報

(60集) 再 開 発 ー トタウ ン のひびわれ

シ ス テ ム

80"1三千℃グコ帯噂11 

司.

・・事最安近井所建の築豊作行設品建計-襲事集

調院

"  
司院

昭和55年

-・守ル建雄ギ築のー省の金趨エ物勢ネ

住 宅 の 建築行政と 最 近 の

市 と抱E築ー

(61集) まちペプ〈 りの 耐 久 性 法 規 防 水 工 法

脹史と 展E世

調.

都一中国北市の計京論文画の-

.  
*  

調.

安災を全害め と法一事

昭和56年 ポートピア
台所計設まわり

シーリ ング

(62集)

戦 総 論 の 図 な環境

'81 
と 備

材 の 知 徹
ぎして

*  

.  司陣

‘ '  

.  .  
昭和57年 新たな商業 省エネノレギ 医 療 施 君主 近 畿 の 都市景観ー 大阪市庁舎

一地域医療 まちなみ美

(63集) ｾｲ 聞の展開 ー と関口部 地盤と地質 (第一期)

と設備骨十回 観への誘い

関 西 の マイコ ンの .  
計画における 大 阪 駅 と

昭和58年

建築文化を 建 築 へ の

多様化する 建 築 と
コEュニケー

ター ミナj レ

(64集) 運 動 施 設 品 質 管 理
ションとプレゼ

考 え る 利 用
ンァー ション ピ J レ

21世紀への ピルのリ フレ 建設産業と
‘  

昭和59年

関あ 西一魅力

関 西 の 超

装ッシュ 内外

住 環 境 と - まちの括健化

るまち づ 補修技術展の

ロ ポ y ト と商量空間

(65集) 高 層 ビ ル 法 制 度
- 京 都 駅 前 口

くりを I伺う 現状と発 ー 開 発
{ ァ_<ンティ}

刻齢

- 自由蝿式への遭ー 情 報 化 を ホールーそ 建 物 の 表

昭和60年

大阪湾物語

東海の現在 撞聾章宏弁武車

めぐる建築 れが生み出 情 最 近 の

(66集) と 近 未 来
- 姐聾 衝の基 瞳ー

を考ぇふ
- 都市事情 す 文 化 ー 外 壁 材 料

こ札からの住空 屋 板 そ の - 現代デザイン
インテリ ジ - 建築防災

昭和61年 ー ポ ス ト
ェン トビ J レ

自治体営綿

間一都市型集合 デザインと モダニズム IO'f.

の建築計 ・設

と法

(67集) - よれからの と公共建築

住宅にみる
紫 材 防 水 工 法 備 函 - 大阪市庁舎

昭和62年 創立70周年 躍 動 す る

- 貯施蔵 ・保

室 内 の

入 浴 物 話 腐 食

管 設

(67集) 記 念 号 東 海 へ
- 大体育阪府会館立

仕 上 床

- 軟弱地盤と . 1!lI: 備におけ ー-

展中園地方の

昭和63年 基 礎 るL C C と 建物の外装
望 と

ホテル物語 - 文化と伝統 リフレッシュ 都 心 居 住

(69集) 一束樺から - 耳E畑建築事 リフレッシュ
ひろしまの

の 報 告 務所作品集 ま ち な み

昭和64年 - 竹中工事m .  省 力 化 の

ｾ，をのせる 削 立 90周年 - 色 町慣 禍 まちづ くり 博覧会とま

平成元年 fte 念 - 東 樺 町 ための材料

輸 送 設 備 - リゾート 新建 築と と 法 ち づ く り

(70集) 事 情 伝統 技術 工 法

.  プ レ ハ プ

平成 2年 商業化住宅 ニュータ ウン・ 東 海 の 国際花と緑

スケーノレ感 住宅技術の

(71集) のデザイ ン ルネサ ンス 都 市 景 観 の 博 覧 会

現在と未来

新しい都市 - オ7ィス ，プ 東海支部復 - 今、 京 都 - 撞聾 と土木

平成 3年 レジャー
大阪東京海上

- 姐聾軍町ため - 聾日』世過本社ビル

空間づくり - 新しい冊市空 活 30 周 年

(72集)
ビルディング

の肱畑会n l噛

間ヴ'( ') - 11- ー檀合商量ピルに II
- 近他地方11位向

I  - 瞳聾の且景 記 念 けるケーススタディー 官NI $

平成 4年
夢 物 語

- こだわり の 建策家のため
街 例 ')、

インテリア 建築とデザイン の股 備知犠
地球環境時代 住まい網り

(73集)

一人がかわる、

- 近置の郵政勝
一車合高層住宅町

一住宅 ー掴市箆

まちがかわるー 一東海支部ー の 建 築 備公団関西支

IS年町$ "
世情ンステムー

社 10周年 一

16  建築と社会 ・1993.9

7  8  9  

2俳

‘  

一 般 号
都プ境市ロへー住環 の

(桂中学) ア チ

.  咽与

住宅一建築 新用途地域

構造と施工

家のすまい 制 と 環 境

高層プレハ ー陣

ピ j レの 省

プ 住 宅 の み ど り

エネルギ化

構 造 設 計

建築とプレ 生 活 排 水 ー陣

ス トレスト 処 理 施 設

人 間 環 境

と し て の

コンクリート の あ り 方

ター ミナ J レ

-ー

咽民

工場建築と 鉄骨構造の 集イ主体 の

設 備 ジョイ ン ト

ハ ー ド と

ソ フ ト

.  
埋る精立造地に問題お一け

日 本 住 宅

照 明 設 備

大阪南港と 声

公 団 と

屋浜を例として 建 築 作 品

CAD ー

住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ

耐 震 設 計

ンビュータ

農村施設の-

• • 
建物の終局 庄 内 の

変 貌 強度の検討 まちつ.く り

.  司陣

都市景観と 屋 肉 体 育 水 ぎ わ の

アメニティ 施設の設備 まちっ・く り

都市住宅一.  

.  .  
- 控聾舗とIIーデザ

住宅冊市盤情企

住 ま い 手恕 イナーのために

国一関西に必ける

からの発 t  B撞置針作品畢
国市盤慣を '1' 心と

した新公団向性綱

咽‘ ー-
唱民

音 とホー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計

建 築 t待 造 作 品 集

東海の将来 オフィ ス ・

維持管理と

と 文 化 を インテリア

設 備 更 新

考 え る の 変 革

み どりとそ

消防設備の 高齢化社会

れをとりま

ポイ ン ト と生活空間

〈 人 々

- 建築と水の

大阪国際見
演出

都市と健康

本市新会場
- 神戸研究学

ス ポ ー ツ

園都市

C A D ー

21世紀の住 - 開 発

その応用と

居 と 設 備 - ツイ ン21

展 開

行政建築家 シティホテ

駅

の 可 能 性 J レ の 設 備

21世 紀への 超高層住宅

伽l 振

照 明 を 考 え る

- 構造内省力化

都市環境古IJ 建 築 と
- 鹿島建股大阪

主庖建築股針

造と設備 I ア ー ト
部作品集

建築家のため
4・

やわ管ザら理かー なの股備知 識 高 強 度 化
住宅 ・

一中規様オ Ｗｾ ス 一般骨十円多

ユー の

ピルによるケース
械化をめ ざ

スタディー
してー 役割

- 瞳揮をめ〈・る o : g; 聞のアイデ

トラブル

ン7 イ7 イ

一 般 号

とそ的解掛

- 睡眠現崎町イ
- きんでん写真集

ノージア γ プ

作 岨
- 大砲世肘 .0周年

木精造を使っ 接着ー建築
中園地方向街

てみませんか
並みと建築家

分野への隙
の「鰐 り、夢、

一集成材によ

る精 造ー りなき可古針生 作品J

10 

.  

者I1 市 防 災

.  

仕上と材料

調.

屋根防水工

事の失対敗例策

とその

騒音対策と

防 音 材 料

結熱露策材防 止.  

対 と

断 料

.  

かミニら乱計開画開発的

ミニ 発 へ

.  

一 般 号

ー-

80 年 代 の

インテリア

‘  
今後の外装

吹付仕上材

ー-

間仕切壁の

性 能 評 価

- 睦本にみるすま

いとまちづ〈ワ

- オー・エムーホテ

Jレ日航ピル

プレスト レス

ト( 鉄筋) コン

クリー ト構造

床の機工法

- 接 合

- 日建設計

作 品

オ フ ィ ス

空 間 の

構 成

宝 塚 の

街 づ くり

調.

-・大集1) 7合阪レ府住ツ宅営Y 繕のユ

- 都市環壇刑通

と段構 11

- ユーザー書加

のハウジング

- 都市町ナイ

ス・プレイス

- 兵庫県官 締

の 歩 み

- 自治体住宅政

置への 健冒

- 大林組創業

100年記念

- 屋台ー恒E量的

魅力に学よー

- ハウジング町

ノイ y ストリ

ームを探る

11 

ー-

第 19 回

青年技術者

第 20 回

青年技術者

.  
第 21 回

青年技術者

司民

第 22 回

青年技術者

ー-

第 23 回

青年技術者

建築におけ

る省エネル

ギ ー 化

.  
第 25 回

青年技術者

咽与

第 26 回

青年技術者

‘  
- 揮27圃青年桂捕者

t '"檀にたつ? ン

Y ヨ J 聾告住宅

'惨

第 28 回

l ! f 年技術者

咽惨

- 揖' 29術匝l背者

年技

- 地方の11"

合滋 ｾ ｾ 世

省与

- 軍却圃青年世情者

- 大臣擁国際文化

スポーツホール

- 第31回世f年

技 術 者

- ディテール

的 思 想

- 村野藤吾

の一断章

- 東海特集

第 33 回

背年技術者

- 建物と街並

みの接点

- 昭和 政計

作 品 集

.  
- 第 35回背

年技術者

. 8 0  0 号

記 念

第 36 回

青年技術者

.‘ 

- 郵 37 由

青年控捕者

- 和世山県内

血盟と景観

- 建築と土木

ｾ 遭 控 衝の世 界 ー

- 第 38 回

青年技術者

いま建築教育

に何が期待さ

れて いるのか

織は 欠号

一 一 一 「

12 

判脚

北 陸 の

新 建 築

.  
ヨーロ ッノマ

σ〉

まちづ くり

ピノレ防災に

関する 12章

.  
集合住宅の

設 備

設備からみ

た 建 築 の

問 題 点

*  

第 24 回

青年技術者

ピノレ環境

‘  
建 設 業 の

労 務 事 情

.  
設計新の耐ため

設の 計 震法

障害者の暮

らしやすい

環境と設備

.  
風土 ・空気

と 人 間

集 合 住 宅

と 生 活 音

光応用 シス

テムと建築

第 32 回

青年技術者

インテ1)7 . イク

ステ ンション と

1) ニューアル

第 34 回

青年技術者

議資テレビ

最 近 の

博 覧 会

Ｏ ｾ ピリオ ン

感性の時代

をi f l ! えての

外 装 材 |

- スリムで7フ

なコンクリート

021世紀の住まいを

{える ;..;.t;f. ジウふ

尽のかた ち

支部書1J :ill: 45

周年記念一



日 本 建 築 総 合 試 験 所

〒565 吹田市藤白台5-8-1

TEし06-872-0391 FAX.06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15( 土 曜 休 業)

財 団 法 人

Ｍ・・ ｅ 割当 ｾ ｾｉ］ Ｚｦ 司圃・ＺＱ・ ｵ ・・ 】 ｨＢｲｈ ・ Ｚｩｾ ＧＢＱＺＺｲＡＮ，Ｚｻ・ＱＨＺＮ・ＨＰ】 Ｚｉ ＺＮｬ ・ ｬＺ ｦＧＮ匂圃【Ｎ】，Ｎ・】］・開ＧべＺｊ叶 ｣ ・・・・

建 築 技 術 安 全 審 査 委 員 会 に つ い て

はじめに

、" 委員会は、昭和50年 1 月近畿建築行民主絡会議の要請により建

築主事の諮問機関として発足し、間近論会識が定める構造等取扱要

領に掲げられた建物等の安全航空( 以下帯査」という) を行う こ

委 員 名 簿 倣称略 50音順( 平IJIt 5年 4 H  1 日現在)

学 部 環 境 デ ザ イ ン 学 科 教 授大 阪 産 業 大 学

関 西 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授

京都工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学 部 造 形 工 学 科 教 授

阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 科 助 教 授

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 科 教 授

京都 大学工学部主l ! 策特斗助教授

社 団 法 人 日 本 建 築 構 造 技 術 者 協 会 関 西 支 部

〔株式会社日建設計大阪構造事務所長〕

大阪工業大学工学部建築学学十教授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 教 授

神 戸 大 学 工 学 部 建 設 学 科 教 授

京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 第 二 学 科 教 授

大 阪 市 立 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授

京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 第 二 学 科 助 教 授

神戸大学工学部雄政学不十教 授

神戸大学工学部主主役学科教授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 助 教 授

大 ｼ 波｟｛ｾ路大学工学部建築学科教授

枝問大学工学部長l ! 築学科教授

大阪大学工学者11m築 工 学 科 教 授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 助 教 授

相手l'大 学 工 学 部 環 境 設 計 工 学 科 教 授

大 阪 工 業 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 妓

京 都 大 学 防 災 研 究 所 助 教 授

日本主l ! 築総合試験所材料試験室長

神 戸 大 学 工 学 部 建 設 学 科 教 授

京 郷 大 学 工 学 部 建 築 学 第 二 学 科 助 教 授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 助 教 授

阪 工 業 大 学 工 学 部 建 築 学 科 助 教 授

近 畿 大 学 理 工 学 部 建 築生向ヰ助教授

京 都 工 芸 繊 維 大 学 工 芸 学 部 巡 形 工 学 科 教 授

京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授

f夜間大学工学部建築学科教授

京都大学」二学昔1I姥 築 学 科 教 授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 教 授

京 都 大 学 防 災 研 究 所 教 授

平i 同法人日本主l ! 築構造技術者協会関西支部

〔株式会社東畑建築事務所大|坂本務所長〕

日本企l ! 築総合試験所彬造物試験室長

日本総築総合試験所事務局次長

明石工業ー高等専門学校建築学科教授

摂前大学工学部建築さま汚斗教授

稲 山 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授

京 1111大岩手・防災研究所教授

京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 第二 学科 教 授

関 西 大 学 工:学部 建 築 学 科 教 授

関西大学工学部主l ! 築学科教授

l刻聞大学工学部建築生向斗教授

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 科 教 授

京 都 大 学 工 学 部 建 築 学 第二 学科 助 教 授

日本主主築総合試験所長質中本

郎

三

朗

口

ニ

樹

幸

修

一

治

功

道

計

祥

飽

士

円

義

郎

治

弘

潔

夫

宏

成

務

郎

夫

生

夫

之

吾

弘

人

博

三

恋

愛

孫

一

武

普

郎

明

郎

三

夫

太

史

二

新

順

恒

典

弘

潔

悌

途

文

正

淡

啓

普

克

絡

宏

潔

治

俊

之

熊

吉] UII 

兵 太 郎

邦 男

稔

夫

広

史

。 印 は 、 常 任 委 員 会 委 J :1.長

:a; 

庇

純

允

委 員 長

五 十 嵐

副 委 員 長

。若

員

浅

石

O弁

井

上

O 内

とを目的としてし、ます 。 問要領は、昭和 Ｕ 開 ｾ Ｖ 月 の建築基樹去胞行

令の改正に伴って建設省住指発第96号の通達を受けて改訂され、高

きが45m ( 鉄筋コンクリー卜造は 31m) を超えて 60m以下の高層建

築物についての安全性を判断する「評イ而」が追加されました。

務

{  

足三

「号刊而」やなお、当委員会では近畿以外の地域の物件についても

噌夜」を行っております。
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当委員会は、 主 に近畿における大学の先生方で構成されており、

月 1 [ [ 1 聞かれる常任委員会において申込み案件を務義し、案件ごと

に2 ・3 名の委員からなる小委員会( 昔日会) を設けます。詳細欝i &

はこの 小 委員会で行われ、通 ｾ ｾ ｦ［ 2 ・3 回聞かれます。審議終了後、

担当委員により報告書( 案) が作成され、常任委員会での審議を経て

報告書が交付されます。

必i築主ZJJ から建築事的忍申荷予定物件について、当委員会の菩利回あ

るいは務管を受けるように指示された; 場合、下記の書類をそろえて、

; 治活委只会Bf.雌 1週間前までに 当1l i 1: 験所にお申込み下さい。

なお、資料等の作成にあたっては、事前に当試験所と相談の上、

進めていただくようお願いしま す。

運

申 込 み 方 法

2.  

3.  

永

島

島

田

村

村

井

問

中

原

塚

0 書判前又は審査申込智F(当試験r' f r 所定の用紙) . . . . . . 1通

0 建築主事の意見主主( 著程調目を記載したもの) ... 1通

0 総合説明哲二( ? お任委員会及び小委員会用資料) .. .20部

昭和60年以来手数料を据え置き鋭訟努力してまい りましたが、 諸

物価・人件費等の上昇によりやむを得ず、平成 5年 8 月 1 日より基

本手数料を書刊ilfi95万円、審査60万円に改定させて裁きました。

常任委只会での受付終了後、当討ｾ貴所より申込者に対し、請求書

を送付しますので、審査終了までに所定の銀行に振込んで下さい。

評 価 ・審 査 の 手 数 料 に つ い て4 .  

17 

0 印 l立、 常 任 委 . n 会委H

建築と社会 ・1993. 9

常 任 委 員 会 の 開 催 日

平成 5年度の常任委員会開催日は、

9/22、 10/ 19、 11/ 16、 12/21、

平成 6年 1/ 18、2/ 15、3/ 15の予定です。

資料請求および問 L 、合わせは、

当所庶務課 (TEL. 06- 872- 0391) までご連絡下さ し、。
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明治期に国策で設置され、戦後拡充された国公立大学と、民意てや

創設された私塾から育ち、戦縦長発的に増えた私立大学には、例外

はあるものの、対学生教職員数、分野( 訴座) 別陣容、研究費調達力、

研究者の海外研修機会、学生の学習基礎カ等々に著しい格差があ

り、学納金額が近づいた程度の平準化とは縁のない厳然たる 二重構

造がある。 これは進学需要急増に対して政府がとった国公立のサン

クチュアリ 化のための私学界看過( 官尊民卑) の必至の結果て、もあ

る。

しかし、幸か不幸か大学という名の同じ包装のため、その相違が

外からは感じられにくい。そのせいて。もなかろうが、国公立定年組

など官分野からの、天下 V スタッフの現場へのミスマッチも少な

くなし、。

永年勤続、つまりその世界の体質に徹する( いいかえれば他の世

界に無頓着な) ことを美風とする中で、大小の差はあれピラミッド

上にいた人が、繰の王様よろしく入るこの巽質な世界( それはコン

パットのサンダ ー ス軍曹の世界Ｉで、柔軟 ・ ｉｾｪｦｬ 峡応変にマスプロ 等 へ

対応、できることを期待するのは酷である 。 しかも、基準最低数に押

さえられ、日常負荷の大きい実似Jスタップの定数を食うとなれば、

看板効果がよほど大きくでもなければ洋法ft た迷惑。である。まし

てや管理職としてサンクチュアリの規範を強 L、たりすると在来の

教員にとっていよいよ、天( 下りの) 災。である。

藤本尚久 西日本工業大学教授

fが長、住まいは住んだ十雑誌の力ぞ借りて自ら

( 家族) の努力で建てて来た。

明治以降、わが国は西洋文化を積極的に移入、

消化し、手[Ii .判1 i ' 衷文化を開花させました。特に

経済の高度成長に伴う国際化により、その傾向

はより増し、加えて民主主義の定着による自由

な発想による多様化が促進され、戸建住宅に限

って見れば、今では和洋折衷を中心に和風から

洋 風 モダンまで、「百花斉放」、様々 な ニーズに

対応した豊かな住宅が多数建設されています。

一方、集住については昭和30年頃、ベノレリン

のジーメンス ・シュタッ卜等を参考にしながら

団地という形態でスター卜しましたが、その後

は大きな変革もなく、逆に後退症を残したまま

現在に至っています。 それは機能主義による合

理的な設計を進めたため、住戸は和室と DKを

組み合わせた機能的な和洋折衷段式が主流とな

り、そのほとんどが絞家族向けの平均的居住者

像を対象にした無味乾燥なプランに誘導されて

しまいました。l時代の進歩 t 共に個室の洋風化

やL DK化は進んだものの、形式別住宅からの脱

皮は未だ出来ていません。これらのストックは

総じて日本のイ£統的空閉そ切り捨ててしまった

集住、わが国の伝統や文化、生活慣習に対応で

きない集住だとすれば寂しい限りてす。

私たち日本人にとっては都市居住は必然、そ

のために不可欠な集住には、生活慣習や伝統 ・

文化継承に必要な空間も、 ニーズに対応して必

要だし「お盆」を期に思っています。

川 村長 次 関西都市笠備センタ ー設計部長

私もチャレンジ/ 但し、屋相だけのガレージ

であるが・ 一。

|  光 が 空 間 を つ く る パンティオンとのr J J 沿い 二二I

作図は簡単、資材準備も製材所、建材庄へと

予算内でまずまず。いよいよ施工。予想通り苦

闘。缶ビーノレを片手に、自らの技誌のカバーは

気のき いた金物と屯動工具のレンタノレである

と付2雪A

iPi:i川1目。

この 2 つがi前足出来れば、余u院の利用と親子

のコミュニケ ーションにつながり、その事が住

宅 t 不似合いの庭の一角のプレノ、フ守倉庫、公共

空間へ顔を出している画一的なアルミ製の Jゲ

レージを住宅地から消す41I カ市T能となり- ・/

街の景観・地域の活性化につながるかも. .. 1: 。

台風シーズンを迎え、完成品が隣人に迷惑を

かけない事を念じてし、る 。

1 人で、つくるガレージから発した夢の実現

のために/

楠 本 照 男 昭 和 殺 計 取 締 役
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明るし 、ローマの日射しを受けた、正而八柱の玄関柱廊を辿り、絞り

こまれた入口から、 l清いパンテイオン内に踏み込む。 その瞬間に私

の目をとらえたのは、巨大なドーム の項部にうがたれた天窓からさ

しこむ明るい光である 。光の束は、床而にくっきりとまるい光を務

としている 。魅せられたように、私はドーム中央にひき寄せられ、

光のふりそそく守天窓をながめた。

ドームを支える縦横にめぐらした荷持ちア ーチが天窓からやわ

らかく拡散する光をうけて陰影をきざみ、その空間が私のf本を包み

こむ。 まさに、これがヰrlrの支配する空間であろうか。H音やみに目が

なれるにつれ、賞褐色系の大理石の淡い色調がじわっとうかびあが

ってくる。

ドームを支える円形壁の足基で、怖かにこの空聞を楽しんでいる

人々に初めて気つ守き、あわてて光の輪から問IEれた。そして、壁ぎわ

にすわりこみ、私はこの巨大なドームと光のっくり出す輿空1mを楽

しんだ。

三 谷 幸 司 側 大林組本底建築設計第三部部長
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総 論

国際的パートナーシップ確立の条件

内田 繁

聞 き 手 佐 野 吉 彦

l コラボレーシヨンの必然性

- ー現底、我が国のさまざまな分野で、 「国際イU い、うテーマが

議論をよんでいます。建築設計ーの分野においても、海外の建築家と

我が国の設計事務所との聞での共同設計が多くなっています。今後

も経i斉活動の国際化や、開発プロジ‘ ェクトの国際化な E により、設

計活動の国際化とより良 L、パートナーシップの確立が求められてい

ます。 そうした状況をふまえ、「イノレ ・ノf ラッツオ」に代表される国

際的パートナー シップの経験者として、内田さんにさまざ、まな角度

からお訴をうかカ九、たいと思います。

まず、パートナーシップというものについて、内田さんはどのよ

うなスタンスをお持ちなのでしょうか。

内田 { 業がやってきたイ士司王には 2 つのタイプ。カf ありまして、 まっ

たく 一 人でする仕 Ｚｪ［ ｴｾ の領域がかなりあります 。 こ のタイプでする仕

事は、限定されたインテリア ・テーザイン、工業デザ、イン、家具デザ

イン、そういったものは最後まで一人で、やっていかないといけない

と思っています。

一方の仕41'; .の領域は、 1980年以降、建築空間も しくは複合化され

た空間の 1-1
1
でA D (アートデイレ クション) い づ 立 場 の 仕事が多

くな っています。 これはか なり複合化された対象と、共同作業をと

もなうものなので、多くの問題点をかかえながら仕事を行っていま

す。例えば、それカ f商業空聞を中心とした綾合化であったならば、

単なるデザ、インだけの問題でなく、商品、! 被略などさまざまな問題

点がでてくるわけです。従って建築ひとつとっても、建築家がすべ

てにわたってかかわっていくことが極めて難い、時期にきていると

いえます。 しかも 一方では、テクノロジーは非常に発達してきてい

ますし、また企業の戦略的技術も非常に向上しています。そうした

状況の中では、それぞれの分野でのオ ーソリティが必要にな ってき

たことが重要な問題なのです。

従ってノ f ートナーシップ、 もしくはコラボ、レー ションは現代祉会

ではごく当然のことと考えています。 そこで非常に重要なことは、

それらの専門家を統合していかねばならない役割lが必要になってく

るのですね。 こうした場合、統合していく方の個人の考え方、ある

いはその他の粂件などによって、そのチーム編成はカ' わってくるだ

ろうと思います。ft在ってコラボレーションやパー トナーシップは当

然であるわけですが、それをどのような形でまとめていくかという

技術については、まだ解決していかねばならない問題が多くあると

20 建築 と社会 ・1993. 9

思っています。

一一コラボレーショ ンを成功させるための個人の資質ということ

については、どうお考えでしょうか。

内田 アートデイレクションは、もともとグラフイックデザイン

の事貢む弘て¥いわゆる ピジ、ュアノレ コミニュケーション、{ 列え 11' ポスタ

ーなど の印刷煤f本守中心としたものが主流であったわけです。 それ

が次第にコマーシヤノレという領域に入ってきまして、幸1ftが具体その

ものにもコマ ー シヤノレ性が地してきて、テレ ビにも ｾ ｗ 若にあらわれ

てきました。 そうした状況の中で、写真家、コピーライタ一、イラ

ストレーターなどとの共同作業が必要になってきたわけです。初期

の頃は、グラフイツクデザ、イナーがア ート デ、レクションを大いにや

っていました。グラフイックデザ、イナーの中て¥ 二つの才能を持っ

た人がそうしたf捌をしていまして、それが今日まで、和、てし、るわ

けです。 ところが一方では、川崎徹のようなまったくグラフイッ

クデザ、インの世界と無関係な立場から、ア ート デイレクションを職

業とする作家も現れてきたわけです。

そうしたことから我々インテリアデザ、インの領域でも、 A Dをや

る人が空間に対する感性を持っていないと、どうしても導いていこ

うとする方向がぶれていくように思われます。作家活動の延長とし

てのA Dの 儲1I は今後も続いでし、くと思し、ます。資質的には誰にで

も出来る可能性はあると思いますが、そうした立場に身をおけるか

どうかだと考えます。

I  rイル・パラツツオj とアルド・口ツシ

一一一アノレド ・ロツシ t は 「イ ノレ ・パラッツオ」をはじめ、 いくつ

かの仕事で共同しておられますが、そもそも、何故、ロッシでなく

てはならなかったのていしょうか。あるいはロッシて。あるなら 1;( 、成

功しえると し、う見通しを持っておられたのでしょうか。

内田 A Dをやる t きには非常に重要な問題ですが、その仕:tl:; に

テーマがあれば、それを冷静に分析し、どのような手法をとったな

らば成功するだろうかという ことを考えて いくわけです。 それと同

時にこれはどのような意味をもつだろうかということを考えるのが、

A Dの出発点になります。「イノレ ・ノf ラッツオ j に関していえばどう

しても、アノレド ・ロッシでなくてはならなかったとは思って いませ

んが、結果的に考えるとロッシだからこそ成功したといえます。A

D 1 : して建築家と共同するときは、対象の建築家は日本にも世界中

にも優秀な人は一杯いるわけです。 そうした意味では共同を考える
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ホテル イル ・パ ラッツオ全景

デザイン アル ド ・ロッシ

措i 彬 ナカサ& ノ ぞートナー ズ、

相手は大勢います。

ただひとつだけ大事なことは、「イノレ・パラッツオ j の場合、つく

る建築が社会的資産になりうるかというテーマを立てたわけです。

これまで建築が社会的資産となるより、企業のt主済活動の一部にな

って いるケースが非常に 多いように忠われました。 そうしたテ ーマ

にそ った建築をつ くれる建築家は どのような人だろうかとまず考え

ました。 そして建設予定地を充分に調査してみますと、相当に力強

い建築ていなければ、、照辺の空間にまけてしまうと思いました。一方

でその地域は、将来なんらかの形で変化していくだろう、開発され

ていくだろうと予想されていましたので、それならばこの地域のシ

ンボ〉レとなる建築をつくろう としたわけです。 そうしたことを考え

ていく中で、アノレド ・ロ ッシ という ｾ ｩ 訴 命に到 達 しました 。 いま振り

返つでもあのケースの場合、アノレ ド・ロッシでなければならなかっ

たと考えます。 そうした共同の相手を選択することが、 A Dぞやる

上で極めて重要な意味を持つのです。人の選択を間違えてはいけな

いとつねづ、ね思っています。

一一斗 日、さまざまな海外の建築家カ執が匡|で仕事をするように

なりました。 しかし、現実には今の内田さんのや り方とは違って、

出たとこ勝負的に日本側が海外の建築家を探 して きて、共同す る状

況が多いようにも見受けられますね。

内田 海外の建築家が日本で活躍している状況については好まし

いのですが、そうした中のかなりの部分が不純な理由でやっている

ような気がしてならないのです。 それは、依頼先の企業の販売促進

的な役割lを担ってやっているのではなし、かということです。本来の

建築家の真の価値を問うて品色対に必要だと文イヒ的視点てや行うのでな

く、商業活動の一環として建築家を選択しているように思われてし

ょうがないのです。 よく聞くケースですが、 A 1: B の二人のまった

くタイプの違う建築家を同時に候補に選び交渉するなど、僕から考

えると不思i義でしょうがないですね。つ まりそうしたことは、クラ

イアン卜の企業が求めている ことが文化的 レベルではないと気付く

わけです。 その背景を分析する t 海外の建築家でやや知名度が高け

れば誰でもいいということなのです。 これは、日本の建築に おいて

大変不幸なことです。僕 が 「イノレ・パラヅツオ」をしている頃、イ

ンテリア ・デザ、インのジ、ヤンノレで、 それが活発に行われていました。

ナイ ジェノレ ・コー ツ、フイリ ップ ・スタルクなどさまざ、まな建築家

が来ていました。 そうした人々が日本で活躍する ことは望ま しいの

ですが、中には海外のデザ、イナー ということ だけが先行して、その

人の枠性と無関係な仕事をやっているケースも多いように思われま

した。

だから、「イノレ・ノf ラッツオ」をつくる 11寺は、そうような状況に対

して皮肉を込めてつくったつもりて。す。必要なことは、その人の特

性をみきわめてそれにあ った仕事を依頼することだと思います。だ

か ら先に述ぺたように、「イ ノレ ・パ ラッツ オ」においては、必ずしも

海外の建築家であったり、アノレド ・ロツシである ことでや初めか ら出

発したわけでーはありません。

l パートナーシツプで、の信頼関係

一- 4 た同作業をどのようにまとめていくかという技術について、

さらにお聞 きしたいのですが、 ここでの不可欠な条例ニとは何だと思

われますか。

内田 「イ ノレ ・パラッツ オ」 の場合はじつ にス ムーズなパー トナ

ー シップだったわけです。 それには作家聞の信頼関係が一番大事 な

こ とです。信頼を醸成する方法としては、さまざまあると 思います

が、ひとつにはイ砂買者にヒF ジ、ョンが明確にあること、 そして作家 に

対して何故、貴方が必要なのかをきちん と答えれる ことが重要なの

です。僕の場合には、 「イ ノレ ・パラッツオ j てい共同した海外の作家

は、アノレド ・ロッシのほか、 エ ッ 卜ー レ・ソットサス、ガエター ノ・

ペッシェ、アノレプレード ・アー リノ f スな Eですが、いずれもこれま

で長い交際がありました 。 大げＮｾＨ こし、え ＱＮＱＺＧ、電話 一 本てや 「面 白い 仕

事があるのですが、やりませんか」と 言 えたわけです。

信頼をうみだすための労法はさまざまてやすが、少なくとも 相手は

知らない国に来て、自分の作品をつくるわけでかすから、ほんとうは

不安と緊張の中で仕事 をやっています。僕自身、逆に外国て1宇品を

つくる ことが多いのでその心境はよ く理解できます。 そのH寺、 コー

テ川オ、ーターの実力が発揮され、作家との信頼関係カ可;長ければ、作

家は安心 してのびのびと仕事 に打ち込めるわけです。A Dの仕事の

重要な問題のひと つは、選択した相手がのびのび‘仕事をやって くれ

ることで、 心配させたり、作家自身の実力を発揮できない状況にお

いてはいけないということてやす。

「イ ノレ ・ノf ラッツオ」においては、 当初のイ言頼は得ていたわけで

すから、 f皮らの能力をきちんと発f軍できることに神経を{ 史いました。

そうした意味では、同時に A D は企業側からも信頼ぞ得ていること

が重要です。 それでなければ、作家の車l地活動のよれ釧平者であり、

また防波堤にならないわけです。
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I  i地方の時代J とパートナーシップ

一 ー ところで、かなり以前から「地方の附' t J い、われるように

なりましたが、そうした背景をふまえてか近年、大都市ではなく福

岡や熊本などで海外の建築家が参加して、興味i恥、プロジ、エクトが

試みられてきました。「イノレ・バラッツオJ もそのひとつというわけ

ですが、こうした状況を? どのようにご覧になりますか。

内田 1980年代半ばにやはり「地方の時代J ! : いわれましたが、

その時に行われたことは、蔵の中に閉まってあ った およそ事例同値な

ようなものをひっぱ' りfごしてきて、これカf わカf{loi のアイテ、、ンティテ

ィである t いう t' A 言命がなされました。あれは、 まったく現在意，* なこ

とでした。何故かというと、現在の情幸印刷てにおいて、地方と東京

の聞の意識格差はほとん E ありません。おそらく地方に住んでし、る

若い人達は僕ら t 同じ感覚を持っている t 思います。 そうした人達

に昔のほこりをかぶったようなものをひきずりだして、わが県、わ

カ ｦｾ 訴のアイテーンティテ ィは こ ｾＱｽＮ ごとい っても ｩ 盈用 しないのでーす 。 そ

うしたものは「地方の時代J を代表するものではないのです。

僕自身、地方への分権に賛成の立場をとっていますが、将来、分

権された| 時、ある非常に分かりやすい、見えやすい単位の中で、わ

が街をどのような方向に導いていくかを真剣に討議することが犬切

だと思っています。 それは、決して過去へ戻ることではなく、未来

へ向カ 3 って いくことなのです。 そうしたことが/九来た11寺、地方は分

かりやすく、見えやすく、しかも市民の誇りになるような政策が立

てられると思います。 その点において、偶然ですが、博多の 2 つの

プロジ、エクト t ｦＡｾ 本のア ー トポリスはある而で Ｇ￬ｬ 寺代をリ ー ドしてい

るといえるかもしれません。

- ー抑寺点てやは、地方は、そうした理想的な状況に達してし、るの

で、しょうか。

内固 まだまだ、ま ったく駄 目です。地方の行政と中央の行政と

の|刻係でもっと糸カ f はぐれていかねばfq卒、決できません。あわせて地

方分権の問題守もっと明確にしなければ、地方の都市行政はまだ出

来ません。 それでも都市行政が非常に重要な問題であることに気が

ついている地方都市はし、くつかあります。僕カ湾北、おつきあいし

ている岐阜市、 :北|化仁t:1九し凶リナ州川白'"附|ト、

l 建築は世界的文化

一一地方に海外の設計者の奥質なテ可、インを導入する ことに つい

てはどう思われますか。

内田 それは大変重要な問題です。僕は建築物が日本にあるιL上

は、まず日本的建築を志向していくべきではないかい、う意見に反

対ではありません。 ただ、建築の基本的粂fLIニの 1:11て守地域の持つ午寺性

と今日のテクノロジ一、それをつくり上けてし、〈芸術家の問題があ

ります。 とくに ここで、僕が注目したいのは芸術家の問題ですね。

とくにアノレド ・ロッ シの芸初予性はイタリア文明、ヨ ー ロッパ文明の

中から生まれてきたものですが、それを超えて彼の芸術的時性はど

この固に対しても適応してし、くのではないかとし、う 気が しますね。

一人の芸術家の植| 性は、世界共通の基盤の上に成立していると思う
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のです。 円本にし、るとやれ外タレだのとび、っ くりしていますが、ヨ

ー ロッパてやは何十年も前から国境や民族主? 超えて仕事を しているの

が普通なのです。

何故そうしたことが日本で行われなかったかというと「きわめて

遠かったJ だけなのです。臥沫では、デザイナーもクライアン卜も

そうしたことになんら疑問をもたなカ、った。ただ、依頼者の考えて

いるアイデンティティを具現化できること、そ のためにその芸術家

の桐性が必要なことなのです。僕にしてもそういうことは円常茶飯

ヰエて二 シンJゲポーノレカ 3 らのイ士写語のフ。ロジ. エク卜て山アミューズ、メン卜

施設のプランをつくるのに、カナダのデザ、イナーに電話をかけて、

つぎの週には東京てや一緒に仕事をしているというケースがつねにあ

ります。

「イノレ ・パラッツオJ のような建築が 円本て成立する のは、 どこ

の国の人だからで。なくその仕事にふさわしい建築家の佃性なのだと

思います。建築は世界的な文化だと思います。今日、我が国の建築

を見ても、円本的なものといえどもほとんどが大陸から来たいわゆ

る平城京、平安京をつくった建築手法が長い間に国風化してきた後、

明治維新以降、西洋建築を盲目的に学んた現象から起こっているの

です。 それも今 日からみると随分懐かし L、建築に思えます。 さらに

20世紀前半の大きな芸術運動、例えばパウハウスなどはさまざまな

1; :.免年を与えま した。だから芸術や建築というのは、つねに異文化の

京l民放をうけ、より昇a 華していくものなのです。

僕は建築の形態より出来上カf った建築物をひきうける人間の方の

アイデンティティに注目します。例えば、「イノレ ・バラッツオJ を1専

多と同時にキu院とミラ ノにつくった t しまし ょう。おそらく 10五下後

には、 3つの「イノレ ・パラッツオ」は随分と表情が違うのでな いか

H 、う気がします。 ひきうけ手がどのように解釈して、その建物を

使ったかでかなり違ってくるのではないでしょうか。 それが文化だ

と思います。文化は単に形態ではないと考えています。

l 風土とデザイン

一- - - - ml境を超えて、さまざまなオ、ッ卜ワークからプロジ、エク卜が

出来てくるという状況は、情報がメディアを通じてオ ン ・タイムで

入ってくる、あるいは交通( 移動) が非常に便利になった、経済が

活性化したなどの要因がっくりだしたものです。何がき っかけとし

て大きいとお考えでしょうか。

内固 とりわけ主25斉の問題が一番大きし、と考えます。我が国にこ

れだけの経済力がなければ、海外の建築家は日本でこれだけの仕事

をしなヵ、ったし、我が国の企業が彼らに依頼しなかったと考えます。

僕らが防波堤をはずしていけたのは経済の力だと思います。一方、

情報とか交通の問題をし、 し、ますと、我々が外国で仕事をしやすくな

った いえます。 いま僕自身、イタリアとオランタ守とスイスの各国の

企業と契約を結び家具をデザ、インしています。 そうしたことカがf吋てでで、ο、

るのは、情報と交通のせいだと思います。

一一「イノレ ・パラッツオJ も「岐阜 収北地区景観計画J の 仕事も、

アノレド ・ロッシが単独てヲーザ、インする と、 また別のものになったか

もしれないし、或L、l刻、U院とかミラノて。建てる t また別のデザ、イン



になったかもしれなし 、。例えば|自l じデザイナーの仰|性でも共同する

相 手、 地域、風土などでデザ、インが変質することはないでしょうか。

内回 おそらくそんなに変わること はないと思います。デザイナ

ーのイ|古|性をねじまけず、その能力を発姉させる こ とがA Dの重要な

仕 ＧＡ ｊ ｾ なのです 。 仮りに単独てヲ＿ザ、インしたとしましょう 。 おそらく

つまらないものになっていく可能性はあると思います。何故かと い

うと建築い、うものは単に建築家の考える Ｉｦｾ だけでなく、用途 ｼ 生の

問題がありますので、一人の建築家が考えてし、くのは難しいですね。

その部分は A Dカ汚 |き受けていくのですね。 すべての建築はなんら

かの形でA Dも し く は 側 賭 と の 共|白! なのですね。 そこで作家のイ|古l

性が変わる こ とは、まずありませんね 。 た ｦ ご一つ、芸術家のイ ｉ ｾ ｉ 性の

r: 1H包でいうと、作家が自分のデザインにハッと気がつく l瞬間がある

のですね。 それは何がきっかけか分からなし、。 そうした影響 してく

るものの rll に昨多のあのなんともいえな し、熱気に満 ちたものとか、

山 桃のニ山政的なさわやかさとか、そうしたものも芸術家にiiiS型冷与

えます。「イノレ ・パラッツオ J ＱＮ［ＩＺ、あの相同の風土の ｾ ｉ Ｇ につくろうと

したところに理由があったと思います。 その後、札幌に行って、ア

ノレド ・ ロッシと共同で仕事をしようとした ｈ 寺、彼が こ こはｾｬｬｩｘみた

L  、fごと感動して いるのですね。 n本には、占U院のようなニ出獄;的な者11

di があり、博多のようなナポリに似た街があり、 沖制のような南13<1

(I {J なところがあって、その rll . ; J とに京京のような者11市があるのです。

日ｩｽｉ ｾｕ の長さによる 地 域的、風土、気候の述いが楼〈 印 象的なのですね 。

l 理解する能力の重要性

一一 ＱＱ 本 ｴ イタリアとの ｈ ｴｊ のｾｉＧＡｉ ｾ ｬ ｴ 感は ｗ Ｑ ｕ て の支Ｍ障にならなし、ん

でしょうか。

内田 僕の場合はまったく nlH辺になりませんね。ただ、っくり手

の心配として残るのは、向分のや ったものが思ったとおり再現でき

るのかという こ とです。{業 自身、外|王lでのパー トナーを決める H寺、

主主〈判労します。 それは、経験がもためていくことだから ー|可て。はう

まくいかないと党|苦しています。 多くの作家述も経験が導びいてい

けるものか、 Ｑｉｬ ｗｾ て。うまくいくのか、十号、悩んでいますね 。

「イノレ ・パラッツオJ は、たまたま、 うまくいった例かもしれな

いが、何故、アノレド ・ロッシなのかという作在坦ItI却を明確に示すこ

とがm: 要なのですね。実施設計ーをやる J てでもそうなんてやすが、 クラ

イアン 卜もそれに応えなければならな し、。 それを基撚において、実

施設計する 人 も読みとっていくわけです。幸 いなことに笑施設計ぞ

担 当 し た 金 子 満 さ ん が ロツシ念大変H きだったのですね。だから、

実施設計でＧｒ Ｇ公庁と交渉している ｉｉ ［ ｾ 、ある法怒 ｌ ト ー の問題で高さを変

えなければならなくなった。基木設立|そどのように解釈して法律に

あわせて nll 寺にあわせてやるのが' 友施設計て。すね。 それをロツシに

送ったりして、了承をとっていくわけですね。 ロッシが来円したお

り、彼が全部まとめて説明すると「お前はアノレド ・ロッシか? J と

鳴いて いた ことがあるわけです。 それくら い完墜にロツシの建築を

理解 していたわけです。それが実施7師向上てが非常に重要な ことで、

II"J 辿って解釈すると基本設計・をやる人II¥Jはむくれます し、熱芯; ヵ市f

らいでくると思います。 ロツシはおそらくこの t ころを大切に考ーえ

ているのだろう、だから このようにすればL札、のだろうと、選出定に

基本設計から読み取り、法規や予算にあてはめる能力が主要ですね。

一一一そうするといかに兄ヰ下に解釈できるかという能力が、ノ f ート

ナー シップの重要な要件なのですね。

内田 僕自身、しゃべっていて微1妙なずれを感じますと、その人

はその人なりに立派な人でも、僕自身のものぞ再引するのには、す

こし述うなという不安で、パート ナーはやめようと，目、う Hキがありま

す。 n本の建築家は、非日;f; に建築学的には{憂れていると思います。

例えば、ノ ーマン ・フォスタ ー という建築家は何ぞやということや、

何をしてきたかということを読み取る能力は大変あると 思 います。

それは、あるな ｬ 床てやはすｾￎＢ性 ｦ ごと思います 。 ひょっとすると我が ｼ 玉 ｼ で

は、f : IJ 造する能力より読み取る能力、解釈する能力で今 日まで米て

いるんじゃないかと 感じます。 円本がある H郁与l、指摘されたような

他の凶の発|リj品を上手に解釈 して、うまく製品化する、そしてそれ

を11上界 に輸出 していくと いった持凶当lがありま したが、 - )j からみる

と大した能力だと思います。だから、あまりに海外の娃築動向を気

にしすぎだと感じます。ゃれ、ポスト ・モダンだ、デ ・コンストラ

クションfご、 とか L、L、ますね。 そんな こ とどう fごってL、し、と 思うん

だけど、海外は こうな っているとかし、って、敏感にかぎとる能力が

強すぎるんですね。建築教育 iH本がそうだったせいもあるんですが。

l 都市と建築

一一最後に、 日 本のｾ築全般につし、て、どういう印象をお持ちか、

お聞かせくださ L、。

内田 僕は、いつも気になっている こ となのですが、者Ildiの1] 1で

この建築の市める位置は何になのか t いうことをあまり与ーえていな

いような気がするのですね 。 ｦｾ 型を＿みると ＱＺＮ ｾ＠ 、へん美しいのですが、

都市の rll におくと、それが者11市をより混乱させていくケースが多い

ですね 。 どの建築家をみても、都市の Ｂ ＱＧ に建つ建築に理解がよｾりな

いように思 えてなりません。建築はある意味において 「恭 ) J J 1，ごと

思うんですね。 どうしても建てる 必然性があるならば、その建築は

集令化した街並みに適介できるのかを考える こ とが重要です。 まず

都市におけるスタンダー ドを考えてみる姿勢がなくて、 ILI分の芸術

的、 」或いは芸術風建築に夢11' になってしまっています。1業は、建築

が必ずしも芸や1;π ある必要はないし、 一方、芸事1，すであるべきでもあ

ると 思 って いるわけですね。 とい うのは、建築の特性として芸術的

{ill i{1市営示さねばならない建築しむ しろおだやかで行11市 をきちんと

みながら、者 ｉ ｬ￯ ｬ ￮ のグランド ・ デザイン、 人 ｬ ｾｪ ｊ のスタンダ ー ドをよく

耳目併しながらっくりあげる建築の二通りがあると思います。 その両

者とも今のところ 11
1途、ド端だという気がします。たいして」芸術的じ

ゃないと感じるものも多いし、芸術風につくられたものをこんなと

ころにつくるのは迷必だと感じるものも圧倒的に多いと，也います。

そうしたところから、お11市と建築についての基本(I{ Jな両信義がまだな

されていないように思います。

一一 斗 ｮ は、大変 、 社主なお話伝うかカ ｲ ｾ 、ありがとうございました 。

( うちだ しげる / スタ ジオ80 淡)

(Il 11 き手 ・きの よしひこ / '，ぶJHd! 築設，i!' Ｇ ｉ ｾ 務所Ｉ
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各 論

国際的共同設計のための環境づくり

一一 姉妹港文化交流センターを例として一一

印藤 義 博

l はじめに

海運や港とともに発展してきた大阪

0 “ 難波樺" と“ 天下の台所"

大阪はかつて難波と呼ばれ、 7世紀から 8世紀にかけて日本最古

の都 「苦悩皮J が置かれ、 その港である募制交i掌は、朝鮮半島、中国大

陸などとの物 ・人 ・情報の玄関口としてのf鰭 IJ を果たしてきた。

17世紀にはいると、大阪は「天下の台所」と 呼ばれ、都心部には

運河が縦横にはりめくやらされ、大阪は 「水の者IIJ 1 : の別称を得るよ

うになった。

また、現在の大阪市の市章 「みおっくしJ は当時の港の南部各標識

から採られたものであり、大阪市における港の重要性を示す端的な

例である 。

。 “ 大阪者11市圏" を支える大阪港

大阪市を核とする半径50kmの大阪都市圏は、人口 1，600万人を

擁する 一大生産・消費圏を形成している 。大阪港は、大阪市を中心

に大阪湾のベイエリアの各都市にはりめぐらされた幹線道路網によ

り広大なヒンタ ーランドと直結し、近代的な港湾施設とあいま って

海 ・陸 ・空の要衝として大阪都市圏を支える大きな力となっている 。

O “ 世界を結ぶ大阪港"

大阪港は、定期骨組各を 中心とし て世界約100ヶ国、 400の港と結ば

れ、年間約6，000隻の外拘跡合が入港する国際貿易港である 。特に コン

テナー輸送については、年間約2，000隻のフノレコンテナー船ヵつりに

耽)十|、オセアニア、中近東、東南アジア、中園、韓国等の主要な・港

と結んでし、る 。

このように大阪港は、国際都市大阪の世界に聞かれた窓口として、

重要な役割を果たしてし、る 。

江戸時代の航路標識

24 建築 と社 会 . 1993.9 

I  21世紀の国際都市大阪の創造

( 1)臨海新都心「テクノポ ー卜 大阪J 計画

大阪市は、 l州 1 ( 南樹也区) 、御十1 ( 北制ヒ地区) 、 夢洲 ( 北港南地

区) に誕生する総面積775ha の広大な空間に、 21世紀の都市にふさ

わしい機能を期責し、高度技術化・国際化・情報化の流れに応えると

t もに、水と緑を活かした環境・景観計画や文化施設の導入により、

人にあたたかく、ふれあいとやすらぎのある都市の構築をめざ、し、

長期的視野にたったフレキシフツレな計画を行い、時代の変化に対応

して常に成長し続けるフレッシュな街づくりを推し進めている 。



(2)新国際ビジネス; 処点コスモスクエア士也区

「テクノポート大阪J 計画実現の第 1 ステージとして先行して開

発の進んでいるのが咲治1 ( 南部也区) 北地区のコスモスクエアであ

る。

言十J]II而積160ha のうち 67ha は:ey官E埋め立て中であるが、 93ha の

既存地では、国際見本市会場である「インテ ックス大阪j 、通信術星

と光ファイパーオ、ットワークを利用したj : t ! L t 通信を組み合わせて' 情

報通信の核となる「大阪テレポート J が穣働しており、また先端技

術開発やファッション関連の民間企業も多く進出してきている( 民

間11社、 4 団体) 。 さらに、貿易 ・港湾関連企業に対し世界の貿易情

報そ収集 ・提供することを目的とした「大阪ワールドトレードセン

ター ( WTC) J やアジア ・太平洋諸国からの輸入品を世界最大規摸

で常設展示・却売を? 行う「アジア太平洋トレードセンター ( ATC) J

も既に者工しており、それぞれ平成 7年森、平成 6 年春には開業予

疋で、国際交易施設の中心的な役割を果たすものとして期待してい

るところである 。

このように、 一部は既に稼働し、最終段階の埋め立てが急速に進

行している 。国際活動の拠点となる中犠施設も続々と若工され、 24

時間働き続ける幸席11心の魅力は次第にましてきた。平成12年、完成

予定である 。

「コクモスクエア地区」全体模型写真

「テクノポート大阪計画J 全体図

l 姉妹港文化実流センター構想と背景

( 1)大阪港の国際交流と姉妹港文化交流センターの概要

大阪港は、世界の 6つの港( サンフランシスコ港、メノレボルン港、

ノレ ・アープノレ港、上i附在、パノレパライソ港、釜山港) と姉妹港( 友

好港Ｉの提携を結び、世界 Ｑ Ｑ 川合祭り、国際ヨ ッ トレース、ｾｦｉ￯妹港会

f払 技術交流 ・職員交流などを通じて幅広く交流してきた。

これら の活動をさらに推し進め、向上的で継続性のある姉妹港文

化交流事業の展開を図るため、市民が常に世界の人 ・物 ・情報 ・文

化に出会える場として「姉妹港文化交流センター」ぞ計画 したもの

で、海を超えた人と文化の交流に貢献して行〈 。

。姉妹港文化交iiTEfi 'g [第 1期計画]

6 つの姉妹港の紹介展示を行う「常設展示室J .  i企画展示室J をは

じめ、ワインを l仁:1れ|

歴史、製法などを笑| 刺史われている道具などにより紹介する「ミュ

ージアム ｊ 、ｼ映像な ｅ て Ｂｾ［ｮ 介する 「イメ ー ジ、シアター」、ＧｉＱＧ ｩ 幸 ＱＪ ぞ提供す

る「データパンク」、本物のl床t 雰囲気が楽める「フランスレストラ

ンJ、ワインを 中心とした食文化に関わる特産物を集めた「マ ー卜」

で将』成する 。

なお、大阪地とノレ・アーフツレ港とは、昭和55年に1111 7 . の港湾発展
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審査委員会、審査結果通知

[ 午前] 姉妹港会議( 作品展示会)

[ 午後] レセプション・パーティ( 表彰式)

9/ 23 

10/ 15 

レストラ ン

に寄与 し、港を通 じて両国の経済 ・文化交流を深める目 的 として姉

妹港提携が交わされ、平成 2年にはノレ・アーフツレ港と大阪港で「円

本庭園J、「姉妹港文化交流館j のー判明実現の覚書 を交わされた。 そ

(2)応募建築家の選定

大阪市港湾局よりノレ ・アーフツレ港公団に建築家の選考の依頼を行

その結果以下の手順を経て 5 名の建築家が指名候補者として選

して、現在 「日 本庭園j は準備中であり 、「姉妹港文化交流館」はま

もなく 着工の運び となった。 このようにこのプロジ‘ ェクトはノレ ・ア

、

、
し

tl:' 1された。

① フランス全国を対象に→怯募の呼びかけが行われた。

②参加申し込み設計図書の受領が行われた。

③設計競技参加者審査委員会 ( 全仏建築家1あ会代表者、ノレ ・アー

ーフツレ港との強L、結びつきと協力を得て進んだといえる 。

。姉妹港広場 [第 2期計画]

5 つの姉妹港仁関したテーマ性のある姉妹港広場を第 2期計画 t

して整備を図る 。

フツレ港公団) が設置された。

審査内容は「建築商て、伝統的なフラ ンス文化を表現できるかJ、「二つ

の異文化圏を結びつける経験が豊富かJ など 5項目である 。

(2)都市文化を創成する都市「コスモスクヱア j の核として

コスモスクエアて。は手ifr匡l際ピジえ、ス拠点として、単なるビジオ、ス

のまちだけではなく、ゆとりある環境を活かしたまちづくりを行い、

水辺のまちに描かれる自然とテクノロジーの調手11は訪れる人の心を

(3)設計競技方式の検討

4- lill の事業内容並びに競技設計意図や著作権問題などから下記の

ようなブ'J i 去とした。 (0 印を選択)

魅了しつづけるまちとする 。

現在、進出企業においては、ギャラリ ー、多目的ホーノレ、展望レ

ス トラ ンなど多数設置し、市民に開放して c ' O。大阪市では、琴説、

[  ｾ圏内設計競技｝ x  

[ 国際設計競技] ｏｾ＠

[ [U四 定 が 認 め る 設 計 競 技 ] x  

[ 任意団体による設計競技] ｏｾ＠

野鳥園を開設し、埋立地の先端にはj制財和也の計画があり、特に「姉

妹港文化交流センタ ーJ はコスモス クエアの中心に位置し、 「海洋博

物館計@i J とともに国内や外国との文化や風俗に出会える文化施設

[  ｾ公開設計競技｝ x  

[ 指名設計競技] ｏｾ＠

[  ｾ競技者を招待して行う設計競技｝ x  

[ 資料提供のみによる設計競技] 0  

(4)設計競技の主要設定項目の検討

=令

ー今
のt去となる 。

司l 国際設計競技の検討及び結果

①計画要;Jtt頁目

建物の基本計匝1 ( 外観デザイン、機能性、配置計画、環境づ くり

等を含める) をコンペする 。

スケッチなど基本計画案 とし

G耀出図書の仕機レベル

計画コンセプ卜 、一般図、 パース、

て一式を要求する 。

設計競技指名建築家公募( フランス固にて)

設計競技参加者選出( フランス国にて)

設計競技開発の記者発表

応募要項発送

受諾書受付締切

質疑書受付締切

質疑回答書送付

提出図害受付締切

( 1)設計競技の実施経過

平成 3 年| 月

4 月

4 / 26 

5/ 3  

5/ 15 

5/20 

6 / 30 

8/ 15 
③言 1- 画地の案内

野鳥図

) .  

メ 、，

ヲハ r l - 喝、

通g一、

「

ウ

1・、
， )-

、、

2  

WT C ピルアトリウム

26 



現況写真、般空写真、ビデオ、 1I!vt冬の周辺状況などできるかぎり

の資料を与える 。

④応募者選出の条件

ノレ ・アーフツレ港公団に4時買する 。その選出方針は、 1マ記の通り 。

著名な主主築家/ 前衛的なグノレーフ。/イ云統的なグノレーフ。/地方のグル

ープ/ 若手建築家と幅広くする。

信浩二併在

コンペ応募案のf副秀者の著{ 悼程を購入する 。

僻 酬

参加l料/ 500万円、倒路/ 1，000万円、著作オ観隣人強2，000万円

(5)法律問題の検討

関 守 備 問 題

著作権の取り扱いについて、応募要項の l二l' で最優秀作品の著作権

は、大阪市に帰属し、最優秀賞受賞者と大阪市との問て著作報譲渡

契約を締結する旨を記載する。契約書は円本法を準拠法として、弁

護士により作成した。 なお、主な苛t : 買は下記の通りである 。

。著作稚の考え方

著作権は、知的所有権のーって。あり、 5干'ill1n ( 特許権・実刑新案・

立匠権 . nE;t新在 ・著作権) があり、著作権以外の四権は登録制度が

とられており、特許庁への登録が必要てあるが、著作三権にかぎり、

登録の必要はなく、同ーのものが存在する ことがありうる 。

。著作維の対象

著作物には、一般に 「著作権J と呼ばれている権利のほかに「著

作者人格権J カ滑る 。著作者人絡権には公表権、氏名表示権、同一

性保持: 権の三権があり、著作権が他人に譲渡できるのに対して、著

作者人栴権は、他人に譲渡することがて3 ないため、あらかじめホ

諾を得る必要がある 。

〈浩二作権の帰属

本設計競技において、最優秀に選ばれた著作物( 応募設計図書)

海洋博物館の外観イメージ

の著作権を大阪市に識泌する「著{骨径譲渡契約」を応募者と主催者

との聞で結ぶ。 また、最優秀; 作品以外の著作権は、各応謀者に帰属

するが、競技に| 刻する公表には使用できるよう承諾を得る。

。著作権譲渡後の設計業務

最優秀作品に基づく実施7婦十及び工事監理は、主催者によって選

IJ' ，される日 本の設青陪a によって行われること、さらに実施設計に当

たり、 ｆ ｉ 本圏内の建築に ｼ 期する法規及びＧ慣行、予ｾＧ｛上または機能上

の理由、事情などが生じたl時は応募設計図書が変更されることを予

め了解を求める 。一 方、円本の設言問ーが実施設計 ・ 工 ｾ ｲ￧ 監理を行う

に際し、最優秀1'1:受1' 1: 者にアドノ f イザーを委託することを条件とす

る。

l おわりに

「姉妹港文化炭流館」の経験を踏まえて国際設計競技を行える条

件についての感想をJ & べると 。

このケ一スのようにZ耶l作l業そのものカがf国際交流の一1貫2としての建設

される士場易合てで映: 、 フランス全|恒同王吋|防カか，ら公:募募された 「建築家の選定J や安

}脚l燦鼠舵事混駅制"忠BιI針i紙低、旬伊ト味束盟即4叫佐叫氏壬等 フランスに係わりのi深胤菜恥L

査委員会Jよ、その後の H 本の設言計1-;常哲とフランスの建築家との交流に結

びつ〈仁，点l有方主‘ カ苫ら事業才名' i f内士可l身が強〈必要性を感じる場合である 。

そのほかには、 n本に先f91Jがない事業や既存仔IJ があっても理念の

再キ花築を図るため広〈世界に知恵を求める場合等と考える 。

いずれにせよ |王11際設計競技を実施する場合でも、事業の適正な遂

行がまずあ って、その条f ' 1二(n程、経費等) のなかで行うものである 。

|玉|際設計官財支の実施は人的 ・11寺II¥J的、費用的な而で何倍ものエオ、ノレ

ギーが必要となるものであり、建築行政職員が「卒業者j の一員 とし

て的確な判断 υ 郎、実行ｾＮＺ志を持つ事が大切なことと考えている 。

(L 、んどうよしひろ/ 大阪市港湾I . . i : ; t 同振興部I>>m課長)
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亘此 =  

国際的パートナーシップの可能性

一一共同設計実務経験者からみた問題点と今後の展望一一

出 席 者 黒川 省二( 竹中工務庖九州支庖設計部設計課長)

( 順不同)

田金 ｦｬｾ ーＨ積水ハウス大阪総合開発事業部開発設計室係長Ｉ

西田 修( UD コンサノレタンツ取締役設計室室長)

司 会 加 藤 晃 規 ( 大 阪 大学環境工学科助教授)

l 共同設計のきっかけ

司会( 加藤) i国際的パートナーシップの可育副主」というテーマ

でお話いただく予定ですが、今日のご出席者は、関西で海外の建築

家と共同 して建築作品そ手がけられたと聞いております。まず、関

係されたお仕事について伺いたいと思います。

黒川 和、の携わりましたのは、大阪の「天保山ハーパーピレ ツジJ

です。「海遊館j と隣の 「マーケッ ト・ プレースJ、総称して「天 保山

ノ、ーノf ービレッジJ ( 以降 T HV) の設計を米国のケンブリッジ ・セ

ブンと共同てや携わってまいりました。写1庄は、福岡でシーザー・ ペ

リと共同設計ーてや円専多ベイ ・オリエンタノレホテノレ& リゾート J ( 以降

BOH) の設計に携わっております。それぞれの共同設計のきっかけ

ですが、実は我々のところは水族館の経験がなヵ、ったわけです。普

通規j莫の水族館であればできるんですが、水族館自体のあり方が生

態そのものを見せる形に変わっている中で、そういうことをやって

いる設計事務所が世界中を回って選んできて、ここだったら 一緒に

やっていけるんじゃないかい、うことで、建築主 も含めて日本サイ

ドからアプロ ーチしたということです。今やっているシーザー ・ペ

リt の共同ですが、これは建築主から日本人の時|生にはないものを

入れたいという要望で、我々サイドが選択して共同させていただい

てます。

国金 「御堂筋ミナミピノレ」というオフィス ・ヒツレですが、マイ

ケノレ ・グレイブスと共同で設言十しました。そのつながりもございま

して、当時勤務していた設計事務所を退社しまして、 しばらくグレ

イブス事務所で勤め、またこちらに帰って、今度はその時のクライ

アン卜である今の会社て1動いています。

西国 我々の事務所が初めて設計の仕事をもら ったのが、このピ

ノレのオ ーナーの小倉屋山本本庖ピノレの設計て‘ した。次に、本庖のビ

ノレから 50mぐらい離れた本社ヒツレの建て替えの話があって、 「オーカ、、

ニ ツク ヒツレJ ですが、ガエター ノ ・ペッシェが基本設言十を行い、私

どもが実施設計ーをやりました。

l 契約形態

司会 私は大学におりますが、それでも基本計画とか基本構想の

プロジ、エク トする中て¥イタリア人の建築家やデザイナーとやるケ

ースカ f結構あります。 その経験からまず皆さん方に海外の建築家と
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共同設計していく時に文化の違いを乗り越えて一つの結果を出すに

あたってのノレーノレ作りをどういう ふう に考えられたのか、お聞 きし

たいと思います。 とりわけ海外の建築家は契約社会から来ますので、

最初にものす ごい量の契約書が出てくる事務所も多いわけです。契

約とか幸附Hい、うあたりをお聞かせ願えたらと思し、ます。

黒川 ii毎遊館」をやった時期はまさに外国からいろんな建築家

が日本に入って来て、それを内なる国際化と 位置付 けているのです

が、経験的にはほとんど未知の状態でスタ ー卜し たというのが正直

な百π、す。文化の違いは分かって いる つも りでも、 一緒にやってい

く時のやり方については経験を積んでいな い という ことから、日本

孔に“ あ ・うん" の呼吸て。ゃるようなわけにはいかず、契約にして

も、我々としては非常' に細かく詰めたつもりが、相手にとっては契

約自体が非常に輪車1I 的なものであって、細かいポイン 卜で非常に L、

ろいろな解釈の食い違いが出てきたというのが事実です。

司会 i THVJ の場合です し 契 約 は ど のような形でされたので

すか。

黒川 和、は 当時、環境開発研究所に出向しておりましたが契約形

態は、環境開発研究所がケンブリッジ ・セブンと 契約をし、環境開

発研究所が別に建築主と直接に契約しております。

回金 「御堂筋ミナミ ヒツレ」 の場合 li 、積水ハウスは浜町' 商品研

究所と契約をしまして、浜野さんの t ころがグレイブス t 契約をす

る。アメ リカの会社との非常にシビアな契約い、う部分は、浜野商

品研究所の コンサノレタントのほうですべてやりました。グレイブス

事務所の中に法律専門の方がいて、契約関係はすべ、て仕t刀っておら

れました。 そうし、う意味ではプロフェッショナノレ同士で話ができる

部分が明確で、実際にはもめ事があったらしいんですが、それはき

っちり法律に照らし合わせて解決されてたようです。

西国 ガエターノ ・ペッシェの事務所は彼と経理の女性 とコロ ン

ピア大学の博士課不呈を出た若い男性が 2 人、それだけなんてやす。ニ

ューヨー クにお住まいになってる 日本人の女性で方、エター ノ ・ぺッ

シェの コンタク トオフィスにな ってる方がし、て、そ の人と我々とで

最後まてーやっていったんです。我々も非常に小さな会社ですか ら、

法律の担当者もいま せん。一応僕はオ ーナーから相談を受りていた

んで、我々は実施設計監理者としてオ ーナーと 契約し、ペッシエは

基本設計者 としてオーナーと契約しました。 とはい っても、彼とオ

ーナーと の分厚い契約書が米ま した。ある時点からペッシェと非常
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にスムーズな関係になりましたので、全く法的な問題、 トラブノレと

いうのはありませんでした。

司会 → 舶 に 契 約書は、国際間の場合は英語と日本語の両方作

るものなんですか。 それとも英文だけですか。

西国 英語と日本語の両方作って、サインと捺印をしてお互いに

両方持ち合うのがL、いということで、そうしました。

黒川 i THVJ の場合は英語 で した。 i BOHJ は、日本語て、す。

司会 契約では戦略の問題があると思うんですが、契約をするに

当たっての心構え、こういうものがあ ったほうがし、いですよという

ものを含めて、どういうところに一番関心があ ったのか、それをど

ういうふうに決めたのかを。

黒川 i THVJ の場合、仕事の責任をどういうふうに分担するか

ということでした。明確にデザイン ・アーキテク卜とアソシエイ卜・

アーキテクトとし、う分け方をせずにあくまでも共同設計い、うこと

で¥ただそのウェイ卜ぞ 当初ケンブリッジ・セブンのほうに 多 く置

いて、実施設計、現場監理にな ってくると環境開発研究所のほうが

ウェイ卜を上げていくというような形て二 言っ てみたら日本的な方

法かもしれませんが、ともに名を取ると 言いますか、片一方がアソ

シエイ卜にならなし、い、うようにf姑I j の分担をし、たしました。

I BOHJ の場合はさらに明確にしてるんてやすが、いずれにしても最

後までデザ、インプロセスにはお互いに関わることとしています。

司会 そういうのは契約書 に全部書かれるのですか。

黒川 i BOHJ については内容を細かく規定 しまして、ど の範囲

はどっちがポジティブにやるか、サポー卜するという f姑 IJ を、 i91J え

ばインテリアであるとか外壁デザイン云々についても、パートごと

に役割分担をはっきりさせていくというやり方をとっています。

西国 契約書の内容ではっきりとカ、、エターノ ・ペッシェはアーキ

テクトて、あ って、エンジ、ニアリングの部分は我々にさせる 。ペッ シ

ェと我々は契約関係はないわけですから、 i&: の言 うことを聞かなく

てもし、し、い、うことで結構強気で、おれましたけれども、ただ契約書

の内容は、ペッシェはアーキテクトでエンジ、ニアが外部に L、て、エ

ンジ‘ ニアを主導的にコ ン トローノレする。デザインから色、素材の決

樹{ 段全部書 L、てありました。 それを見て最初はちょ っ とうんざり

したんで、すが、やっていくうちに寺比々に車買ってきてる 。たfご、ヰ比々

に対しての信頼感は 当初ないわけですから、お互い最初はI l 夏の探り

合いみたいなとこがあ って、おもしろヵ、ったです。

回金修一氏 西 国 修 氏

l 設計報酬

司会 デザイン ・アーキテ ク 卜的な職能の部分の仕事に対する報

酬の割合と、エンジ、ニアリングな部分に対する幸脚1の割合は、外か

ら見れば全部一緒なんだけれども、実際に中て。ノ f ー卜ナーを組んで、

やっていくと分かれてくるい、う 実態、分けざるを得ない実態があ

ると思うんですが、 そういうのはどのくやらいの比率で分けられるも

のなのでしょうか。

国金 「御堂筋ミナミ ヒツレJ は、海外の建築家の方が日本に来て

仕事す る初期なので、日本サイドもデザ、イン t いうものに対してど

ういうフィ一、どういう価値を認めるんだという のが、建築全体の

設計の中てや明確じ ゃなかったような気がします。向こうの事務所に

勤務して分かったのですが、マンアワーなんかかなりシビアで、 E

のプロジ、エクトて1百卯寺間働いた という日報をつけさせられる 。向こ

うのフィ ーの設定と いうのは、そういう部分て1可人分みたいな形で

考 えてるか ら、当初我々が聞いたことよりももう少しフレキシブル

な部分では調整て3 るんじゃないかと思っています。

黒川 ビニョーリの「東京フォーラムJ は、アメリカ方式て干責み

上げの設言時J陪設定して数十億になったそうですが、何から何まで

アメリカ式て工数積み上げて、いくとそういう金額になってしまうの

は.事実だと思うんです。 しかし、各国犯件寺の図面の書き 方というか、

デザインの仕方、進め方に 多分に差異があると思います。特に竹中

におりますと設計施工い、うこともあ って、ある部分現場に移行し

てからでもまだデザインの詰めができるというところもあります。

米国ではデザイン・ア ーキテクトはある H寺点まででテ、、ザ、インをセッ

卜した ら、そこから後は自分たちは関与しない。 t もかく図面がす

べてだとする場合、その図面にかける設計工数と、日本式の設計工

数にはちょ っ と違いがあるような気がするんて。す。 そう L 、う意味か

ら、ピニョーリ のような巨傾な設言 伴| になることがあり 得るわ けでや

すが、寺文々の関与A しているプロジ‘ ェクトに関しては、そういうこと

はなくて、むしろ日本的な「郷に入れば郷に従え」というようなや

り方でのシステムをと っています。つまり設計事|率の中でど のくやら

い参画するかの割合で設定しているというこ t です。

西国 ガエターノ ・ペッシェが取った基本設言一例と我々の実施設

計監理料は、 1対 3 の割合です。我々が 3て1皮が l 。但し、彼らの

設 計 旦羽カZ非常に司短カヨったのと、出てきた図面がA 全版でブループ
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共同設計監修 シーザー・ ペ リ ・

リント 12枚くやらいのものの片織じ二つ、私がニューヨークから持っ

て帰ってきたんで、すが、それがすべてです。それに描いである絵と

いうのは、矩計図的な断面はあるんですが、すぺて非常にきれいな

絵カf描いである 。 それと模型を造ったのが最後までよりどころだっ

たんで、すが、その費用は入つてなし、。オーナーが月 IJてや払いました。

それから、玄関ホーノレと駐車場の入口の二つだけインテリアの設計

を頼みました。その分はまた別の設言'1学↓ なんて‘ す。

司会 仕事の進め方との兼ね合いで、契約のこの点はとくに注意

しておいたほうカTいいということカヲありましたら 。

西国 あくまで日本人のオ ーナーが契約するわけですから、円本

の契約宵慣に基づいて日本のノレールていやるべきだと思います。海外

のオーナーと仕事する場合、「郷に入れば郷に従えJ ということで、

いくら壮大な建築家のステ ータスをうたった契約書が出てきても、

それを全部和文に直して調停場所を日本にするい、う形をとるべき

だと思います。

回金 オーナーサイドが建築家に対して何を期待しているのか。

これをまず明確に双方が認識をする必要がある 。 その部分て合意が

とれれば、それを実現するためにどういうことをしていただけます

か、どういうことをしますよという部分を明確にする 。 それでオー

ソライズがとれる形まで話し合いをした上で契約をしましようと、

初約の前の段階での話を十分に煮詰める必要があるんじゃないです

か。単にふームバリューだけて1変ったといっても、結局それが五校冬

的にはお互い不満足なものになるということは十分あります。 その

辺が一番犬切なことじゃないかなと思います。

l デザイン決定権

司会 実際に共同設計あるいは分担設計をしていく "1"で、どのよ

うな仕事の進め方、設計のプロセスてや行うのかという点についてお

話いただ、きたいと，思います。

黒川 i T HVJ の場合、基本設計は日本{ ) ! i Jからアメリカへ行っ

て、ケンブリッ ジ ・セブンと - * : 者にやる、実際には常駐するという

形ではなくて、出日長ベ、ースて引行くというやり方をしていました。日

本てやの法的な問題であるとか、早くから参画しとかなきゃならない

技術的な問題、構造設備上の配慮、そうし、うことをインプッ トしな

がらやったわけです。実施段階では、日本にアメリカから定期的に

人間が来て、現場が始まってからは、 日本側てい行 L、ました。現場が
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進むにつれ出てまた様々なデザ、インや技術上の問題対応、 多数の海

外コンサノレタン卜との対応をするため、ケンブリッジ・セブンか ら

; 常駐の所員をオンサイト・コーテY オ、ーターとして呼び寄せて、 一

緒に対処していったというのが i THVJ のスタイルです。

司会 ケンブリッジ ・セブンのコンサルタン卜として日本側設計

者が構想、に関わるとか、商業コンサノレ t か構造、設備いろいろコン

サルタン卜するわけですが、そういうあたりの決定権というか、誰

が最後にキーを握るのかというのはどうでしょうか。

黒川 契約上は双方が合意をするい、うことで決めていくとうた

ってるんですが、水族館活計の4飽或として捜しだした事務所がケン

ブリッジ ・セブンですので、基本段階で機能的な抑えとかも合めて

ケンブリッジ ・セブンカf イニシアチブをとって いくというやり方て。

した。

国会 if il' p堂筋ミナミ ビノレ」の場合、プログラム自身が非常に シ

ンフ。ノレなものでしたから、こういうボリュームのオフィスピノレを造

る、形態は法的なものをおさえれば、こういう範囲にはめて下さいと

いうのをまず我々がこしらえまして、それを持って行ったわけです。

向こうてい何回も打ち合わせしまして、煮詰めきったものを、後I:J:詰

めて下さいねと預けて帰国しました。 1 - 2 カ月後、 絵が送付され

てきまして、それをペースに図而をおこしたんですけれども、その

部分で失敗しました。グレイブスのデザインを心底分ヵ、っていなか

った。絵を見て似た図而は描 L、たんですが、違うということで、制

かし、部分てや、こういう考え方を持ってるい、うことをそのH育制めて

おっ しゃ ったんです。その時、設計のかなりの部分が進んでました

から、全部図而がダメになり、またやり直すことになりました。プ

レゼンテ ーションの受け方あるいは向こうからどういうことを引き

出すかということは、も っと探くやれば良かったな t 感じました。

西国 信 頼関係は結果として tPI ただけで、最初はなかったです

( 笑) 。当初の計m:nを私がしてましたが、 180台の立体駐車場を入れ

るのヵ当手業の柱でした。 その辺は変えてくれるなと、フロア構成は

これ、形もこれということで、そ こからスタ ー 卜してくれと 。だか

ら、壁をいじるしかなかったんで、しょうが、こういう強烈な提案が

来てこれはおもしろいということになって、乗ったんです。 とにか

くl 枚 l 枚が大きさの違うノ叶、ノレと他木鉢と、すべて違う木カ対直わ

ってるということでいいんだろうとたかをくくってました。 A 全の

図面ですから、立而図も 全音1150分の l てや描いである 。さっき おっ し



4 御堂筋ミナミビル

法本芯;n 7 イケノレ ・グレイプス ・アーキテクト

実施設J I. .f ll 水ハウス大阪綜組事業部

赤必佐野 ｩｬｬ 築設 ｊ ｉ ＮＧ ｉ ｾ 務所

ゃったように微妙なおさまりで、当然そのとおりにならないわけで

す。 その時にはとりあえず歪んでて 1枚 l 枚大きさが違って、こう

いうふうな形の違うポットがついてればし、いなということで、 C A D

でどんどん図而化していったんで、す。て3 るだけ現場てやりやすい

ように 2本に l 本ずつ水平の線を入れた。全部の窓が歪んでるんで

すが、其っ直〈、、にしました。 それをファックスて、送ったんですが、

ペッシェは寸法が違うので。全部チェックすると いってきました。歪

んだところのプロポーションが、1 i . i t がイメージして松il 、た図而のプ

ロポーションと我々の描いたプロポーションが違うとはっきり分か

ったんで。す。そのH寺、本当にできるのかと不信感を持ったみた いで

す。 その辺が非常に苦しい時期でした。

司会 ひとつお聞きしたいんですが、もしファックスがなかった

ら、 こうした国際的な共同設計はできないでしょうか。

黒川 幾つかある海外と の共同設計のポイン 卜のーっとして、フ

ァクシミリによる コミュニケー ションがあると思うんです。多iiI の

情報量のl瞬間移動が可能とな ったという点で決定的に便利になった

わけです。ただ、ファクシミリが便利だからオーノレマイティかとい

うしいろいろ落とし穴がありまして、ファクシミリは図而だけじ

ゃなくて手紙のやりとりなんかもあるわけですね。 i佐々あてと書い

てあるけども、カーボン ・コピーとして違う 名前も幾っかあるわけ

です。建築主にあてた手紙の中に我々の名前がカーボ、ン ・コピーと

して入ってたりするわけです。仔IJ えばその内容がデザ、インの変更に

からむこととか、それにからんでコストが変わることとか、そうい

うのがたくさん来るわけです。 日に何十枚もファックスが来る時に、

ついつい自分の名前が入ってるやつを見落とした結果、円にちがた

っていくと 「あの ｈ 寺、こういう説 ｉ ｉＩＺ ｉ ｾ きちっとファックスて。送って

るはずだj ということで、内容を認めざるを得なし、状況が出てくる

と、便利なようできち っ とコントローノレをしないと大きな問題ぞ JI乎

ぶ ことがありますね。

l 設計プロセスへの影響

司会 そのような国際的な共同設計のあり方、進め方が圏内での

これまでの設言十のやり方に却処 llすると し、うことが考えられるんでし

ょうか。

回金 特に海外の方とやってゐ 11寺に思ったのが、事務所ヒツレなん

でいうのはわり t プログラムがシンフ。ノレで‘ すヵ、ら、イ可度ヵ= お話すれ

ORGANI C BUI LDI NG OSAKA ｾ＠

法本設計 ガエターノ ・ペッシェ

;k; b匝設計 U Dコンサルタンツ

ば定; 思は通じ合うんですが、もう少し複雑な建築物の場合、プログ

ラムをどう構築していくかというところは、 E うしてもファックス

ではできない部分です。表用じゃなくて空聞をこしらえていきます

から、どうしてもその部分の意思の伝達というのは、通信情報をや

りとりするだけではすまないことなんて、す。私自身、その犬切さみ

たいなのをもっと認識できたので、日本でやる仕事においても最初

の詰め、プログラムを組み立てていくい、う ことに閲して、逆に自

分自身の仕事を振り返るしもっと重要になってきたい、うことが

あります。

黒川 アメリカの場合、 7訴十に入るまでのプログラム設定、プロ

グラミング ・フェースーのH寺院aのとり方が、初、が経験している圏内で

の設計と決定的に違うと思うんです。非常に時間をかけてプログラ

ムをセットし、それまて。は基本的には図面がスター卜しない。f放小

な変更はあるにしても、基本的にはそのプログラムをどうデザ、イン

に結びつけていくかということで、 一旦セットされたプログラムに

ついてはそれに沿ってデザ、インに入っ ていける 。ところが、日本の

場合、出てきた図而を見て建築主の多くは「こうしたい、ああした

い」ということで、 プ ログラミング ・フェーズ、を図商をf史いながら

やっている 。 そういうことに対して外国の事務所は慣れてないわけ

です。ですから、決まったはずなのにまた根幹に係わるプログラム

を変える t いうようなことが、うまくいかないケースの大きな要因

にな っている気がします。

西国 プランニングのプログラムというのは終わっていまして、

プレゼ、ンテーションにペッシェが米まして、写其 2枚とフリーハン

ドて":J:Ilil 、た絵を 3枚ぐらい兄せながらしゃべった。 オーナーがその

イメ ー ジをとにかく貫き iill せということで、最初に出た大きな意味

でのプログラムを完全にのんで、途中でプログラムの根幹に係わる

ようなことで変更する t いうことはありませんでした。例えば植木

のメンテナンスができないというすごい話があるんですが( 笑) 、そ

れもこういう形を実現するために L、ろんなエンジ‘ ニアリングという

部分、例えば7. t ' c i : i夜Jl 巴は自動給水してマイコンで階層別にコントロ

ーノレしたんですが、中直木のメンテ ナンスとコントローノレ してる人が

実はテ ナン卜て" 入ってま して、毎朝見て回っていて、月に l 匹1(" ら

いは自分でロープでよじ登って植木を見てるとし、うことで! 軒犬しま

した。
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l 共同設計の実務上の問題

司会 設計としては、施工者に情報を明確に伝えるものを作り ・ー

げていかなきゃいけないわけです。 そうなりますし日本の法規の

問題や、例えば日本ではメートノレ単位だがアメリカはインチ単位で

図面を引くなど、さまざまな実務の問題を調整をしながらし、いもの

を造っていこうという共同設計の場て苦労されたことはありません

ヵ、。

黒川 i THVJ の場合はインチでこりましたので、 i BOHJ はメ

ーターて" やっています。 日本でやるんだから、日本のシステムに合

わせてもらわないと困るわけていす。fごからメ ーターでいくと 。 シー

ザー ・ペリは、そういう意味てやは日本のシステムに合わせてやって

いこうとしづ姿勢がありますので、非常にやりやすし、。法規の詰πρ

困ったことは、基準法、消防法なんかに書いていない事頁で¥行政

担当者が設計者に対し指導する部分がありますね。 それで、役所に

アメリカのスタッフと 一緒に行くし「指導J については、当方のゴ

張を認めてもらったことが百宣分あります。かなりアグレツシブに英

語でやられると弱いと ころがあるような気がしますね( 笑) 。 その辺

が分カ、ってくると、我々 fごけて交渉に行かす. にむしろ意図的に連れ

て行くというようなケースがありました。

西国 「オ一方、ニックピノレj の場合はこれだけ植木が植わってる

のに、これを弁お也と は見ないとしづ漫画みたいな話がありましたし、

大樹英建築物の申請とかで、蜘也を取りなさし、い、う大阪市の答え

が、ペッシェには理解できなヵ、ったみたいで、説明するのに大変苦

労しました。 それと、向こうでもらってきた図面をも って市と打ち

合わせに行くと、植木鉢の先端が外壁ですよと 言 われて道路 ｾＴ ［ｪＧｪ阜の

規制などで壁のプロポーションが変わった。理解は最後まてやしてな

いてやすが、 それはしょうがないと 。大きかったのは、 その 2点くやら

いて。すね。

因金 グレイブスならきっとこう L、うテ可、インだろういづ音I1分

を想定してその範囲を整えて、下げた形てや樹立を? とれるようにして

持って行きました。大樹英建築物"1" 箭緑地も、普通なら角でまとめ

てとったりするんですが、そうするとシンメトリーが崩れますし、

あの人はシンメトリーをかなり意識されてるので、きっとこれは真

ん中にとるか両端にとるないづ形で、その辺を練り込んだ上てがこ

の範囲てやデザ、インして下さいと、それは逆に向こうはやりやすかっ

たようです。

黒川 i THVJ の場合は大きなカ。ラスの屋根なのか、サッシなの

か、区別がつかないようなものですが、それを鉄骨に耐火被覆をす

るかしないかい、うこと、役所と非常に時間をかけて交渉してし、き

ました。基準法の普通の解釈でいけばデザ、インは成立しないい、う

ことに対して も、何とか交渉していくという努力を我々はやってい

きました。

司会 つまり、 「し、 L、な、 一緒にやろう J とい う意思があれば、向

こう が出してきたテ可、インに対して解決策を探ろうい、う方向にエ

オ、ノレギーを注ごうし これが重要なことなんて。しょうけ E、 これを
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逆に外国の有名な建築家から見ると大変ありがたいい、うか、使い

勝手がいい。 それを外部から見ますと共同設計ではなくて、マスタ

ーがし、て、その下を非常に弟子がうまい こと支えていくい、う構造

に見えてしまうんてすが、将来的にパートナー シップを組むという

時、そうした形のほうがし、いのでしょうか。

回金 この建物でここが命というところがありますから、これが

なかったらその設計者制度った意味がない い、う 部分があると思う

んです。海外の建築家であろうと日本の建築家で あ ろ う し そ れ を

実現したいとし、う部分をはっきりオ ーナー も設計者サイドも造る側

も持っておれば、それをいかにしてすすめるかになっていくと思い

ます。 そうすれば、認識の中でそういうものが一番最初に構築され

ノf ー 卜ナーシップの道は聞けると思います。

黒川 i THVJ の場合は、 内なる国際化という観点か らすると、

初めてのプロジ、ェクトだったわけです。 それは経験の無さというこ

ともあって、マスタ ー とそれを支えるスタッフのような感は否めな

かったですね。各ノ f ー 卜をお互いにある分野である割合で持ち合う

という契約であったにも係わらず、結局、デザイン ・アーキテクト、

アソシエイ卜 ・アーキ テク卜のf交割をそのまま j寅じていったと，思い

ます。 その経験から、共同設計を標梼しているわけですから、囲内

側のスタッフの士気を高めるためにも、シーザー とのプロジ、エク卜

の際にはデザインのエリ アを分けて、こ のエ リアは我々がやる、こ

ちらのエリアについてはシーザーのと ころがやるというように ゾー

ンを分けて、それぞれがデザイン ・アーキ テク卜の部分を持ってる

というやり方で、マスタ ー とスタッフという色を薄めていこうとい

う努力をしています。共同設計をする立場 t して はそういう認識が

おそらく重要なんじゃないかなと思います。次のステップとしては、

更に我々 サイドがオ- ) ゲナイズしていくというやり方の共同設計に

持っていけたらと私自身考えています。

西国 「オ一万、ニツクピノレ」の場合はデザインの コンセプ トが非

常に強烈で、ペッシェの);t縄，を受けて、実際には我々が単独で1皮の

承認も得す ･ にやってる部分がし、っ ｉ ｴＧｾ 、あります。それも実際は方、エ

ター ノ ・ペッシェ色になってるわけで、見に来たペッシェは 「よ く

やった」という感じになりました。全体のデザ、インの コンセプ卜を

インパク卜が強くて共鳴するようなものを相手が出してくれば、非

常に協力しがし、があるというのは感じました。

l 著作権

司会 そういう場合に、最終的なひとつの建物の著作権というか、

誰の作品であるかというのは、どういう ことになるんでしょうかね。

西国 例えば方、エター ノ・ペッシェのケースは、 『新建築j 誌の写

真の中て:事務所の部分が載ってますが、 これは我々がデザ、インした

部分て¥そのクレジ、ツトを入れてくれい、う電報カ主新建築社に入っ

たらい、。一応、こちらが発注した範囲の外観とインテリアについ

ては、著作権い、うはっきりした認識をどこまで滑ってるか分かり

ませんけれども、すべて掲載されたものは送ってほしい。掲載する

場合は事前に連絡をしてほしい。 そして、自分がやったものについ



ては自分がやったというクレジ‘ ッ卜を入れてくれしただ、設計老ー

として共同て、ゃったという形はt' l t いません。方、エター ノ・ペッシェ+

UDコンサノレタンツという形て、もし、 L、ということは言ってました。

回金 控物を雑誌に掲載する時なんかは、 一応グレイブスのほう

の了承をとるという形は契約の中にうたわれてたみたいです。

黒川 i THVJ の場合は、デザ、インに|掬して著作オ援はケンブリッ

ジ ・セブンてす。 その経験がありますから、今の福岡の場合は共同

の著作権ということにしています。共同の著作権の意味は、片方が

何らかの理由で退いたとしても、残った方がそれをそのまま最後ま

てて怠る 。つまり、 もし例えば、シーザーだけが著イ特援を持ってし、

ると何らかの理由ていシーザーがし、なくなった時に建物が進まないわ

けです。 それを防? という意味しもう 一つはコラボ、レーテイング

て、、やっているんだと L、う意味からシーザー との場合は共同の著作権

ということにしています。

l コスト

司会 一両支論として言 えば、優れた外国の建築家主ナ使うと最終的

にはコスト高になると思うんです。外国で物を建てる時の見積もり

の予算い、うのは日本に比べて安いい、うか、逆に言 うと日本は高

い。 そのようなコスト感党はいかがですか。最終的にどちらが責任

を持つのかいづ責任分担論にもなるでしょうカ九

西国 我々の場合は、コストは全く彼が責任を持たな い い、うこ

とて3 ました。私が直接オーナーと契約してるというのも知ってま

したから、そういう意味では自分が考えたコンセフ。チュアノレな建物

を何とか実現化してくれというスタンスが彼にあったので、努力し

ました。 コストは彼が考えていたものの 31音ぐらいかかりましたの

で、ペッシェは 3分の l の金額だと想定して設計非斗を出して、後で

「しまったJ と言ってました( 笑) 。

司会 主色対額で設計料、デザ、イン料は出てくるわけですか。

西国 実際には、彼が描L、た絵を買ったい、う感覚です。彼自身

も椅子を造つては売るみたいなことをやってますので、あまり通常

の設計事務所の設言悼ヰの交渉い、う感じはなかったと思いますが、

一般的に総こE費からパーセンテージを出して請求するという考え方

も持ってました。

国金 海外の方に日本のコストは分からないですから、最初の段

階である瑚支どういうことを考えていますかとお聞きして、 「これを

すればt色対に合わないから、もっと下げたものやってくれ」しデ

ザ、インを決定する以前にコストの話はやっていきました。

黒川 i THVJ の場合も、彼らの想像していた倍ιL上の工事費に

なっていた。 そうすると、アメリカから物を買えばできるはずだ t

いうことが出てくるわけです。 それで) 収支の検討をしていくと、日

本サイドとしても何とか納めたいという意図からそういう単位を入

れて収支上は成立するような話に持っていってスタ ー 卜しようとす

るわけです。 そこに少し危険性がありまして、例えば水族館・の場合、

7](;槽 lこ使っているアクリノレなんでいうのも日本よりはるかに安い金

額でアメリカではできる 。だからこの金額で治まるはずだというよ

うなやりとりがアメリカと日本の間にありました。 ところがそれを

使おうと思っていると、アメリカでは生産量が間に合わないという

ようなことが出てきました。 そうすると日本の物も少し使わなけれ

ばならなくなったり、単にコストだけではなく生産のシステムとか、

逆にアメリカの物を日本に持 っ てくるい、うことて二強度ｆＮｩｾ貨の問

題とかいろいろありまして、必ずしも向こうの物が安いからそれが

すぐに使えるというこ t にはならないわけです。 その他、随分いろ

んなケースがありましたね。

l 品質

司会 アメリカから日本の建設業界は叩かれてますが、コストが

高いとし、う話のまさに縮小版ですね。実際には高い理由があるとい

う、そうした話もあろうかと思います。海外の建築家が日本の一流

会社の施工精度なり、イ土ヒげ、フィニッシュの菊l青らしさなりを見

て羨ましがられるケースも多いわけで" すが、そういう建物としての

品質とコストとのバランスは、 E うでしょうか。

西国 「オーガニツクヒツレ」の外壁の GRCのノ叶、ノレなんて、すが、

1枚 1枚の大きさが違う 。 それも直角はどこにもなし、。隣同士のパ

え、ノレの中に入っているサッシもすべて歪んで、いるい、うのがデザイ

ン上の一番重要なポイン卜です。 それができるかどうかというのを

ペッシェは不安がっていました。 ところが、現場にサッシが組み上

がった時に見に来て、感動していました。i疫が最初に言ったノ叶、ノレ

の素材はテラコッタてや、鉢まで一緒に焼けないかと、模型を粘土で

自分で作ってきた。 それでメーカーに聞いても即座にノーという答

えで( 笑) 、次に言い出したのはキャストアイアンでできないかし

いろいろ鉄屋さんに聞くと、工場がいっぱL、でそれ、う 1枚 1枚 違

うようなものは作れませんというこ t になって、そこから先はこち

らで走り回って、ポットは F RP なんでいす。ボルトで GR Cのノ叶、ノレ

に止め、 GR Cのノ叶、ノレのコンクリートはバイエノレ社の色粉を入れ

たもので、ちょっとハイブリッ卜というかインチキなんですが、そ

ういう過程と実物を彼が見て、これは本当に理解してやってくれて

いるというイ言頼関係ができました。

国金 品質という分に|刻してはあんまり 言及されなかったですが、

材料のテクスチュアとか表現という分にはかなりシビアにいろいろ

求められましたね。外壁のノけ、ノレ、実は GRC なんですが、それにフ

ッ素塗装をしてるんです。やはり、いくつカ、バえ、ノレをこしらえて了

承をとっています。グレイブスさんのデザインに| 刻しては、本来あ

んなにきっちり造ってはし、けないと思いましたね。 日本サイドの設

計事務所なりゼ、オ、コンなりがかんで、きますと、後のいろんなメンテ

ナンスの話やクレームの話を考えますから、きっちり造るところが

あるんです。向こうで、グレイフe スがやった建物を見たのですが、全

然そんなことは求めてないんです。

黒川 iTHVJ の場合は、外壁のタイノレの精度に鮒I英してました

ね。手張りて、1長っていく小口タイノレだったんですが、モザイクみた

いな模様があり、それを現場て、ij N; っていったわけです。 それを見た

時は、開莫してましたが、打ちっ放しの精度については、あんまり

33 



感心してなかったですね。全般的には品質については十分満足され

てたと思います。

l デリパリー

司会 日本では公共事業は特にそうなんて。すが、設計す明間も 工事

期間も非常にスケジ、ユーノレがきつい。 そのうえ、ォ、ゴシエーション

しなきゃいけない部分がたくさんある 。 そういう中で共同設計とい

う、外国人のアーキテクトを使うということでやさらにスケジ. ューノレ

がきっくなる要素がふえるわけですが、そうしたスケジュール管理

という点て。こういうアイテ、アがあるとか、こういうふうにしたらと

かのお訴はありますでしょうか。

西国 アメリカの設計事務所は時聞を限定しますし期間内にか

なりの質の高いものを生み出してくるエオ、ノレギーは、すごくあると

思うんです。逆に日本のほうがダラダラする感じですが、アメリカ

のピジオ、スの慣習でしょうが、時間、金はこれだけと決めるとその

中で百i ckの努力をしましょう t 。だカ、ら、 1週間ぐ らいずっと徹夜

したりします。だから、彼らに頼んだからといって、設計について

は足かせにはなってないですね。

回金 クライアン卜のほうからグレイブス t 共同でやってくれと

いう請が出たH寺に、 そういう作業が入るという前提でスケジ‘ ューノレ

を組みました 。 但し、 ｩｾ 、ついつにはそういうデザ、インのものを下さ

いねJ とかいう訴をしていくと、非常にハードにfill l J かれて、その辺き

ちっとされてましたね。我々がアメリカでー若手最初に打ち合わせに

行った時も、「この 1週間である成果をあげよう J い、う形で打ち合

わせしていくと、それこそ昼間打ち合わせをすると徹夜で全部デザ

インしてまとめて持って来られた。 スケジι ーノレを守ってシビアに

やってましたね。基本的には、お互いに理解する時Ill 'Jが草色対必要で

すから、全体のスケジ、ユーノレを組む時に余分に兄ておく必要がある 。

l 建築主

司会 事業者サイドなりオ ーナーに理解しようとしない人州侍々

いまして、無茶苦茶を言 う事がありますが、そうした経験はありま

せんか。

黒川 円本人と違った砂性のデザ、インを入れたいという希望と同

時に、日本て‘ の通常の工期でやってほしい。 そのための安全弁とし

て日本の設計事務所にゼオ、コンなりを入れてやらせるというのが、

建築主には多いんじゃないですか。 そうすると、聞に立っていると

ころがうまく調躍してくれる 。 i THVJ は、まさにそのケースでし

た。 このプロジ、エク トは通常てやすと設計ーから施工まで 7 年くやら いか

かるものを、約 3壬Fて。やってしまってるんです。 アメリカの司l 務所

の感，} t からするとイ言じられないスケジ、ューノレて、、やらなきゃならない。

かつ変更等も たくさんあるという中で、スケジ、ューノレのコントロー

ノレはすぺて我々に責任があるような契約でしたから、そうした意味

では非常に苦しかったですね。ただ、今お二人がおっ しゃ ったよう

に海外の設計事務所は、私の知ってる限りではデリパリーに関して

は、 H寺間的に非常に誠実ですね。むしろ、円本サイドのほうカ可l寺間
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をＣＮｾ駄づかし、していることが多いような気もします 。

司会 そうしたスケジ、ューノレの問題からも思うんですが、海外の

人は建っていくプロセスの現場に対して E うしづ感覚て、参加され、

かっそれを共同設計者たる園内の設計者がE のようにフォローして

いくのでしょうか。

黒川 現場が始まってからもいろんな図面対応等があって、それ

にコンサルタン卜が20数社ありましたので、日本のスタッフだけで

はこなしきれない。電話するだけで1 E1が終わってしまうというよ

うな話になるわけでやす。 そこで、アメリカからオンサイト ・コーデ

ィふーターという形で向こうのデザイン ・スタッフを呼んで来て、

コンサノレタン卜対応、と同時に、現場のでき上がり具合を一緒に兄て

いく 。 問題があれ ｉ ［ｬＺＮｾ見場に対しでも我々と 一緒になって交渉をして

いくというやり方をしてました。プロ夕、、ク卜 ・ライアビリティに| 長l

しては、契約の時点て、立任は全音11現地イJ l lj にあるという形ですね。

l 今後の展望

司会 最後に共同設計計A のあり方について将来展望毛を制ナ什{ 伺司凱L 、たい LI ，

います。

国会 これからは、海外と の共同設計というふうに構える 必要も

なくなってくるんじゃないかとし、う気がします。今まで FI 本の建築

の設計の世界がかなり閉ざされた状態だったので、し、 L、設計をされ

る海外の方と一緒にやりたいというふうになってくると思います。

そうする L 逆にそれをいかに実現するか t いうシステムが問題で

す。本来、 1級建築士でないと 設計ができな いという話はナ ンセン

スて‘ あって、建築の設計 t いうのは非常にたくさんのことを考えて

構築していきますから、それができる人をどう認めるかいづ社会

的な認識を官民会部が合わせて持てればすむ話です。皆さんカf いい

と思うものに出会われば、 どうして円本てやは海外の建築家が活眼てい

きないのかという話カち包こってくる t 思うんです。 そうすれば、自

然にその方向に向いてくるだろうと思ってるんです。

黒川 建築主が外国のデザ、イナーを雇うい、うことに対して路蹄

がなくなってきてるんじゃないかと思います。 ファ ッションの世界

なんかは数十年も前から外国のデザ、イナーに頼むことがあったわけ

ですから、それと同じような状況が建築にも起こってきてるんじゃ

ないかと思います。 その 1:1
1
で、問題を起こさないようなポイン卜を

幾っか抑えておけば、特別視するようなものでもないんじゃないか

という 気が します。 その部分、 FI 本がどんどん外へ逆に H' Iていくと

いうことも大事なんて、、しよう。

西国 資格の問題い、う訴は、例えばアメリカの手雌f &4: J'; 務所が日

本で共同でなくて全部やりたいという時、かなりシビアな問題とし

て出てくるのかなとしづ 気が します。彼らがア ーキテク卜として育

ってきてるE械と許可iI日される環境が全く違 うわけです。 FI 本の場合

は、実ヰ上会に出たとたんにアーキテクトて、あったはずの若い芽州尼

にまみれていくというのが普通ですが、ヌゲエターノ ・ペッシェみた

いに椅子ばっか り作って いて、それを買う パ トロンがし、て、十分食

って いける 。 こうしたプライベー卜・アーキテク卜は環境から 言っ
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て、円本では今後とも出てこないんじゃないか、 そうした人とは一

緒に仕事をして十分住み分けて日本て仕事をやる意味があるとは思

います。

l 行政への注文

司会 出席されている編集委員の方ーからご質問はありませんか。

編集委員 外国人建築家の中でもタイプがし、ろいろあると思うん

ですが、そうした方々と共同設計をやる上でもっとも、犬切なこと

はどのようなことでしょうか。

西国 ペッシェの場合も結局、分かつてるから お前がやれという

ような感じが出てくるんで、そうし、う立 ｬ 床てやは親分肌で太っｉｬｾみた

いなとこがありました。 どっちかというと、ガチガチにやられるよ

りは、こっちもやりがし、があるしやりやすし、。そのかわりこちらも

事制かく報告もせずできたわけです。 そんな闘係でないと、カチッ

とした契約書でオ司品微塵にされます。

黒川 最後にうまくいくか E うかは人間関係のような気がするん

です。海外の事務所 t やっていても、分かり合えるような状況がで

きてくると、スム ースーに流れていきます。シーザーは特に紳士の最

たるような建築家て、すね。 コミュニケーショ ンは最終的には人と人

の分かり合いみたいなものが大事な気がします。

国金 私も全〈同感ですね。基本的に海外の人であれ円本の人で

あれ建築の設計をして建物を造っていらっしゃる方い、うのは、建

物を造りたいという部分が一番強い力になっていますから、それを

持ってらっしゃる方て、あれば素晴らしい仕事を、何とか自分の思っ

ている こt を実現しようとし、う努力をされます。だからコミュニケ

ーションをどうとるかというのが本当に大事なことだと思います。

どうしても思っている こと が伝わらないという こ とになる t 、いろ

んなところでIII し際が生まれてくるだろうし、誤解して理解し合って

れば、またおかしな こと になってきます。私も向 こう でイ士ヰLをして

思ったのは、 言葉がそんなにうまく伝えられないですから図を広げ

てやりました。うちの家内なんかがアメリカのマ ーケ ッ トで買い物

をするよりも、僕カミ問先月? でやっている| 時のほうがす' っと楽にコミ

ュニケーションがとれる 。それは何かというと共通した一つのセン

スを表す部分だろうし、基本的には し、い ものを造りたいい、う思い

が共通してあったという こと を実感しました。

編集委員 行政に対しメッセージとか、 こうしてほしいという こ

とが、海外の建築家との共同設計を通じてもし何かありましたらお

聞かせ下さい。

西国 海外の有名な建築家がやろうが、デザインが変わってよう

が、この植木鉢は外壁fごと 言っ たらとりつくしまがない。行政担当

者にそうし、う意識が全くないケースのほうが多 L 、です。

田金 常円ごろ思ってるんですが、今おっしゃったような杓子定

規に決めた法規だけに照らし合わせて、それ以外は一 切だめい、う

判断をされるのか。造り手fWJあるいはそれがて3 たH寺の者11市として

の意味とか建築の ｫｩｾ Ｑ 床まてＺ思考を広げて考えていただければ、非常

にいいと思うんです。地区計画、総合設計 とか建築の法規自身にそ

ういうシステムを取り入れようという動きは事実あるんですから、

その コンセプト自身は担当の方まていずっと持っていただし、て、 そう

いう判断をしていただければ非常にありがたいと思います。

黒川 外国からみると、細かい部分についても随分認識の違いが

あるようなので二よその国てはどんなことをやってるのかというこ

とにも目を向けていただいて、翻って自分たちのやってることがど

んなふうに映るのかという ことを削こ考えてし、ただき、平l' 瓶的に匡|

際化して裁きたいと 忠、います。

司会( 加藤) 外国人に限 らず、日本の建築家でい、 L、作品を造ら

れる方、 モニ ュメントとしていし、物を残される方に対して僕は特別

扱いすべきだと思うんです。法律の平等性ということはありますが、

例えばノカレセロナに超高層を建てたケースでし、え !.f 、パノレセロナの

町は高さ制限が全音1I ありますか ら、基本的には建たない建物を建て

る時に、コンペい、う手法を使って特別なものだから，建てました。

つまり仕掛け方の問題です寺} j IJ なものを造ってし、くと L、う ことはあり

得るわけです。 それが FI 本に限らず法律の平等性い、う ことで、

旦決めたものは解釈は一つ しかないということは、ち ょっと 時代遅

れではないかいづ 気が しますね。厳密に いくと、解釈の阿なんて

ものす ごく あるわけです。一番端的な例が、行政が自分ところの建

物を造る場合は、極めて緩やかに解釈するケ ースだっていっぱいあ

るんですよね。 し、いものを造るものについては、ある* f J 支特別扱い

をする。 こうL、う共同設青|てややる 。 そうしたケースは行政側の考え

ーってい可能性はあり得ると思います。

編集委員 きょうは12重な休験を聞かせていたた3 まして、今後

の国際設計活動という ことに対して、大きな参考になると忠われま

す。 E うもありが t うございました。
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メ ッセージ

共同する二つのデザインチーム

一一ケンフリッジ・セフン・アソシエイツと環境開発研究所一一

Chri stopher ・Choa

It is human nat ure  to assume that successful  proj ects are achi eved 

effort lessly， that  the ease wi t h whi ch the publ i c  enj oys  a  compl et ed 

bui l ding  paral l el s  the apparent  order and si mpl i city of the  bl l i lding  

itself .  But  as it  is  with Ill ost  endeavors  reql l ir ing  creati ve t hought， the  

f ormat i on of a  silllple and clear idea for a  large proj ect reql l ires a  

great  deal  of exper ience.  Achi evi ng the cl ari ty of a  concept  in a  

cOl l l pl eted bl l i l di ng requi res even  greater  effort and  di scipline  al l l ong 

a  l arge  nl l mbers  of peopl e， and a  deep desire  to col laborate wi t h each  

other for the ul t i mat e benefi t of th巴 proj ect

In the case of th巴 Osaka Aquar i um and the Tempoz an Mar ket  Pl ace， 

the ri chness of the publ i c' s experi ence comes  f r om the si mpl i ci t y  of its 

generat i ve ideas， of a  scheme which  reprodl l ces the organizat ion of the 

Pacific  Ri l1l and th巴 Paci f i c Ocean.  As  desi gners， we  were  obsessed 

wi t h the i dea of a  proj ect whi ch comml l ni cat ed mor e t han the materi al  

qual i ti es of  a  bl l i lding.  We  wer e i nterested in a  desi gn whi ch cOll ld 

expr巴ss the sensat i ons， the expanse and the ri chness of one  of the Ill ost 

di verse ocean habi tat s， wher e vi si tors cOllld experi ence the  sensat i ons  

and ri chn巴ss of wat er  and it s  worl cl  of life 

T he  Ri ng- of -Fi re concept  and  the physi cal  sche m巴 for the Osaka 

Aql l ari l l m have  been pres巴ntecl in  great  detail in a  nll l1l ber of other 

SOllrces. T he  story  of  ho w sllch a  Ill aj or  proj ect was  cOl l l pleted， frolll 

first c1esign  to  pllbl ic  openi ng  in jll st over three ancl  a  half years， the 

cl ose col l aborat i on of al most  t wo hundred rel l l arkabl e arti sts， 

desi gners， archit ects， engi neers  ancl  constrl l cti on professi onal s fro m 26 

compani es and three cOllntri es is a  very consicl erable  achi evement ， 

perhaps  as 1ll 0nl l l1l ental  a  constrl l cti on as th巴 proj ect i  tsel f  

At  the onset  of  the  c1esign effort ， the fOllr core groups at the center of 

the proj ect ， the Osaka Wat erf ront  Devel opment  Corporat i on ( OWD)  ， 

the desi gn archi tects， Cambr idge Seven Associ at es ( C7 A)  Envi ronmen-

tal Devel opl1l ent  Research (EDR)  ， ancl  the constr uct ion consorti l l l1l of 

Takenaka， Obayashi  ancl  Konoike， wer e poisecl  to accept  the hi erar-

chy  ancl  rol es of a  tradi ti onal  architectl l ral  proj ect. Ther e wer e SOl1l e  

initial  disagreel1l ents over  the compositi on of the teal1l， ancl  the 

proport i oni ng  of the work.  Leaders  and t eam l1l embers  wOlll cl argll e  

pri vatel y that the  total  team was  excessively  large， that  t wo c1esi gn 

t eams ( C7 A  and EDR)  wer e reclll ndant ， that an Amer i can grOl lp wOll lcl  

not  k now the necessary i ntri caci es of a  maj or  lI rban  proj ect in Osaka， 

or  that a  local  ] apanese c1esign  grollp dicl not  have the internat ional  
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experi ence to organize sllch a  diverse grol l p of hi ghl y speci ali zecl 

conSll l tant s， or conceive  a  proj ect with a  global  appeal. Wi t hi n mont hs 

after the proj ect start ed， however ， each  group's traditi onal  rol es hacl  

expanclecl  ancl  i nterl aced with those of others.  By  the conclll sion of the  

proj ect ， it was  i nconceivabl e for the lI nclert aking  to have  b巴en possi ble  

at all ， let alone sllccessf ul ， wi thol l t the fllll est part i ci pati on of every 

member  of every  grol lp 

Al thol l gh C7 A  remained  pri mari l y responsi ble  for ini tiating  and c1evel-

oping  the c1esi gn concept ， and coorcl inating  the speci ali zed  exhibit ancl  

techni cal  consl l l tant s， the rol e of E DR  became i ncreasi ngl y cr iti cal  

dl l ri ng the course of the proj ect ， and thei r growi ng lI nderstancl i ng ancl  

i nvolvement  within the total  effort was  perhaps the  most  keenl y fel t. 

E DR  was  C7 A' s br idge int o  the heart  of the proj ect ， the const ruct i on 

it e  at Tempozan.  C7 A  was  abl e to procl uce s ome of the best wor k in 

its hi story as an i nnovat ive desi gn f i rm because of the total  dedi cat i on 

by the E DR  t eam to i mplement  the  orgi nal  desi gn concept. Conversel y， 

becall se of  their spirit of  coll aborat i on， many of the sl lggesti ons  by 

E DR's  tal ented archi tects and engineer's wer e incor porated i nto the 

final  desi gn and bl l i lding. There  wer e many  opportllniti es duri ng the 

cOl l rse of the proj ect for det ail ecl di scll ssi ons  of the pr oj ecι One of the 

most signi f icant  occurrecl  at the encl of what in the Unitecl States we  

call the design CI 巴vel opment phase;  the seni or  members  of the C7 A  

c1esi gn ancl  engineering  t eams travel ed to ] apan for a  week of c1ebri ef -

i ng， to explain the i ntri caci es of the c1esi gn we  hacl procl ucecl .  T he  

quest i ons by E DR  in the Osaka proj ect r oom on Honmachi  street wer e 

c1etai lecl  ancl t hought  provok ing. 1  can remel1l ber  in parti cul ar the long 

c1i scussi ons bet ween Doct or  Segawa， the E DR  chief str l l ctural  engi -

neer， ancl  Doct or  Var ga， the pri nci pal  structural  engi neer ing  consul -

tant to C7A， abol l t the strengths ancl weaknesses of the ] apanese 

str ll ct ural  cocl e， ancl ho w best to acl apt it  to the proble m of sl l pporti ng 

t anks contai ning  11，000 metri c tons of sea wat er  t went y met ers abov巴

unstable  soi l  in an eart hquake zone. E DR  hacl  c1et ermi ned by comput er  

analysis the unusual  and signifi cant loacl s  generat ed  by  t sunami- type 

wave act i on across the  thirty meter  sl l rface  of the mai n tank c1uri ng an 

earthql l ake;  ma ny  cal culat ion such as these wer e critical to th巴 com-

prehensi on of  the proj ect .  Lat er ， in anot her less threateni ng cont ext， 

when we  were  desi gni ng the wav e mechani sm for the  Great  Barri er 

Reef exhi bi t ， 1  admi r巴d Mr. Mishi ma's bOl l ndl ess attenti on to detai l  as 



we  exper i ment ed wi t h the locati on  and st rengt h  of the water- jet 

nozzl es necessary to reproduce the typi cal  ocean swel l s at l ow ti de 

whi ch cover and uncover the var ious Aust ral i an coral s 

Ther e wer e many  si mil ar examples of cooperat i on on the typi cal  

i ssues of our unusual  proj ect. In Tucson， Ari zona， C7 A ， E DR  and the 

Larson Company ( one of C7 A' s exhibit consul tants)  met  for days in the 

desert c1i mat e to i nspect art ifici al  r ockwor k panel s and det ermi ne 

ho w air conditioni ng  ducts coul d be  routed through the  t runks and 

branches of a  giant  fiberglass sugi  tree in the  J apan Forest exhibi t. In 

San Di ego，Cal i forni a，we  devel oped the final  detai l s and i nspected the  

opti cal  qual i ti es of the monol i thi c， 30cm thi ck acrylic panel s whi ch 

would span th巴 fi ve met er  wi de underwat er  openings i nto the Paci f i c 

Ocean exhibit tank_ Some of the larger panel s were  cured in speci all y  

const ructed auto- c1aves for up to ni ne mont hs bef ore they coul d be 

removed for shi ppi ng  to Osaka_ Ther e was  so muc h acryl i c ordered for 

the proj ect that E DR  had to i nduce three very compet iti ve companies 

Reynolds  Polymer， Mi t subi shi and  Su mitolllO had to coll aborate in 

order to achi eve the final  product i on targets_ In Melbourne， Aust rali a， 

we  met  in the studi os of Les Gi l bert  to revie w the ext raordi nar y  

soundt racks of  bi rds， waves， wi nd and whales which woul d be broad 

cast in the exhibit gall eri es. Wi t h Bill Fl ynn and Scot t  Rut herf ord， 

C7 A' s coll ecti on speci ali st ， and member s  of O WD， we  travel ed to 

remot e fi shi ng communi t i es in Oki nawa to negot i ate wi t h l ocal  fi sher-

men to al ert us sight ings of the gi ant  whal e shark so that we  could 

arrange for it s  transfer to the Aquar i um 

Duri ng the initi al  course of the  proj ect ， C7 A  and E DR  reli ed  extensive.  

Iy  on f axes， phones and air-expressed docu ments to maintai n a  twenty.  

four hour per day design effort in Osaka and Cambri dge.  Event ual l y， 

when preci se and real - t i me c ommuni cat i on became cruci al ， member s  

of the C7 A  t eam spent i ncreasing  amount s of time  in Osaka to coordi -

nate the progress of the construct ion document s and constructi on.  The 

mont hl y trips f r om Bost on to Osaka over the course of the first t wo 

years became i ncreasingl y di ffi cult， so we  all arranged that 1  woul d 

eventuall y  move to J apan to oversee the remai nder  of the  proj ect.  A  

year  before the end  of the  project， 1  moved into an  apart ment  in 

Osaka- Ko， wi thin short walking  distance of the  construct i on sit e. 1  

spent  many  late ni ghts in the proj ect coordi nati on offi ces of  E DR， 

whi ch were  locat ed  by then in the  ground fl oor of the T empozan 

Market pl ace bui l di ng.  In  the wint er ， the proj ect rOOI11 was  often qui te 

cold， and we  wor ked with our overcoats and regul at i on E DR  construc-

ti on h巴Imets on.  T he  kerosene stoves were usual l y i nadequat e for 

heat i ng， but the spi r it  of  camar aderi e  made up for  it. 

T he  cul tural  exchange whi ch natural l y  evol ved duri ng the course of 

this i nternati onal  proj ect was  a  cheri shed end in itself ， but  al so shaped 

the outcol11e  of the proj ect as wel l  as hel pi ng the cont i nuit y  of the 

design  effor t. T he  internati onal  management  out look of Shi ngo 

Y a ma guchi all owed  the initi al  contract ual  di scussions between  E DR  

and C7 A  to  qui ckl y sol i dify. 1  wi ll always  be grateful  to the educat i on 

whi ch Masaaki  Sugi mot o gave me  duri ng visi ts to the Iwashi mi zu 

l antern festi val  and vari ous basho whi ch occurred in Osaka.  1  eventu-

all y  became a  S umo addi ct ， an i nterest which 1  fol l ow to this day and 

whi ch 1  know influences my  current  desi gn wor k in the Uni t ed States.  

ugi mot o- san's sensiti vi ty to cul tural  mat t ers is  refl ected in hi s  leader-

shi p of many  of EDR' s  int ernat ional  projects.  T h巴 same must  be said 

about  Shoji K ur okawa， my  cl ose coll aborator on the  aquar i um pro-

ject ， whose experi ence st udying  in the Uni t ed States is si mi l arl y  usef ul 

in the E DR's role  as a  faci l i tator and l eader in coll aborat i ve proj ects 

Whe n refi ni ng detai l s in the Tempoz an Market pl ace， I moto-san and 

1  would del i berate the virtues of Shel by Cobr a raci ng cars， and 

Harl ey- Davi dson motorcycl es;  event uall y， detai l s of the rath巴r aca-

demi c di scussi on woul d i nf l uence our resol uti on of an archi tectural  

d巴tai l. T h巴re wer e many  others who c ame to us in the Unit ed States 

or hosted me  in del ightful  and provocat ive ways.  1  thi nk muc h of the  

st rong  int ernati onal  f lavor of the  Osaka Aquar ium and Mar ket pl ace 

came  f rom i nterchanges such as these in additi on to the strength of th巴

initial concept  

1  bel i eve E DR  is  part  of a  new breed of int ernat ional  desi gn profes 守

si onal s， ext raordinari l y capabl e not  only  for the coordi nati on of 

c omplex proj ects wi thi n J apan， but prepared for chal l engi ng proj ects 

t hroughout  the worl d.  The exp巴ri ence they devel oped wi t h us at 

Tempoz an， and si nce then with a  wi de range of internat ional  archi-

tects  is  c1ear evidence  of thi s  apt itude.  COl l l pani巴s of archit ects  and 

engineers  have the value  of thei r  reputat ions  and the  quali ties of th巴Ir

leaders  and staff :  the coll aborat ive abi l i ty and the talent  of E DR  

made a  di stinct i mpressi on on the success of a  f or midable  proj ect ， and 

it wi l l  no doubt  cont i nue to do for others yet to cOl l le 
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成功したプロジ、エクトが、苦労なしに達成されたと見えるのはご

く自然な ことだし、建物の外生むこのシンプノレさが、人々が完成した

建物を楽しむのと同じくらい容易な ことと思うこともごく自然なこ

とである 。 しかしながら創造する ことに大変な努力カ礼、るように、

大プロジ‘ ェク卜をシンプノレ、且つクリア ーに構成するには大変な経

験を要する 。できあがったH寺、そのコンセプ 卜の明快さを示すには、

大勢の人々の努力とプロジ、エクトを良くするため互いの協力をして

ゆく深い情熱が必要て‘ ある 。

大阪アクアリアムと天保山マーケッ トプレースの場合、人々の印

象の強さは環太平洋と太平洋の再現い、う企画アイデアの単純さに

よるものである 。設計者として私達は、建物の材質的なものよりも、

プロジ、エク 卜のアイテ、アに取り 付カ3 れていた。私達は様々な太洋の

楼息物を通じて、驚異、 およがり、そ して豊かさい、ったものを表現

することに興味をもち、そ こで来館者に、水や、そ こでの生命体の

驚異や豊かさを経験させたかった。

リング ・オブ ・ファイア ーのコンセプ卜と大阪アクアリアムの実

際の計画は他の出版物て多〈紹介されているが、その大プロジ、エク

トがデザインから完成まで 3年半て完成され、 26のMI織と 3 ヶ国か

らなる 200人近くのアーテイス ト、デザイナ一、建築家、投手fq: 者そし

て建設関係者による秒J語は、大変な偉業であり、もしかするとプロ

ジ、エクトそのものと同様のモニュメン卜ではないだろうか。

設計の始めにあたって、プロジ‘ ェク卜の核として 4 つのグループ、

大阪ウォ ーターフロント開発株式会社 (OW D)、設計チームとして

ケンブリッジ ・セブン ・アソシエイツ ( C7A) と環境開発研究所

(EDR) そして竹中 ・大林 ・鴻池の建設 J V がその位置付と役割を.

与えられた。当初はチームの構成や仕事の範囲などで多少の行き違

いがあった。 2つの設計チーム ( C7A 1: E DR) が重複して極めて

丸十邸哉となる こと、来国グループは大阪の都市プロジ、エク卜の複雑

さを知らなかったり、また日本の設計グノレーフ。は高度に専門化 され
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たコンサノレタン卜をt雌殻に組み入れる国際? 経験をもっていなカ B った

こと、また世界にアピーノレするプロジ、エク卜を育てる こと等々 が、

チームのリーダーやメンバー達の間で話し合われた。 しかしながら

スタ ー ト数ヶ月後にはそれぞれの役割は互いに入り組み広がってい

った。プロジ、エク卜の最終段階には、各グループのすべ、てのメンバ

ーがフルに参画することなしに成功はおぼつかなかった。

C7Aのデザイン コンセプ 卜の展開、展示や技術コンサルタン卜と

のコーデタィオ、ーションを行う f交剖は告支ったものの、 ED R のf交割 I.:J:

プロジェク 卜の進展とともに増大し、参画度やプロジ、エク トへの理

解が深まるにしたがって最重要となった。 C7A にとって ED R はプ

ロジ、エク卜の心臓部、天保山の現場への架げ橋であった。ED R チー

ムによるデザ、インコンセプ 卜実現に対する貢献によって、 C7A は革

新的な事務所 として、その歴史の中て最高傑作をつくる こと カfでき

た。反対に E D R チームの有能な建築家や投手時による サ ジ、エツシ

ヨンも建物に閃映されていった。詳細段階ていしば しばそのような機

会がみられた。基本設計の最終段階に C7A の設計と技術チームの

土なメンノ f ーが一週間にわたって成果物の説明を行うために日本を

訪問 した。大阪の本町通りにある E DR のプロジ、エク トノレームでの

ED R の質問は詳細 にわたり、且つ刺激的なものであった。私は

ED R のi卿 11、C7Aのノカレガ両博士による、構造上の日本の強度基

準や、 地震痛の上の不安定な土質に 11 ，000 トンのが槽ぞ支えるため

のベストのブ刀去を見つけ出す長いディスカッションを特に想い出す。

E DR  は地震時のi耕皮状の波によってひき起きれる荷重についての

コンピュータ一分析を行う ことを決め、このような多くの角平析がプ

ロジ、エク卜を理解する為に必要ていあった。後に、 これはさ IJ t ' 深刻

な話ではないが、グレー トバリアリ ーフ7同Eの波動装置設計に際し

三島氏のジ、エッ卜ノズノレの位置や強さに関する実験への限りない努

力を賞賛したし、。 それはオ ーストラリアのサンゴ五僚に寄せては返す

太洋の波を再現するのに五色対必要なものであった。多くの同様な協



力事例が、この特奥なプロジ. エク卜てやは発生した。 アリゾナのツー

ソンて示は C7A とED R そしてラーソンカンノ f ニー ( C7Aの展万言コ

ンサルタン卜の一つ) が、砂漠気候の中て1可日も擬岩のノ叶、ノレの検

査と「円本の森J の杉の擬木の根から幹にいかに空調ダクトを設け

るかの打合せを行っていた。カリフオノレニアのサンテ1 エゴでは、

太平洋7ド憎の 30cm厚 5mスパンのアクリノω 旬、ノレの最終のディテ

ーノレおよび透明度の検査が行われた。大型ノ叶、ノレのいくつかは大阪

への出荷 9 ヶ月 前に建設されたオー トクレーブによって造られた。

あまりの多量のアクリノレ発注の為、競合するレイノノレズポリマ一社、

三菱、そして住友は、その製造目標に向って協力せざるを得なくな

った。オーストラリアのメルボルンては、レス ・ギノレパー トカtLi ，の

戸、波の音、そして鯨のなき 戸を展示ギャラリ ーでの放送聞に調整

をしていた。 ピノレ ・フリンとスコッ卜 ・ラザ、フォ ー ド ( C7Aのコン

サルタントて"1m穫のスペッシャリスト、 0 ¥司r Dのメンノ f ー) は、ジ

ンベイザメ: t fl l挫の為、 i中制の遠洋i，(: (l 指J l 合に交渉に 出かけた。

プロジェク 卜の初期段階で C7A 1: ED R  は、大阪とケンブリッ

ジ‘ の聞で241時II f1を使って設計を行うべ〈、 F A X、電話と航空宅配便

をあてにした 。 実際には正ＱｩＧ Ｈ ｾてやリアノレタイムのコミュ ニ ケ ー ション

が重要となり、 C7A チームのメンノ f ーが実施図商の打合せに大阪を

訪れるこ t が多くな った。ポストンから大阪への毎月のi出張では、

最初の 2年が過ぎると間に合わなくなる程、打合せが増大した為、

私がプロジ、エク 卜の整理者として円本へ移る こととなった。竣工 l

年前に私は大阪港のアパー トへ引越したが、そ こは現場から歩いて

数分の場所ーだった。マーケッ トプレース棟の 1階にあった ED R の

設計室で、夜遅くまで、、共同作業を行向ったが、冬期、設計室は非常に

寒〈私達はオ ーノf ーを着て ED R のへノレメットをかぶっていたこと

もあった。石油スト ーブも火力不足だったが、友情の熱い心がそれ

をやmっていた。

国際的プロジ‘ェク 卜街並じての自然な文化の交流はそれ自体大切

であるが、設計作業の遂行上にも重要であるとともにプロジ、エク 卜

のでき上りにも i傍辞する 。インタ ーナショナノレマネージメン卜を担

当 した山口信吾氏は EDR! : . C7Aの契約業務を迅速に緊密に行っ

た。杉本正顕氏には石清水八幡宮の祭りや、相撲の大阪場所を見る

こ t を通じて行ってくれた教育に感謝してし、る 。私は実際、今でも

相撲中若手で、アメリカてゆ私のテ可、インにも長邦附与えて L、る 。杉

本氏の文化への時|企は ED R の国際プロジ‘ ェクトにおける彼のリ ー

ダー シップにも反H央されて いる。水族館プロジ、エク トの私の最も緊

密な共同設言問である黒川省二氏についても語らねばならない。彼

のアメリカてやの留学経験が、このプロジ、エクトの促進者であり、 リ

ーダー としての E DR のf娘 IJ の"1
1
て役立ってし、る 。マーケットプレ

ースの詳細設計において井本氏と私はハーレーダピ‘ ットソン社のレ

ーシングカ ーであるコブラ? 注目し、それは建築ディテーノレテ。ザ、イ

ンにも ii勉噌与えた。 このプロジ. エクトを通じ米国に米られた方々、

私を l暖かく 迎 えてくれた多くの方々がし、る 。相、は大阪アクアリアム

とマーケッ トプレースのi;
郎、匡|際感覚の香りは当初の コンセプ トそ

のものの強さに加えて、これらの交流に依るものと考えている 。

E D R は国際的設計のプロ集団としての新種であり、国内て" の複

合プロジ、エク卜のコ ーディオ、イ卜だけでなく、世界中のプロジ、エク

卜に羽凶設する能力を備えている 。天保山での私達との経験、その後

の世界の建築家との経験が明らかな証明である。建築家と技符情を

擁する t蝉哉は、 そのリ ーダー とスタッフの号判断と資質で'f ill i値カ斗夫ま

る。ED R の共同設計の能力と資質は、 この恐るべきプロジ、エク ドの

成功において 印象的であり、それは今後も 他のプロジ、エク 卜に
*It
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されてゆく ことは疑いない。
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寄 稿

伝統の継承・現代の徒弟制度

Eri k ・Al schul er - 一 一 アメリカ

My  goal  was  to find  out  what  it was  that  has  al l owed the ] apanese 

such consistent  Sll CCeSS despit e  the  vast  changes in technology and 

forlll in the  last one- hundred  years  

In Ill y  nearl y  t wo year  int ernshi p at N i kken  Sekkei， 1  found a  systelll 

of Valll eS and att itudes which  are， 1  believe， di rectl y  responsibl 巴 for

thi s  success.  1  becal l l e aware  of the ori gi ns of these values duri ng  the  

year  1  spent st udying  ] apanese archi tecture whil e  enroll ed  at Cor n巴11

Uni versit y  and on  Ill y  subseqll ent  st udi es in ]  apan  before  and  aft 巴r

graduati on.  Inl l l Y  stlldi es of the  preindustr ial buil di ngs of ] apan， 1  was  

struck by the  consistent perf ect i on and precision  in all aspects of 

construct ion &  design  ;  the  great  attent i on to detail s  ;  and the  hi gh 

degr巴e of  1ll 0dll lari zat ion. T hes巴 tendencies have surv ived  in to the  

pr巴sent peri od. 1  woul d  characteri ze at least  the first  t wo tendencies as 

aspects  of the  the “ art isans" Ill ent ali ty 

Thi s is  not  to say that  ] apanese archit ectural  pr ofessi onals  are  under  

edll cated， for  in deed， it  is  qllit e  the  opposite. T hey benefit frolll the  

best  aspects of tradi t ion  and  conti nuity in  a  way  that west ern and 

especiall y  A lll eri can  archit ects  can't dll e  to the  di scontinui eit es of a  

prolonged indust riali zati on. Li ke  the  best pr 巴I l l od巴rn craftsl l l en， the  

desi gners  1  work with typi call y  give great e mphasis  to past  sll ccessflll 

precedents， and pay a  hi gh  degree of att enti on to  detaili ng and perfec-

tion  of techni que. Thi s  tends to pr oduce very  SOllnd， lasti ng  bui l di ngs 

of a  qui etly  ret iring  and classic  qll alit y.  Li ke  the  best of  traditional  

] apanese prOdllct s， these blli ldings achi eve a  sort of tilll elessness 

gained  thr oll gh  gradual  refinel l l ents car巴fllll y Ill ade  over the  cOl l rse 

infini t e  it erati ons. 

T he  continll it y  r巴qui red for thi s  sort of evolutionary  refinelll ent ， is  
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Ill ost COlll monly  found in organizati ons  havi ng  li fetilll e  ell lploylll ent ， a  

system com mon  in ] apan.  T he  mechaniSIll whi ch translllit s  craft 

values is  to be  fOl l nd in the  pseudo- apprent iceshi p systelll of COIll -

pani es li ke N i kken.  One  suspects that this  systelll can  cont i nue  to 

f uncti on beCall Se the  st abilit y  of  the  work force has all owed continlli ty 

of instituti onal  memor y， an  att ri bute di ffi cult to fi nd in the  Amer i can  

wor k place due  to its hi ghly  fluid  empl oYlll ent pract ices.  T he  relat ive-

Iy  hi gh  wor ker  turnover  of  Ill ost All l erican f i rms  generall y  precl ll des 

such  whole  scale  transf ers  of institl ltional  valll es， and  of th巴 personal

identif icat i on wi th a  cOl l l pany  fOl l nd in many  ] apanese cOl l l pani es 

Conversely， YOllng  A meri can d巴signers，who rarely  stay  mor e t han a  

fe w years  with the salll e  f i rm duri ng the  earl y  part of their carri ers， 

are exposed to  a  wi der  range of inflll ences t han th巴ir ] apanese cohorts. 

Y oung  archi tects in a  c ompany  like  Ni kken， on the  ot her hand， have 

an opportllnit y  to perfect thei r craft over long  per iods  of  sll stained  and 

intensive tl l telage under  their seni ors， and forlll a  st rong  identifi cat ion 

with  thei r compani es. U. S.  f ir lllS tend to vie w experti se as somet hi ng  

to be  acqllired throl l gh hir ing  experi enced  people， rat her  than， as in 

] apan， somethi ng  to be developed  in hOll Se. Each systelll clearl y  has  its 

o wn  III 巴rits，and it is  best  that indi vidual s be  abl e  to  chos巴 a systems  

fitt ing  their o wn  needs. 

T he  arti san i nspired values of the Ill odern archi tect ural  profession  in 

] apan  are not  uni que  in k ind， bll t  in the  scale  and consistency at whi ch  

they have survived  industriali zat ion.  F or  me  the  value  of c oming  to  

] apan  is  the  opportll ni ty to  learn in an  environlll ent di ff icul t  to  fi nd in 

Ill y  o wn  country- to learn the  till leless ways  of the craft s- person  as 

appl i ed to Ill odern archit ectllre  



過去 ＱＰＰ 年間の歴史の ｾｉ Ｍ Ｇ てや、建築の技術や形態が大きく変 化し て

きたにもかかわらずに、日本人に一貫して優れた建築を生み/1'ゆ せ

たものは何か。私の目標は、それを見つけ出すことでした。

日定設計での約 2年間の初f {1萎をjmして、直接の原岡は、これでは

ないかと気付いた事があります。それは、建築に対する日本人の姿

勢や何日値惑い、 ったものです。私は、コ ーオ、ノレ大学建築制ヰに在籍

"1一l、及び卒業の前後に 日本を訪れた際に、 円本の建築を学びました

が、その際に、この建築に対する仰li 他J惑の元になるものに気付いて

いました。 日本の工業化以前の昔の建物を見て、感銘を受けた点は、

q漣築の設計 ・』むこの全ての点における 一貫した完全性と正確さ，

②ディテーノレに対す到来し、配慮; ③高度のモ ジ、ユーノレイヒでした。 こ

れらの傾向は、現在まで生き残っています。少なくとも ①と②は、

「職人気質J に根ざすものと 言 えると思います。

職人と 言 うと語弊があるかもしれませんが、 言 わんとするところ

は、 11*の建築家が職人のように伝統を重んじ、その恩恵を述綿と

して受けている点にあります。 これは、外国の、特に工業化のH寺代

が不連続ながらも長〈続いたアメリカの建築家には出来ないことで

す。私の職場て主に働〈設計者は、過去の成功例を参考にすること

を重視し、収まりや技術の完墜さに大いに こだわることが常です。

この事が、奇をてらわない、正統的てや、健全かつ長持ちする建築を

生み出す傾向を作っていると思われます。 円本の白最最R芦高草奇iのイ'i;統工芸J

のように、 これらの建!

ｼ限恨 に〈り返して得られるテ永 ｫ 述 ｻ佐伯性 ｾ ｉ生 ｼ主 Ｎのようなものを制 Ｔ穫笠得しています 。

この: i i 怖としたi先練作業は、刊本てや一般的なシステムである終身

雇用制度を持つkru裁で最もよく兄受けられるものてやす。 この様な技

術、技能に対する価値感を伝承するメカニズムは、日建設計のよう

な会主1:の徒弟制度にも似た手から手へ、 心か ら心へ伝える トレーニ

ング ・システムの "1
1

に見ることがで3 ます。 この様な姿勢が生き残

っている理由は、企業内の戦力が安定しているために、企業内に知

識を拠続して蓄干1'iて》るからではないかと忠われます。 これは、 雇

用形態が極めて流動的なアメリカの職場には見つける ことが困難な

ひとつの特性だと思われます。大部分のアメリカの会社てやは、社員

の転職率力f比般的高いため、 FI本の多くの会主tてや見受けられる企業

内の仰i値感の伝承や例人の企業に対する ーイ本感い、 った ものは、ほ

とんど見受けられません 。 米国の建築家の場合は、駆け ｉｾ ｉ Ｍ Ｇ ｉ しの頃は 、

一般的に同じ会社に勤めるのは、せいせ、い数年間なので、円本に比

べ、て、止策々 な職場て。|隔の広 L、経験を和む ことになります。一方、 円

建設計のような会社の若い建築家は、長期間にわたり、ひとつの職

場で、白からの技量をみがき上げる機会を与えられており、先輩か

ら、長期かつ一貫した指導を受けて一人前の建築家に育ってゆき、

かつ会社に対する 一体J惑を持つようにな ります。米国の会社は、専

門技術は社内で築き上げるものではなく、その経験を積んだ人を雇

用することにより得られるものと考える傾向にあります。 FI 米の こ

れらのシステムは、失々に、長所と短所があるので、 イ|古|人がそのど

ちらかのシステムを自 由に、選択できるようになれば望ましいと思

います。

近代の建築において職人芸 を想起させる質のif7jいものは、 |二|本に

かぎらず他の国々にも兄受けられますが、円 本てやは、職人気質が、

工 業化の時代にあっても 一貫して、広範囲に継承されてきた事がユ

ニー クだと 思い ます。私にと って 1-1 :.1¥立て官i}Jく こと の価 値は、l¥i'fイ吃を

超越した 「職人気質」が近代，建築に生かされている桜ーを学ぶ機会が

もてる ことにあります。

( エリ ック アノレシエ ラー / 11 建設計訓告¥i ¥ 

コーネル大ρH l ! 然、月ト卒 業/
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寄 稿

技術や知識をアジアの国々 と共有しよう

Rudy ・Tanamal - 一一インドネシア

In the  last 30 years， ]  apan  has el1l erged  as one of the most fasci nat i ng 

and ri ch nat i ons on earth. Ther e condi ti ons  also bri ng ] apan  as one of 

the  leading  cOl l ntr ies in all1l ost every  fi 巴Id，f r om the m巴di cal technol -

ogy to c oml1l llnicat i on as well as archit ectllre. For  foreigners， ] apan  

has long  had appeal  to b巴 a modern cOllntry  and very  adranced  in 

technologies. 1  as l1l ysel f ， 1  al1l always  fasci nated by the ] apanese 

archit ectl l re how hi ghl y sophi st icated and sllperb the ] apanese archi 

tectl l re is 

Af t er  1  fi ni shed my  stl ldy in the lI nited states， 1  came  and start ed  

worki ng  in Osaka， ] apan. Being  the first ti l1l e  in ] apan， everythi ng  

looks so sl1l all and v巴ry crowded， 1  get  lI S巴d to thi s sitll at ion as ti l1l e  

goes on.  Af ter for a  whil e， 1  start ed  not hi ng the di ff erences bet ween  

]  apanese architect llr巴 and west ern cOllnterparts.  The ] apanes巴

achit ectll ral  wor lcl are  very hi ther to lI nderstoocl  to be f l l ndamental l y 

very  diff erent f rom the  west ern parts.  As  west ern archi t ect llre  pl ays a  

lot of  inflll ence in ] apan， ] apanese archi tectl l re has very  littl e  to 

inflll ence or  contribl l t e  to the western archit ect llre  rath巴r than  its 

technol ogi es.  

For  foreign巴rs it is very  harcl  to lI nder  stancl the j apanese archi tectl l re 

becall s巴 of the constant clll al i ms  that appers in the  j apanese archit ec-

tllre.  ¥司restern ancl eastern icl eas and contrast ing  sty les that exists-

COIOrf lll ， decorat ive，巴xllberant on one  hand monochrol1l e， linear  and 

refinecl on  the ot her.  It is  very  ir oni c  that in ] apan where  a  society  is  

kno wn  for  it s  for mality ancl hOl1l ogen巴Oll S society  here  archit ects are  

able  to do  thi ngs art ist ically  they wOl l l d not be able  to cl o  it some-

where  else.  May be  cllle to the technologies and economi cs capabiliti es 

Besides all of th巴se，som巴 ] apanese archit ects  look to  the  west  to 

clesign or create a  blli lding. Instead  of t aki ng the  pri nci pl es icl eas of the 

bl l i l dmg  ancl  interpret it in thei r owns  ways， they tencl to copy di rect ly  

f rom the  west ern cOl l nt erpart s  and with the excessive nl l mber of  

architects in ] apan  and lack of aest heti c  pl anning  gllidelines， archi  

tects here  are copying  and borrowi ng the vocalコ1I 1ari es of archit ect llre  

frol1l each  ot her. A nd becal l se of these reasons， ] apanese archit ect llre  
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has  b巴巴n criti cize it s  lack  of ori ginalit y. 

Here  in ] apan， bllilclings try to win  the people  attenti ons.  By  all  these 

means， ] apanese archi tectl l re becomes medi a  messages to sell or  to  

prol1l ote s om巴thi ng. And the bl l i lding  lif e  is  very short  becall se the 

bl l i lding  acts as a  bi l lboard to sencl the 111巴ssages.

T he  preservati on， here in ] apan， has very  littl e  effort to save th巴 old

bl l i ldings. Mor e and 11l 0re  tradi t ional  hOll ses are r巴pl aced by the 

cont emporary  ones sooner  or  later， ther巴 is no one  1巴ft behi nd and it  

is  very  sad  to see the destrl l cti on of  the  tradi ti onal  valll es in order to  

meet  the cont el1l porary ones. Event hOl l gh the social concliti on  has been  

changed， 百へre have to save or  to protect  the  old bllilcl ings as part  of 

society， becal l se what archi tect llre  is  not onl y  sOl1l et hi ng  ne w bllt al so 

the  old ones whi ch  is  the  fl lndal1l ental  of th巴 present conditi on.  And 

l1l any forei grers who  COI1l 巴 to j apan  they li ve to see the  new design  as 

W 巴11 as the tradi tional  ones 

1  am not  a  writ er  or  an expert on  ] apan  so all of  the  criti cizes that  1  

l1l ent i ored above ma y  be wrong. B lI t  al l  of there criti cizes that 1  

ment i oned here  are  based  on what 1  see and what 1  thi nk 

It  has been  2/2  years  since 1  c ame to  ] apan my  stay in ] apan have been  

very  rewardi ng.  1  have learned  great deal  abol l t ] apan， it s  cll ltllre ancl 

it s  archi t ect llre  with more  int ernat i onali sl1l 1  hope ] apan is  wil ling  to 

share  it s  technologies and kno、.vledge to ot h巴r cOll ntri es， spec ial ly  1' 0  

the  As i an cOl l ntri es whi ch  are for  behi nd.  

Despit e  of the criti ciSI1l that 1  menti oned  above， ] apanese architect  

are  very  skillfll l  handli ng  the  detai ls  and c ombining  the mat eri als 

(finishi ngs materials) t han any  other  architects  in the world 11l 0re over， 

j apanese craft rvenships  are very  sophi st icated  and  hi gh  gll alihes the  

existences give the bl l i lding  more  sense of lif e. Having  the  ideas of  the  

west  and the  East ， the past and  the flltllre， the si mpl i cil y  ancl the  

compl ex it y， ] apanese archit ect llre  is  very  di st ingl l i shed in its o wn  

way.  And 1， l1l yself always  admi re  it. 1  hope  1  cOll ld learn somethi ng  

mor e that 1  di dn't  k now abol l t the ]  apanese archi t ect llre.  



この30年で日本はとても魅惑的て裕福な固となった。建築の分野

に|浪らず、医学技術からコミュニケーションまで、ほとんど全ての

分野において一流の国になった。外国人にとって、日本は近代的で、

最新の技術を持った固として、魅力的に映っている 。私自身、日本

の建築は何と j先練されていて見事なのだろうかしいつも魅了され

ていた。

アメリカでの勉強を終えて、私は大阪で働き始めた。初めての日

本滞在で、全てのものが小さく、 i毘み合っているように見えたが、

それにはやがて' 慣れてきた。しばらくすると、日本の建築と西洋の

建築の違いに気付き始めた。今 まで 日:本の建築は、西洋の建築とは

本質的に随分異なると考えられてきた。最近では 日本の建築は西洋

の建築から多大な最長宅陀受ける 一方、西洋の建築に対してはほとん

ど景縄宅及ぼさず、貢献するところがない。 日本の建築は常に二両

性を持つので、外国人には非常に理解しにくし、。西洋と東洋の思想、

対照的なスタイノレ、つまり、 一方ではカラフノレて7ド常に装飾的てーあ

り、他方では車線的て? 先練されているい、った二面 |主が存在する 。

形式的( フォ ーマノけてい、単一民族国家である日本の社会で、建築

家カ港術的な仕事守することがで3 るのは皮肉である 。他の国てやは

恐らく不可能なことが、日本の技術力と経済力によって可能とな っ

ている 。

また、日本の建築家の中には西洋の建築をまねて設計しようとす

る人がいる 。建築の原理を自分なりに解釈せずに、西洋の建築家か

らそのままコピーする傾向がある 。 日本には建築家が多すぎるし、

審美学的な計画の指標が欠けているので、日本の建築家は互いに建

築の用語( ボキャブラリ ー) を借用したり、 コピーし たりしている 。

そのため、日本の建築は独創|主 ( オリジナリティー) に欠けると批

判される 。

日本てやは建物が人々の関心を号 に うと争っているようだ。事実、

日本の建築は売り込むための宣伝手段と 化 してし、る 。建物はメッ セ

ージを発信するための看板 としての機能そ持つので、その寿命は非

常に短くなっている 。一方、古い建物を保存するための努力は、ほ

とんどなされていない。伝統的な家屋は次々と現代的なものに建て

越えられる。現代の1i 価値感に合わせるために伝統的な価値が廃され

ていくのを見るし とても残念に思う 。社会的な状況が変化しでも、

社会の一部 t して存在する古い建物は保存し保護しなければならな

い。新し L、ものだけが建築ではなし、。古い建築はすほのものの基礎

となってし、る。日本を訪れる数多くの外国人は、新しいデザインと

同様に古いものも鑑賞したいと思っている 。

私は詞論家ていも、日本に閲する専門家でもないので、上記の批評

に間違いがあるかもしれないが、全て私が見て感じたことである 。

日本に来て二年半になるが、日本に滞在して得たことはとても大き

い。 日本の文化や建築についても多くを学んだ。 1' 1本がも っ と国際

的にその技術や知識を、特に発展途上のアジアの国々と共有する意

ぷを持つことを願う 。

今までに述ぺた日本建築の批判に拘わ らず、日本の建築家のディ

テーノレの処理や、イ土上げ材料の遅択は他国の建築家よりもはるかに

優れている 。 また、日本の職人技術はとても Htt*されていて質が高

〈、その存在が建築に息吹を与えてし、る 。西洋と東洋、過去と未来、

単純さと複雑さといった二面性そ持ち、1 ' 1本の建築は際立つている 。

私自身、常に感心している 。 これからも、日本の建築についてもっ

と知りたいと思う 。

C"T"1 タナ 7) v / i 't志 酬 環 境 企 画 室、

フロリ ダ大学卒業/
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寄 稿

実質的な結び付きの為に

M.  Smi t h一一一アメリカ

T he  geographi caJ  and psychoJogicaJ  barri ers  whi ch  have hi stori caJJ y  

i mposed  and maint ained  cuJ turaJ  di visions  are  conti nuaJ J y  being  erod-

ed  by  the  si muJ t aneous  exchange of  inf or mat ion  and the  gJobaJ  satura-

ti on  of  medi a  i mages.  Thi s  has had a  di rect  eff ect on  cllJ turaJ  produc-

ti on  in generaJ  and the  profession  of  archit ectllre  in parti cuJ ar. 

Becaus巴 of the  speed  at  whi ch  concept s  and ideas can be  exchanged  by  

fax and comput er  net works， and the  deveJop ment of  an int ernati onaJ  

conscioll sness t oward archi t ectllre  due  to  increased  exposure  through  

archi t ectllre  pubJi cati ons， the  number  of  foreign  archt ects  being  hired  

for  work in other  countri es is  ever  increasing. T he  idea  sketched  in L. 

A .  arrives at  an  offi ce in T okyo in mi croseconds  and becomes a  

bui J di ng  in another  corner  of  the  gJobe  aff ecting  the  Jandscape  and the  

Ji ves of  peopJ e  therein 

Und巴r these conditi ons  int ernati onaJ  partnershi p becom巴s not  onJ y  

possibJ e  but  inevit abJ e  and， if  archit ecture  is  to have a  meani ngfuJ 

posit ion  wi thin thi s  mi J i eu， necessary.  UJ t i mateJy， the  questi ons  must  

be  asked: what  are  the  bas巴s of  reJevant  design  when  tr aditi onaJ  

notions  of  t i me  and pJace are  di spJ aced  by  technoJogy， and ho w can 

archi tects  from diff erent Cl l JturaJ  backgrounds  work togeth巴r to  face 

the  chaJJ enges posed  by  thi s  ne w paradi gm and for m an effecti ve 

criti caJ response? 

Recent works  being  compJ eted  by  foreign  archi tects  in ] apan  off er  

substanti ve responses to  these questions. Nexll s  WorJd in Fukuoka 

and the  Ar t poJi s  proj ect  in K u mamoto  headed  by  Ar at a  Isozak i  are  

two  signi fi cant  exa mpJes invoJving  notabJ e  archi t ects  fr om the  US  

and E lI rope， as  weJ] as  ] apan， which  represent an important int erface 

of  gJobaJ  and regional  concept s  at  a  JocaJ  scale  

eX lI s  W orld， aJthough  controversiaJ  with respect to  cert ain specifi c  

archi t ecturaJ  condi ti ons， represests  a  powerfuJ concentr ati on  of  

muJ t i cuJtllraJ  coJJ aborati on  whiJ e  Ar t poJi s  att empt s  to create a  non-

Western modeJ  of  urban  design  whi ch， dll e  to the  parti ci pation  of  

foreign  archit ects， is  not  compJ eteJy  E astern either  bllt a  hybri d of  

inflll ences. 
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Such  projects  have onJ y  been  Sll CCeS$.I uJ ， however， through  the  con-

cert ed  eff ort to  overcome  the  many  probJ ems  whi ch  continl l e  to  

frustrate  int ernati onaJ  coJJ aborati on;  probJ ems  that stem from adher-

ence  to  oJd modeJs  and prej udi ces as weJ] as cuJ turaJ  mi sconcepti ons. 

In order  to  overcome  these remaining  barri ers  it is  i mport ant to  

deveJop  a  mut uaJ  understandi ng  of  the  pr ofessionaJ  and cuJtllraJ  

condi ti ons  i nvoJ ved  in the  int erpretati on  and reaJi zati on  of  an  int erna-

ti onaJ  archi tecturaJ  proj ect. Thi s， however， can  not  be  achieved  

through  vi rtuaJ  net works  aJ one， but  throll gh  di rect  experi ence 

Such is  the  moti vati on  of  my  internshi p in ] apan; to  make  a  corporeaJ  

connect ion  pri or  to  int eracting  thr oll gh  ethereaJ  medi a  

Based  lI pon  a  recogniti on  of  the  gro wing  economi c  and cllJturaJ  int er-

dependence bet ween  th巴 US and ] apan， whi ch  wiJJ no  doubt  Jead  to 

int ensifi ed  cuJ tur aJ  exchange and int eracti on  between  US  and 

] apanese archit ects， it  has become  my  goaJ  to  estabJi sh  a  framework 

for  future  int eracti on  by  gaining  expOSllre  to  the  archit ectural  cJ i mate  

in ] apan  direct Jy  and by  deveJopi ng  an  i nt i mate lI nderstandi ng  of  the  

factors  whi ch  contribl l t e  to  endemi c  design  processes， and by  int er-

pretating  foreign  ideas and worki ng  methods  

E xperi encing  the  i nner- work ings of  the  j apanese design  profession  

first-hand wiJJ not  onJ y  contri but e  to  my  work as  a  fllture  pract icing  

archit ect  in the  US  but  wiJJ faciJit ate  my  inevit abJ e  deaJings with  

] apanese archi tects. Wi t h an  understandi ng  of the  aspects  invoJved  in 

the  design  process， such  as management  practi ces and constructi on  

techni ques， as weJJ as  the  cllJtllr aJ  and aesth巴tic subtJ eties whi ch  are  

the  bases of meani ngfll J  design  in ] apan， a  mOI巴 frllitful reJati onshi p 

wiJJ be  forged  

Such  an understandi ng  is  essentiaJ  to  eff ecti ve coJJ aborati on  and 

criti caJ archit ectur aJ  pr acti ce， as communi cat ion  technoJogies faciJi -

tate  the  transcendence of J i mi t s  i mposed by  geography  and hi story， 

and cuJ turaJ  int erreJati onshi ps  become  more  compJ ex;  essenti aJ  not 

onJ y  bet ween  the  US  and j apan  but  gJobaJJ y. 



歴史の上では、 地理的、心理的な障害が呉文化問の隔たりをつく

りだし、また五回寺してきた。 それが今、時差を超えた情報の交換と、

メディアが送りつづけるイメ ージの浸透によって絶えず侵蝕されつ

つある 。 この事はもちろん一般の文イ倒産物に直接影響を及ぼすし、

建築と L、う領域に対してはなおさらである 。

ファックスや コンピューターオ、ットワ ークをf変って、設計コンセ

プトやアイテ川アをその場てや交換する ことが可能になり、建築出版

物を通 して建築が国際的な関心 をかう機会が多くなったために海外

での仕事にたずさわるようになった外国人の建築家が益々増えてき

たちま

ている 。 ロサンゼノレスでスケッチされたアイディアが忽ち東京の事

務所に到着し、その建築家からは遠いと ころの地球のど こかにその

建物がたって、景観や住んでいる人々に影響を与える 。

このような状況下では、国際的パー トナーシップは可能というよ

りもむしろ避けがたいものでもあるし、もし、建築がこの環境の中

で重要な地位を占めているのならば、 必然的 とさえいえる 。 そこで

次の様な設問がなげかけられる 。"11寺。や、場所。に対する昔ながらの

概念カ主新しし、技術によってとって変わられた今、デザ、インの基礎と

は何か、各々異なった文化背景をもっ建築家達はいカョに協力し、効

果的批判精神に富んだ解答を出していくか?

事丘日 :本て完成した外国人の作品は、これらの質問に対して言判而

すべき回答を見出している 。ォ、クサスワ ーノレドやアー トポリスの各

フ。ロジ、エクトは国際? 性の5金い コンセフ。卜u也ス或世iの強い コンセフ。卜

との重要な 出 会 い の場が、 地 方のスケ ー ノレて、ＧＷｦｾ成されたものである

といえる 。

オ、クサスワ ーノレドは、ある特殊な建築条件に対しては議論の余地

はあるが、多様な文化の力強し、結集を表現しているし、 一方ア ー ト

ポリスは都市デザ、インの非西欧モデルを創造しようとしている 。 そ

して外国人の建築家が参加している為に完全に東洋風というのでは

なくお互いに影響しあった折衷型である 。

この様なプロジ、エク トは、 しかしながら国際協力を拒み続ける多

くの問題を克服する為の大きな努力なしていは成功しえなかった。 そ

の問題 t は、古い型への執着であり、異文化への先入観や誤解であ

る。 これらの残存する障害 を克服する為には、国際的建築プロジ、エ

クトを理解し、実現するという過程において建築の専門的な粂f牛や

文化的条件に対する有向底的な相互理『解を育てる事が重要である 。

私の日本て。の研修の動機は、空虚な情執禍を通しての遭遇に先だ

って実質の結び付 きを生み出したいと 言 う事だ。

アメリカと日本間の Ｊｾｴ 斉的、文 化 的相互依存カ ｦ 増大しつつあると

いう認識に立っし両者聞の高密な文化交流が生まれ、双方の建築

家が互いに影響し合うようになることは疑いもない事実である 。従

って私の目標は、将来の交流の枠組を確立する 事にあ った。 そのた

めには、日本の建築風土に自らを直接さらし、円本独特のデザイン

手法に5婚を与えていると思われるような事柄刻家〈知って円本的

な考え方、仕事の仕方を理解する ことが必要であると思われた。

日本での社内設計業務の経験は、アメリカで実務建築家としての

私の仕事に将来寄与するだけでなく、今後必ずおこるだろう円本の

建築家達との交流の1 I ) J けになる 。監理手法や建謝支術の様にテ可、イ

ンに直接関わってくる 事柄や、日本の意味深いデザ、インのベースと

なっている文化的美学的巧妙さを理解することによ って、も っ と実

りのある関係が作り出されるであろう 。

コミュ ニケーション技術が地理的、歴史的に果せられた障害 を乗

りこえるすぺを私達に与え、文化的な相互関係がも っ と被雑なもの

となるにつれて、上に述ぺたような事が効果的な協力と鮒駄のない

建築業務に欠かせないものとなる 。 そしてそれは、アメリカと日本

との間だけでなく、より国際的に不可欠なものになるであろう 。

Ｈ ｾ＠ ス ミス / C附 池 組 大阪本18設計 削断 1: .  7 ロリタ)

大学: 卒業、ハーバード大学大学院投下 ι 1' - -建築専 攻 /  
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寄 稿

建築はもっとも u国際的 1/ な職種

Luke  ・T ozer - 一一一イ ギリ ス

Seen t hrough the  eyes of an int erested out sider  ]  apanes巴 archit ects are 

currentl y  enj oying  a  p. i vil eged  posi ti on within the int ernati onal  con-

struct ion  i ndustry. T he  ri se of  ] apan as an economi c  superpower  that 

necessit ated  frenet ic  construct i on has produced some  of the  most 

insightful  and faci le archi t ecture  of recent years. ] apanese archi tects 

in their earl y  forti es have bui l t mor e t han most Western archi tects 

expect  to  bui l d in their lif et i mes.  Set  agai nst  a  cont ext  of Br itish citi es 

suff ering  f rom urban ri gor mort i s  the  dense vari ety  of urban  ]  apan  

provides a  wealth of telllpting  architectural  possibiliti es. In contrast  to 

the establ i shed  urban  f r amework of  st reets， boulevards  and civic  

bui l di ngs in Europe  ] apan's cit y  scape  is  so pot巴nt with vitalit y  

archit ects f rom abroad gape in awe at the  fantasies that have and can  

be  bui l t. 

Muc h of  the Bri ti sh int erest in ] apan， parti cular ly  from those journals  

so keen  on  dramat i c phot ography， has  inevital コ1y  centred  on  the  

fant asti c  elements of ] apanese archi tecture anc1 urbani slll. Wi t h for-

ei gn archit ects  receiv ing  c o mmissions in ] apan  the  nature  of that  

int erest has  turned  f r om fascinati on  to a  genui ne  desire  to bui l c1 

Despit e  Ill ost  wor k by  foreign  archit ects  in ] apan  to  c1ate  bei ng 

achi eved by int ernat ional1y  w巴11 recogni sed practi ces the reali sati on  

that ] apan offers  the chance  to bui l d seems gradual1y  to be dawni ng  

on  the internati onal  archi tectural  profession  as a  whole. The RI BA for 

exalllpl e  recentl y  prepared a  li st  of pract ices interested  in worki ng  in 

] apan  

Having  graduated in archi t ecture  f r om Call1bri dge Uni versi ty， E ng-

land， 1  was  fortunate enough to be  offered  a  scholarshi p frolll Kobe 

Inst itut e， St Cat herine's Col1ege， Uni versit y  of Oxf ord， to st udy  

] apanese language and cul ture  and to research  int o  ] apanes巴 archit ec-

ture. As  part  of this  scholarshi p 1  part i ci pated in an  eight  week wor k 

pl acel l l ent in the Desi gn Departlll ent of T akenaka  KOl l l uten in Osaka 

Arri vi ng with shakey ] apanese and  fai rly rudi l l l entary kno wledge 

about  the worki ngs of  such a  large organi sat ion 1  was  apprehensive 

but  excit ed. Having  been introduced  to  Ill y  bucho and Izacho 1  was  
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escort ed to the  personnel  sect ion  in the  Ill ai n  offi ce to undergo f ormal  

introducti ons  and vetting. Everyone greeted and wel col l l ed III 巴 pol i tel y

and in due course we  ret urned  to the design deparlll ent. The fol1owi ng 

t wo Ill ont hs were  spent worki ng  with Ill y  sect ion on  cOl l lpet iti ons and 

schelll es for ne w proj ects.  Over  this  peri od 1  devel oped cl ose rel ati on-

shi ps  with my  col1eagues and learnt  muc h about  the st ructure  of the 

] apanese const ruct ion  i ndustr y  in general  and Takenaka's  rol e wi thi n 

it in parti cul ar 

My e xperi 巴nces withi n Takenaka di spel1ed  lll any  of Ill y  fears  of the  

diffi cult y  of worki ng  int ernati onal1y  as an  archit ect  and establi shed  

others in their pl ace.  T he  language barri er that appearec1 so daunt i ng 

at first  Qui ck ly  proved sunnount abl e. Archi tecture is  one  of the  f ew 

professions  wher e coml l l uni cat ion  is  reasonably  easy t hanks to the 

uni versalit y  of the language c1ra wing.  Wi t h hi ghl y  advanced  inf or-

lll at ion  t echnology such  as faxes anc1 Comput er  Ai c1ed Design  archit c-

ct ure  shoul c1 be  at the  forefront of internat i onal  pr ofessions  

T he  true  barri er  to i nternational  partn巴rshi p is  ignorance. Unf ortu-

nately  as long  as the publ i cat ions  abroad centre on the aspects of  

] apanese archit ect ure  that  seelll bi zarre anc1 ali en  to forei gn archit ects 

and forgo a  closer  exalllinati on  of the const ruct ion  i ndustry that 

produces t hem forei gn archit ects wil1 remai n unaware  of the realiti es 

of wor king  in  ] apan.  As  long as zenelzon remain c10 minant forces 

wi thi n the ] apanese construct ion  i ndustry archit ects f r om abroad wil1 

hav巴 no choice but  to  work in associati on with them.  These ze昨elzo河

thus have the  greatest  col1ecti ve say in whet her  to promore  interna-

ti onal  partnershi p 01' to excl ude  it .  Unf ort unately  Ill uch  of  thi s  powel  

li es out side  the hands  of the  c1esigners  who  wil1 have the opportuni t y  

to wor k with anc1 1earn f rom thei r forei gn counterparts anc1 instead in 

the hands of admi ni strators who wi l1 Ill eet for a  f ormal  i ntroduct i on 

anc1 probabl y never again. S ince 1  i ntend to return to j apan to wor k in 

the future 1  can  only  hope that even the a dmini strators， parti cul arl y 

the personnel  sect ion， can see  the benefi ts that cl oser l i nks with  

foreign archi tects would bri ng.  



好奇心の5郎、外国人の目から見て、現在の日本の建築家は世界の

建設業界の中において、めくやまれた状況を享受 しているように思う 。

経済大固として台頭して来た日本では膨大な建設需要が生まれ、近

年まれにみる示唆に富む、軽快な建築物を生産して来た。日本の40

代はじめの建築家は、ほとんどの西欧の建築家が一生に建てるであ

ろう量よりも多くの建築を設計しているのではな いであろうか。 イ

ギリスの都市部の荒廃に比 して、日本の郡市の状況は、魅力的 な建

築的可能性を感じさせる。 ヨー ロッパにおける道やフL ノレヴア ーノレ

や公共建築の石直立された都市のフレームワ ークに較ぺて、日本の都

市がもっ活気と可能性は、外国の建築家に、夢と希望のため息をつ

かせる 。

日本に対する英国人の興味 (持にドラマチックな写真に目ざとい

雑誌) は、日本の都市と建築のファンタスティックな商にそそがれ

ている 。日本てゆ仕事を得た外国人建築家にとっての興味の対象は、

驚きから純粋に 「建てたい。J という有延室に変って し、る 。現在、日本

で建てられている建築の多くは、国際的に名の通った建築家によっ

て設計されているが、日本てや建築を設計するチャンスは、海外の設

計者針本 lこ広がって来ているように思われる。例えば RI BA は、最

近、 日本での仕事に興味のある建築家のリス トぞ作成した。

ケンブリッジ大学を卒業して、私はオックスフォ ー ド大学セン ト

キャサリンズカレッジネIjl 戸校から奨学金を授与される 幸運にめくやま

れ、日本語と日本文化 を学び日本建築を調査する こ ととなった。 こ

の奨学金プログラムの一環として、竹中工務庖設計部において 8週

間の業務石刑妻を行う こ ととなった。

ったない日本語と、かくも大きな組織の仕組みもよく知らずに来

社して、私は不安てあったが、 エキサイ卜していた。 2 ヶ月、私は

設言博11において、コンペと新しいプロジ‘ ェク卜の設計作業などをし

てすごした。 この問、私は会社の同僚と 仲良くなり、日本の建築業

界の仕組みと、特に竹中工務庄の位置イ寸けを学んだ。 はじめは、大

きな障害となるであろうと思われた言葉の壁は、ささいなことであ

ることがすぐわかった。

建築は コミュニケー ションが際立つて簡単な専門1制空の一つであ

る。 それは 「図商j という 言語の国際性がもたらすものて。ある 。高

度に発達した情報技術、例えばファクシミリや CAD によ って、建築

は、ホ国際的。専門家の先頭に立つべき 1概重であると思う 。

国際的パート ナー シッフ。の真のパリヤーは 「無知J である 。不幸

な こ とに、海外の出版物が、 日本の建築界の‘ おかしな。而を強調

して、それを浸透させている 。 しかし、日本の建設業界の中て布、ゼ

オ、 コンゲが重要な位置をしめる限り、外国建築家は、 セ守、コンと共

同て1動くしかないであろう 。従って、国際協力を進めるか、排除す

るかは、 これらの Y え、 コゾ が 、 も っ と も t縄 問 を 持 つ こ とにな

る。不幸なことに、国際協力に対する決定権は、実際に、共に働き、

外国からの共働者から学ぶデザ、イ ナーにはなく、形式的 に紹介され、

二度 と会うことのない事務部門にあるのである 。

私は、将来日本に戻って仕事を したいと思っているが、事務部門

( 特に人事部門) が、外国からの建築家との共1ill}] のもたらす利益に

気付くことを願うばかりである。

(…  トーザー/ 側 竹 中 工 務 服 務 研 修 生 ケ ン 打 ツ ジ 大三地

築学科卒.3臣、オックスフォ ー ド大学セントキャサリンズ紳戸校卒ー業/
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アンケート

海外進出を視野において

坂倉建築研究所大阪事務所

- 設問 1. 西日本を中心とした費社の海外設計事務所との国際的共同設計

の実績 (主なもの) を教えて下さい。

'85年か ら3年間ほど、ケ ンブリ ッジ ・セブンのピーター ・シャマ

イエフさんと 、三田市のフラワータウン内の深田公園の設計で.fip-

緒しました。

- 設問 2. そうした国際的共同設計によって貴社として何をえられました

か ?

8年前の国際共同設計は、まだまだ警察明期で、何かとぎこちなか

ったが、そんななかで、シャマイエフさんの計画に対するひたむき

なフ ァイトには、感心しました。

テーマが公園とい うこともあ って、計画の原点は市民、そのあた

りはきちんと筋が通っていて、これがテモクラシーなんだなと教え

られたところ大でありました。

この仕事を通じて、シャマイエフさんと友人にな ったこと、それ

が最大のJI文挫でした。

- 設問 3. 設計のパートナーシップの国際化についての展望。

ノ f ートナーシ ップの国際化は、さけて通れない課題等と消極的に

考えずに、もっ と積極的に日常茶飯事の ことと受けとめてゆきたい

と思っています。

現庄のとこ ろ、外国勢が日本にの りこんできて、いわば受け身の

ノf ー卜ナー シップが多いようですが、これからは、どんどん日本勢

もパワフルに外国へと びだしてい って、 パートナーシ ップを組んで・

ゆく べきでし ょう。そううまくゆ くかどうか、そのあたりがこれか

らの問題でし ょう。

(大削除信/ 坂M建築研究 所 取締役大阪事務所長)
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j レールづくりが国際化の鍵

日建設計

- 設問 1. 西日本を中心とした貴社の海外設計事務所との国際的共同設計

の実績( 主なもの) を教えて下さい。

大阪ワールドトレードセンタービルデイング ( WTC)

/ Manci ni  Duf f y Associ ates 

アジア太平洋トレードセンター ( ATC)  / E DA  W， STUDI OS  

奈良先端科学技術センター ( AI ST) / El l erbe Becket  

ネ11
1戸航空貨物ターミナル ( K-ACT)  /  A.  Epstei n and Sons Interこ

nati onal  

関西国際空港ターミナルビル ( KIA - PTB)

/  ( Renzo Pi ano Bui lding  Wor kshop J  apan他)

- 設問 2 . そうした国際的共同設計によって貴社として何をえられました

か ?

.i i W掬? なカラースキーム、あるいは多様なデザインボキャフ" ラリー0

. デザイン意図の説得手法やプレゼンテーションテクニック。

- 異種分野の専門家をコーディネイ 卜する能力。

・フ。ロジェクトフ。ログラミングテクニック。

- 設問 3 . 設計のパートナーシップの国際化についての展望。

- 過去の共同設計のプロジェクトの全てが、その必然性を持ってい

た訳ではないが、共同作業の結果に胎て、デザイン、 エンジニア

リングあるいは作業手順などさまざまな点で得るところも多かっ

たと考える。今後は必要性に応じて能動的に共同設計の機会が定

着 していくと考える。

- 日本進出を希望する外国コンサルタントの姿勢もさまざまであ

る。性急に結果を求めず、日本の安情を理解しようとしているパ

ートナーとは仕事がうまく運び易い。パートナーも徐々に選別さ

れると予想される。

・日本側に多い契約慨念のあいまいさ、討言命を避ける傾向、プロジ

ェクトマネージメ ン 卜業務の看過などを是正することにより、外

国コンサルタン卜と同ーのルールで業務を展開できるようになろ

うし、国際化は加速されよう 。

- 外国人だから、あるいは日本人だからという 事にこだわらず、優

れた佃人や品単裁か滑っている独特の経験や感覚を求めるという傾

向が出てきており、その素地は広がりつつあると思われる。

(上回信也/ 日建設計 設計部長)



アンケート

役割と責任を明確に

安井建築設計事務所

- 設問 1. 西日本を中心とした貴社の海外設計事務所との国際的共同設計

の実績( 主なもの) を教えて下さい。

実絞 ::tω卜|旅客室が董 西鹿児島駅ビル

( 企画設計~実施設計を米国ジョン ・ポートマン ・アンド・

アソシエイツと共同設計)

- 設問 2. そうした国際的共同設計によって貴社として何をえられました

力、?

1  ) 事前に詳車問な設計委託契約内容を充分に協議し、かつそれに基

づく業務の遂行を厳守することの重要性。

2) 企画設計提案に当り、特にコンセプトおよびファサード検討に

11寺問をかけるとともに、相互理解を得るためのコミュニケーシ

ョンが必要。

3) 業務遂行にあたり、お互いの信頼感の高揚が必要。

ＴＩ 地理的 な距南 ｈ ｾ と言語および‘文 化 の差異を克 服す るためには、両

者にとって刺激になる商も大いにあるが、全体に相当の設計期

間を要する。

- 設問 3 . 設計のパートナー シップの国際化についての展望。

1  ) 我が国の建築業務の国際化と 多株化が進む中で、国際的な共同

設計の機会は増大していくものと思われる。

2) この場合、共同設計者それぞれの役割と責任を各フェーズ毎に

明確にすることが必要で、ある。

お互いに得意な分野を生かして相互補完的な業務の遂行が可能

であれば、我国の社会ス トックの品質の向上に寄与するものと

思われる。

Ｈ岡本弘之 Ｏ 安ｾｩＧ主ｉＡ築設計事務所取締役設計部長Ｉ

条件づくり、場づくりを

大林組

- 設問 1. 西日本を中心とした貴社の海外設計事務所との国際的共同設計

の実績( 主なもの) を教えて下さい。

ここ数年の主な実績として、

計画:

関西国際空港旅客ターミナルビル設計競技/ フォ ースター ・アソシ

ェイツ

りんくう A - 3- { 号フ. ロック 開発計画/ ジャ ーディ・ノ f ートナーシ ッ

フ

実施設計( インテリア ・デザイン) :  

甲子園都ホテル/ メ ディア ・ファイブ・デザイン ・コーポレーショ

ン

ノ、イアッ卜 ・リージェンシー ・オーサカ/ ウィルソン・アソシエイ

、ソ

- 設問 2. そうした国際的共同設計によって貴社として何をえられました

カ、?

デザインコンセプトから始まり、 エスキス、空間と形、ディテー

ルと材料など、いずれの段階でも意思の主張とデザイン ・オリジナ

リティの追求の二点は明確で、説得力があり、 学ぶところが多い。

一方、民族や社会の仕組や文化・慣習の違い、個人差などから共

同作業途上では相互理解に時間と労力がかかるが、 E部冬で、は、一つ

の解 吋l脱文している。もの造りには、車断専し合える共通項が多いこ

となど、実体験を通して認識できた。

- 設問 3 . 設計のパートナー シップの国際化についての展望。

国際収支黒字の経済大国である我が国に海外のアーキテクトやデ

ザイナーが仕事を求めてやって来るのは、自明であり、今後益々多

くなると予想される。

受け入れる{ J ! l J として、彼等の能力 ・特徴 ・要求条件など、充分認

識した上で相互理解と、できうれば満足のいく共同作業となるよう

に、条件づくり、場づくりを考慮しておくべきだと思う。

( 藤純正俊/ 鮒大林組本! 占取締役統括部長)
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アンケート

異文化による新発見と刺激

鹿島建設

- 設問 1. 西日本を中心とした貴社の海外設計事務所との国際的共同設計

の実績( 主なもの) を教えて下さい。

ちからまち

・モーニ ングパーク主手畑J ( 名古屋市)

基本設計 : K MD ( 米国) 、実施設計・鹿島

・近鉄プライムリソずー 卜賢島( 志摩郡阿児町)

設計: 鹿島、デザ、インコンサノレタン ト: アトリ エ73 ( フランス)

・和歌山マリ ーナ ・シティ ポノレ卜 ・ヨーロッパ( テ ーマ ・ノf ーク、

和歌山市、 94年 6 月完成予定)

作業区分: 1) 演出装置関係. . . 企画一実施設計 : MC A  ( 米国)

2  ) 建屋関係. . . . .. 基本設計 (S D)  :  E BI  (米国)

基本 ・実施設計 : 鹿島・銭高

- 設問 2. そうした国際的共同設計によって貴社として何をえられました

か?

臥沫の永い歴史から生れた文化や習慣の違いによる考え方に刺激

を受け、また新たな発見を生みだした。上記プロジ、エク 卜のなかで

具体例としては、

- 本物指向の建築デザイン。( 鹿島にないテV 、インテイス 卜の実現)

. 海外建築家の得意分野におけるノウハウのl吸収。

- それぞれの持ち味を活かしたパー トナーシップのもとてやの仕事の

進め方。

- 設計コンセプトの具現化への徹底ぶり 。

- 徹底したドキュメン卜管理。 (責任の所在を明確にする)

- 日本人側の施主 ・設計者 ・胞工者共に従来の作品とは異るものを

書IJ る い づ意識が全体を通して明確になり、その蓄積の結果が作

品に現れる 。

- 設問 3 . 設計のパートナ ー シップの国際化についての展望。

世界がボーダレスになり消費者ニーズ( 本物のインタ ーナ ショナ

ノレなテ、、ザインを導入する必要性) を列島起しているように、 日本の社

会そのものが国際化してし、〈中で、 設計界も当然国際化が進むと考

えます。当社はすでに数多くのノ f ー トナーシップの経験を積み重ね

てきたが、今後も互いの役割りを明確に設定した上で、 景気の動向

にかかわらず、また国内 ・国外をとわず積極的に海外建築家と組ん

でし、きたい。各々の建物の個性をはっきり表現するようになりソフ

ト・デザインの価値が日 本でもさらに認識されて行くと思う 。

(i 苦情歯 誠/ 鹿島建設( 絢 建設総事業本苦I!大 阪支I;!i 建築設計部長)
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オー ク ・スク エ ア西神 中央

(や1' r"1Ii jllj 紳ニュータウン民 I/il il 宅川I也第 7 次分徽'Ii:業コンペ吋選作品)

こ の 道 一 筋~創業40周年を 迎えて ~

取締役社長 阿澄昌夫

円本産業模型協会会長

1111拓者精や11に燃えて走り続けて来た 40

年の、模型づくり :

産業社会の ニー ス♂にし っかり根を下ろ

し、今豊かな土壌から 21世紀に向けて新

しい需要がさEまれようとして います 。

職 人としての こだわりと技術者として

の先進性に更に磨きをかけ、遥かに統〈

長い道程に光をあてたいと念願していま

す。

何卒、変わらね ご支援 とご鞭縫を宜し

くお願い申し上げます 。

事業主 近鉄不動産側・大日本土木側

設 計側安井建築設計事務所・側ヰオマー

建設ロボット模型

大 林 組A B C SYSTEM全自動ビル建設システム模型

営業種目 建築模型・ 土 木模 型 ・復 元 模 型 ・プ ラ ン ト 模 型

"0株式会社 通ママ求E:6izfrtT7223JJ6
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サッシ、それは

建物と環境のインターフェイスc

窓は、人の暮らしt 自然環境の接点。

そのインターフェイスに求められるあらゆるニーズ、

気 密性、水密性、採光、換気、耐久性、 美観、使い勝手・・ -

これ らにお応えすべ〈、 不二サッシは技術力を結集し、

製品をお届けしてまし、りました。

私たちはまた、設計され、施工される皆様と、

多様なニー ズをお持ちの施主の方々 との接点として、

今後とも愛される製品づくりに努力してまし、りますユ

多機なニーズにお応えする、ピル用サッシのラインアッ ズ

・一骨量製品 FRS・70、ビル用出窓、ガラスルーパー

・防音製品 FRS-AT70、FB70- 1型 .11 型、 AE::"-') ーズ、 FDBシリーズ、

高性能竪軸70・100

・省エネ製品 FRS-AT70P、AE・100PN、高性能竪軌70・100、FT-160、

フーク70・100、断熱・防音二重窓、断熱竪輸、

高性能竪軸サンエックス、機軸サンエックス

不二のビル用サッシ

ｺｾ 子Ｚ手写Ｚｦ ￆ
東京本部 干 150 東京都渋谷区渋谷 3 - 26- 18 

n ( 03)3797- 1134(代表)

大阪支底 干 541 大阪市中央区本町 3- 4一 川本町野村ビル)

合 ( 06) 262- 2541( 代表)

- 多機能製品 ホールテ'ィングウインドウ、リバーシブルウインドウ、

欧風窓シリース:( FEドレーキップ、 F Eへーベシーベ、 FEシーベキ・ンプ)

・カーテンウオールサンライズ、 ニューサンライス.

・改装シリ ーズ F RS. 70、FB70・I 型、 F R-60 B、F R-70、カーテンウオール、上げ下げ窓

・エクステリア 手すり( スペースエコー、ニューエコー II 型、ニューエコーI 型、

トップエコー)

・イ ンテリア 学校型間仕切 II 型、インテリア建具、アルミサウナ
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坑2

・' L_ 問 無F艮

太陽光の角度によって時と共に変化する壁面

タイノレのわず、かな凹凸が表情を際立たせる。

ある時は壁面の背後に別の空聞を感じさせるほど微妙な

無限のリズ〉ムの中の陰影、

タイノレ一枚一枚がまるで意思をもっているかのように語 りかけてくる。

TOTOエクステリアタイル。

T O T Oエクステリアタイル

58 

カタログをご希望の方は 、〒530 大阪市北区曽根崎2-3-7 梅新第一生命ビル 東 館 東 陶 機 器側 大阪支社までご請求ください。念日6(364) 1181  



ｾ疋 ! J Z  匡rsl … イ作叶叩…ノ河川刈一テ刊問一J庁閃ア門ラ… 酢…す刊州叫る引叫1慣酬伽z酬吻肘

Ｍ圃司旬 ｟ＧＧＧＧ｟ ｉ ｾ Ｑ 住江織物株式会社

・大阪支庖/ 大阪市中央区南船場3- 11 -20 T E L. 06(251) 7944 ・本社/ 大阪市中央区南船場3-11 - 20 T E L. 06(251) 6801 ・東京支底/ 東京都港区三回3- 13- 16第43森ピJ レ8F T E L. 03( 3456) 301 1  

・営業所/札幌/仙台/ 新沼/ 大宮/千葉/横浜/ 静岡/ 金沢/ 名古屋/ 京都/ 神戸/ 岡山/ 広島/ 福岡 ・連絡所/ 盛岡/ 茨城/ 多摩/ 松山/ 鹿児島

暮らしに、都市に、いいタイル

神 戸 市 立 工 業 高 等 専 門 学 校

設計監理 神戸市住宅局営繕部工務課 ・側安井建築設計事務所

の 日本工業規格表示許可工場

撤式会祖白書事製岡町

大阪営業所 大阪府茨木市総持寺 2 丁目 11- 6  f i  (0726)  25 - 4972 

本 社 岐 阜 県 土 岐 郡 笠 原 町 720- 7 干507 合 (0572) 43 - 3121間

内 地 営 業 部 公 (0572) 44 - 2228 貿易営業部 公 (0572) 43  - 3558 

東京 (03)3380 - 3061  仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

営 業 品 目 : 磁 器 質 施 ゅ う 外 装 タ イ ル ・ 磁 器 質 無 ゅ う 床 タ イ ル ・ せ っ 器 施 ゅ う 床 タ イ ル
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舞台装置

設計施工

舞台吊物

各種舞台機構

舞台照明

舞台幕

やわらかい発想で

舞台空間を演出する

林武会批? 募

存 情

『ヨ」

t 戸、.

t 5  

本社 ・工 場 大 阪 市 街 角 区 海 老 江 8 丁 目 9 番 9 号

干553 T E L  (06) 452- 2325 ( 代) FA X  (06) 452- 2056 

東京営業所 東京都港区赤坂6丁目4:ffi: 17
J

，j-( 赤坂コーポ1001号室)

干107 T E L  ( 03) 3505- 1355 FA X  (03) 5570- 1748 

理想者陥 の 表情 ｾ ｪｾｾ

アノV ミサッシ ・アルミカーテンウオーノレ

外装ノ叶、ノレカーテンウォーノv . S US . S D建具

設 計 製 作 施 工

回セシトヲル建裟クソば

総式会社セシトタL建装

干550 大阪市西区北捌江1-5-2 四ツ橋新興産ビル10F

T EL  06- 538- 0005 ( 代表) F A X  06- 543- 0425 

線式会批セシトアル設計

〒550 大|阪市西区北掘江1-5-2 四ツ橋新興産ビ/ レ5F

T EL  06-538-0003  ( 代表) F A X  06-531-6271 

包シト'jJT-IJoJS/蝶式剣士

干594 大阪府和泉市上代IUJ l 46-3

T E L  0725-41-0983 ( 代表) F A X  0725-41- 1421 



V S L アンカーを用いた法華クラブ池之端居

清 水 敬 三 しみすけいぞう

開大林組東京本社設計本部設計第 12部長/ 工学燭士

ＨＲ 泌 ｅ 物については、基桜吉浪、 ｾＺ￈ の問 ｉ ｴｉＺ 生を ｾ ｩ 附 Ｑｩ した

絡子梁とし、i ' i ij述 の地主主ノ叶、そ設けた '}l jl '凶2支 承 モ

テツν とし t.: 。

(3汐りJ については、 1"記のような種々のケー ス が

ある 。

- アンカ ー緊張前、後

・長 期H寺

.  ｩｾｾ 水 ＱＱ 寺

・'-1'士也災H寺

Ｎ 恭 ｉ 主 ｾ ｕｉ 寺

- 大地渓H寺

これ ら外ブJ に対して、浮き上がりの検討、核地

ｪ 玉 ・ 沈下立の検討を し、 安全性の 有 侃 ，ｾ，ｻ･ 行った。

(4) i' iii ; Aの各ケ ー スをもとに、アンカー・圭基礎梁の

都 11ーを行った。

最後に

設計にあたりご湾問平とご IZ!，; ) ぞいたfごし、た主I ! 築

主、菊竹 先生、松井先生、 日本姥築セ ンタ ー にお

いて務査・指導を賜った風11.¥/ 了剃受 (.!p大) 、高野

nr-{信教授 (攻玉社工科短大土木工斗ニ科) 、そして社

内 外の多くの関係者に厚くお礼申し上げます。

アンカ ーは、 P C銅 よ り 線12. 7mmX  12本で構成

し、臼佐l長 17. 69m、定ずf長 12. 00mとした。アン

カ一定着昔1Iの極限m/illiJ 制議応力 j支 ( τ 'l1l ax ) は10kg

/ cm
2

とし、定着完了 H寺緊張力 140t 設 計 有 効 緊

張力 120t として設計をした。なお、引 き抜き試験

を平成 3 年 5 月に災1Mし、アンカ ー と地盤面の極

限府j商摩擦応、力度、および P C鋼より線とグラウ

卜IIIJ の極限付活応力 j支が設日行j直より上阿 るこ とを

有'((if.!'?，、 した。

図 3 に、試験て' j Hi ?れた初i l l : - 変 位曲線を示す。

タ ー「士也盟 主アンカー工法の イ ｉ ｾ ｉ 別 評定に ｬ 刻する基本

方針 J 、 V S L永 久 ア ン カ ー 共 同 研 究 会 i VSL

] 1永久アンカ ー工 法 設 計 ・施工指針」に準拠した。

外力、緊張力ともに地下桃造体の| 射性により分

散されるので、アンカーは地下躯休の平面全体に

波って配澄する こ と と し た ( 図 2 ) 。

アンカーの設計手法

基本的な設計手法は、以下のようである 。

( 1 ) 地盤ノ叶羽ー出 については、 S tei nbr enner の 式

により、各柱位置でのパオ、を算出。

③ 叩 n ⑬

アンカーの試験結果

i法司1¥; クラフ池之端j古は、菊竹清i 'J II先生の設計コ

ンセプトを受けて、松井源吾先生 ・附7vt本;f，1:/JIl :京

本社が共同て干位進設計を行った。

上野の森、不忍池 を 背景 に周辺を一望す る高層

ホテルは、高く そびえ立つ 自然樹木を連想させ、

美 しく スレンタeーなプロポーショ ン となるも の と

思われる 。王見庄施工 中だが、遠くからでもひとき

わ目立つ鉄骨努輔を見ることができる 。

建物概要を表 1 に、椛造概念図を図 1 に示す。

浮き上がり防止用に永久地盤アンカーを

木建物 ｊ は Ｑ ｉＺ ￭ｾＷｪｴ Ｚｪ きが ＱＰＰｭ を超え、 ｉ 衿状 比 が約

6  1: l 、う正月11' 1かっI待状建物であるため、基昔日に大

きな転f j ' 1/モーメン卜がさl三ずる 。 この転倒モーメ ン

トに対処するには雄物量立を柑す必要があり、 f寸

加 重iit としてのl♀いifu; tEEJ 坂を構築する場合がある 。

しかし、計｛Ｑ｝Ｙ，民 地 においては ｴ 艮切 りをｾｾくする

と中l主圧水による盟主ぶくれ、 地 -F7/'( の処理、地価りJ

の官制呆等、 7ぷ?十・ 施 ] : _仁の問題がし、ろいろと予想

された。 したがって言問問"1 との打ち合わせの結果、

基縫の一昔1I 浮き上がり防止用として、永久地盟主ア

ンカ ーの嫁月] を決定した。

永 久アンカーの設計に|刻しては、日本建築セ ン

⑤ 

80 100 

荷量 ( ton)

建築と社会 ・1993. 9 61 

60 

荷重一変位幽線
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アンカー配置
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図 1

構造概念図

用 途 ホ テ ル

高 さ 106. 20 m ( 最高高さ 112凶

器時#皆i克 3. 15111 

椛溜皆数地上26階、地下 3階、搭屋 2階

髄 翻 り 鉄 骨 造 、 →f l SRC 造

楽鮒背匁1: i帰心K型鉄骨プレース付ラーメ ン

架構および 511'1ごとの大き甥新時

弘司釘あえ地盤アンカ一利用による直接基礎

建物概要表 1



燃料電池によるコ・ジ、エネレーションシステム

ー梅田センターピルの実施事例 No . l -

田 ノ 畑 好 幸 たのはたよしゆき

脚内中工務広大阪本后設計部設備課長代理

1987年 3 FI に捗コこした7也市府インテリジェント 効率的に行い、コストのf ωt ぞ凶ることが霊安で めに導入ぞ図り、新しいコ ・ジ、エオ、 ν ーションシ

ステムを共同研究するにし、たったのである 。ピノレ 『締 FEIセンターピノレJ (写 真 1 ) に お L 、て、 ある 。 このために、消費ピークのズレをシフトさ

者11心苦| 庁、のエオ、ノレギーのあり方を求めて、 2 0 0 k W せる技術として、氷務熱システムのほか、天然方、

梅田センターピルでの利用方法

の“ 燃桝屯池" によるコ ・ジェオ、 ν ーションシス スを燃律 十と して電気を起こし、このとき産 ｉｉｊ ｾｉ され

テムを導入し、失有l迎 転 引 すーっ たので、その輔氏 州 問 崎 給 湯 や 湘l友房に利月 jするオンサイト型屯 槻山センタービノレの燃料屯i也1;1: 、I FC 社 がIt日発

" ，の PC2 5型の試作機( プリプロトタイプ) で、について述べる 。 非M1t.弁会システム、すなわち" コ ・ジ、エオ、レーショ

写真 1 梅田センタービル

燃料電池導入の経緯

一次エオ、ノレギーのほとんどを愉入に頼っている

わが国では、ヂ[ エオ、ノレギーは宅前安定化にと って

重要な株; 凶である 。特 に、 今 後エオ、ノレギーの集 '1'

する者 ＱＱ 心者 ｧ においては、エオ、ノレギ Ｍｩｾ Ｑｊ合設 備 に ｮｮ

起 がIljl .てくるものと ht ! : l され、エオ、ノレギー消費の

通年平辺倒ヒは Ｑ Ｑ わ た の百 山也と考えている 。 ぷ［はｾｉ［Ｚ［ｉＩ、

冬 l立方、スの消費ピークがあり、これをお五いに融

通しあ っ て 1 年を通じ .1Zi
勾したエオ、ノレギ- i l Wせを

一次エネルギー

よ 」

h岱 iづ E

燃 料 電 池

コ ジエネ

ンシステム" がある 。 P C 2 5 Y X- 1型 と 呼 ばれており( 図 2 、表 1 、写 真

コ ・シ‘ ェオ、 ν ーションシステムは、ガスターピ 2  ) 、発' ，:I;:i' il;力は 2 0 0 k Wで、ピノレの契約屯力の 5

ン、カ、スエンジン、燃桝泡池等の方式があるが、 % である 。

次のような粂刊ぞれ均たす方式が望まれて L 、る 。 燃料Ｇ ，ｉ［Ｚ ￬ 山主催れた特性ぞｾ＼持っているが、発

①発 電効率力なれ、こと 。 Ｇ ，ｉ［Ｚ，ｾＧ， ［ｉ Ｉ が ＵＰＥ 以下で、の利用や、停止したり、動力、

② j、型でも効率が落ちないこし したりする 1111欠 迩t阪は、総合効率の著しい低下と

③ SOx '  ｎｏ ｸ の釧 ｈｾ ， ｩ￯ｬ が 少なく、志社境保 全に優れ なるため、' ，:jf ; に75%) . :1.... t の安定した 11'. ;1) て巡' 伝す

ていること。 る必要がある( 図 3 ) 。 このため、 1:/ ';1;: (1失J[! g' ，必ブ) )

@ 騒 音 ・振動が小さいこと 。 と系統jll 系をして L 、る 。

⑤ 負 foir対応性に優れていること 。 す な わ ち 、 梅EOセンタ ーピノレて、の' : [ i : ; I ) 消費量は、

<QYI、型分古1) カ汗可能で、設世の融通性が大き L 、こと 。 2411;'j '1日l対 J; i S オフィスにより、 O A機 誌 の 長 崎 I::J桜

この粂 ｩ Ｇ ｬ ーを ｾｩＺｬＺｪ 足する Ｉｪ ｪＮＧ￬，としては“ ｩ 然科屯池ＮＮ illJ J '  C P Uや P B X 等 通 信 機 株 の 終 日縁 切j による

があり、都心のコ ・ジ‘ ェオ、レーションとして力ぷ盛 深 夜 の 約5 0 0 k Wか ら 哀 の ピ ー ク の4 5 0 0 k Wま

であると考えて t 、る 。 て 変 化 す る ( 図 4 ) が、このうち 2 0 0 k Wは 依 先(I(J

このシステムによ っ て生み ｮ ｬ • したＧ ， ｛ｩＺ［ｉＩと熱をピ にｾ緋ｩｪＺ ， 邸也か ら ｦ 掛合され、 ＲＴ 時間 ＳＶＵ ＱＺ Ｑ 、 ＱＰＰ Ｅ ｴｬＧ ，

ノレて"7，'，，'j 効 率 tこ'f "l fll することにより、 図 1 のように ) ) て 安 定 し て 述。|ほされる ことを目指したものであ

ｬｉｕｾ Ｚ利用エ オ、ノレギ Ｍｩ 立が愉人エオ、ノレギーより大き

くでき、省エオ、ノレギーと t 、うより 一 歩進めた 『造

エヰ、ノレギ- J が実引できるのである 。

この 『造エオ、ノレギー』 が米るべき 21世紀 に li'l l t

てのエヰ、ノレギ一対応であると考えている 。

この燃砕い一広池に ついては、ム ーンライト計I!!!I と

して開発計画が進められており、竹 ＧＱＧ 工務 ｊ ， ｉｾ も

1981年より調査研究に若手している。 また、大11反

ヵース骨*l は、 1960年よりこの初f究を行 っており、 40

ｫｗ 機てフィーノレドテストを 夫 総し、そ のＺｪＮｦ ｾＺ￺ を

持 っ ている 。 そこで、 1987年 に 大 阪J ゲス刷と共同

て、当ピノレにおいて定気と熱のバランスと燃料屯

池 の特性がうまく迎合するかどうかを舵J忽するた

ｾ＠ ヒ トポンプ

電力40% COP=3. 0 

最終利用

エネルギー

る。

この ＱＱ 寺、掛 号 令ｾｾが ｩｾ 長夜に多 ｩ 立に発生することにな

るので、この有刻斥 ＢＱ ｭ が ｩ￯ｾ 大の粂子 ｼ ーになってきて

ｌ 、る 。 相槻もによる給湯 ＱＱＱＮ 給湯 ｩ Ｎ ， ｾｊ ＮＡｴ より、 ｬ 吸収式

冷ia水 発生乞機ぞ縁切] させるのは氷苓熱システムを

探 1η していることもあり合F必 l旬でな l ' ! : . 判断し、

給湯負荷( i 光面所・ l苫舗厨房) とl暖房負荷に対応

するものである 。

給 ｩ ＴＢ ｪ 制点 ｭ していない ｩＪ 夜の発生羽防 Ａｬ は、給 ｩｾｪ

タンクに帯熱し、昼間の利用に備えている 。 たと

えば、その蓄熱された給湯熱を冬の暖房: 立ち上が

り速' 伝に熱交換器を介して利用できるシステムと

している 。 システムフロ Ｍ ｾ 図 Ｕ に示す 。

表 1 PC25Y Xー 1 型 仕 様

水冷式リン酸型、 PC25YX- l型

lnternati onal  Fue!  Ce! !s 社 製

定絡出力

発電端210k WAC、送電端18 0 k WAC

210V、60Hz、 3相 3線

発電効率 37%( LHV 基準)

熱出力

202， OOOkca! /h  (26. 7 - 75. 0・C の 温 水

として)

燃料 天然ガス

巡転方式 系統連系、設定負荷において全自動運転

出力可変範囲 発泡端 ＵＰ ｾ ＲＱＰｫ W (15秒)

起動|侍f I ¥J 3. 5時間( 冷起動、笑綴値)

fU圧品調波 総合 3 %以下( 実績値)

N O‘  < 2ppm( 測定下限以下、実績値l >

図 1 省エネルギーから造工ネルギーへ
5 0、 く4ppm( 測定下限以下、 実績値l >
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図 2 燃料電池の構成
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写真 2 燃 料 電 池
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図 3 電気出力と総合熱効率
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図 4 62年度電力最大震低デマンド日負荷幽線
持砂'1_ 庄 22kV 亡亙亘コ

表 2 通算の実績データ

運 転 期 間 平成元年 6 月~平成 2 年 8 月

運 転 JVj f ，旬以計 3.9651時間

i員長連続巡転1時間 8331時間

起 動 回 数 20回

平 均 出 力 103.4kW 

発 泡 効 率 37% 

熱 勢1 率 35% 

総 合 効 率 72% 

50 x  
4ppm以下( 測定下限以下)

NO
x  2ppm以下( 測定下限以下)

PC25型の実績

燃桝' ，[;:池は、 平成元 年 5 月 に、1'1ピノレに設泣きれ

た が、 諸"1支庁の 許可 制写るのにH寺liII が か か り、最

終 許可 11 1;]i 'F'; ': 'が受恕されたのが平成 2 年 4 J l とな

り、それか ら本 絡 迎 転 剖m始 し たのである 。 その

後、 危 池本体 の 劣化 が予想 よ り進み、 ，五圧低 下珍4

U-I.カ理II れ、つ いに平成 2 年 8 Jl 611 に そ れが 顕3存

にち4れ、タe ウン したので、あ る。

き て、 ｪｩｬｬ ｘ ｾ の 逆 転実紺 お よび 本物 逆転に 入 って

か らの五I! 伝 デー タ は、 表 2 ・表 3 に 示 した航であ

る。通算延べ述転時 間は396511判¥J で あ り、当時 11

木 にあ ったこ のクラ スの機粧の '1' で は最 長時 間で

あった。

〈
力利用 燃料電池コ ・ジエネ 排熱利用

〉
図 5 燃料電池のシステムフ ロー

表 3 本格運転後のランニングデータ

年 月 1990年 4 月 1990年 5 月 1990 年 6 月 1990 年 7 月 1990 年 8 月
d口"- 計ー

運 転 1時 間 (H) 676 547 380 489 142 2234 

延べ巡転l時間 (H) 2380 2954 3334 3823 3965 3965  

発 電 iil ( k WH)  68359 57087 37768 48691 13959 225864 

延 べ 発 電 M : 252553 309640 347408 396099 410058 410058 

(k WH)  

平 均 出 力 (k W) 10l. 1  104. 4 99.4  99. 6 98.3  101.1  

給 湯 温 (m') 1263 1394 950 933 288 4828 

ガス消 ｾｩ￯ｬ (m') 16749 14240 9848 15670 3018 59525 

延 ベ ガ ス 消 費 量 60204. 8 74444. 8 84292. 8 99962. 8 102980.8  102980. 8 

(m') 

この木村r.illi 'l ii ; て"の 4 ヵ J JII ¥J のランニングコス ト して いないのて切株三|ほ 池の効 栄がj :E(!' (ri にJ 凶似てき

は、年1i¥J r氾{ コストに対して約 14 %の低減となっ なかった。そのため、大阪方、ス( 掬 との 協議 の 結決 、

てい る。特に. J 1 防!もについては、 イT効平'J) II されてい プ ロ トタイプ PC25型 を 平成 4 年 7 fJ に導入する

る。W'J ぇ ぱ 5 Jl の デー タを見 る し 令 給 込 先:; U 778 こ ととなった。そし て、 実桜 ff iJ を11f. 1始し、近L絞 巡

m'に対し て、 付|切d 訂正 1394m'で あ り、 全 給i劫fl .(，:j 転 11寺II¥J 547θl判¥J の一世界由主長 を達成 し た ので. ある 。

の約 80% をIIむって いること カ叩住総て き た の で あ また 、 次 けに この機 都の災制 に つ いては述べ たい

る。 と考えて い る。

プロトタイプ PC25型の導入ヘ *  

悔 FUセ ンタ ー ピノレの娘緋斗'，[;:i也I;t. 、次予ft に述べた 以 後に、この紙 面 をお併りして、 共同 研 究を行

通り て‘ 十分 ｾｉＺ ｉ ｾ Ｉｅ の いくも のではなかったが、 将 来 った 大ｼ 以方、ス 仰 の ｼ 対係各位 の 方 々 に 、 心 よ り Ａ ｾ謝

のエ オ、ノレギーのあり ) i ?: 考え 、 その利 川法 を1) トHe し、 厚 く お礼申 しとげ ます。

して L 、〈法従デー タとしては i]主要なものである。

しかし、今 阿の逆転実利では、 10 0 %，'1'，)) 逆転を
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引荘、フッ ｾ ｾ ｦ ｡Ｎｴ ｬｬ 旨 主食 料はその特長を 生かし多く

の分野て1史則されている 。

主J ! 築塗装分野においても建築物の; ' : : ; ) 削じ大型

イヒにともない、日而折|柔性で光沢i - ! l . t - 令宇t 1( こ優れ、 よ

り長期の使mに耐え斜ることができ、喰り f干え)，'，1

ｊ Ａｊ ｉ を長くすることが可能なフッ索倒 ｉ ｬｆｩ ｾＱｴ ｮ の Ｑ ｩｊＡ川

i k力対F 判々官JJUしてきている。

フッ素樹脂の構造と特性

伎にフッヨミ樹1I旨の椛造は、ポリエチレ ンやポ

リプロピレンなどに代議される) J 旨1J 1 j 加え化ノドぷ紛

) J l ' r のノド索開チの一部、 または令部がフッ ｾｾｉｾｉ 子に

活き換わ った ｾｩｙ ，泌をしてし、る 。 フッ紫 ｊｾ ｩ ( ーは、元

5誌のrl _'で'i ，i も屯気陰性) J t カず! . ' : ; <、 またフッぷ佐t)J行

の 分 子 '1 'の C - F 紡令の脱出fgが1 . 3 6 A と短い七、

その結合エオ、ノレギーカす105 _  4kca l/ mol  と)I O'，，;r; に

大 き い た め 分 子 の 結 合 が 非 ' ，;j!"; に 安 定 で あ る ( 表

1  Ｉ 。また ｆ ｊ￯［Ｈ Ｍ ｦＭが大きいため立 ｦ 小 附 ＧｉｾＺＺ ぞおこし、

ｃ ＩｪｾＨ子及び ｆｨｾ Ｍ 千のエオ、ノレギーのほとんどはこの

C - C 結合、 C - F *-ti 令に使われ、 他 の物質を 'J Iき

寄せるほど余分なエオ、ノレギーはな い。 したがって

表面エオ、ノレギーは、非常に小さくなる 。 l 山これ ら

村必U ニの特長 tこより、フッ索樹)Jl'r l柑 助 、 耐 椴 化

性、而付 ｉｾ 性、が ｉ 薬品性などの特性がれ ｌ られ、面全半、 ｼ

へ応、m以1mされてきた。

常温乾燥型ー液弱溶剤フッ素樹脂塗料

」斗A: のようなt . ' i' 性を祈しているフ ッJnl i-!)J行v往来|

も ｦｩ ｴＷ長は磁化ｾ、 つま り二 i液夜タイプ力がす汁l占打流ftt てある

ため塗装H奇の;v品淵3μ洲L司l代令、¥、 Y喰令4袋占川川|隔j煽雨限±名等:平巳可宅珍肌』比t場イ作f仁主3業Eを'1性|

訪封t題gを伐してい Tたよ。 このような引坊での淵介作業

常温乾燥型ー液弱溶剤フッ素樹脂塗料

V フ口ン一液マイルド

山本基弘 やまもともとひろ

大日本塗料世帯筏術本部俊術開発部

せてトノレエンやキシレンなどの芳香創業化水索系

j谷斉'I にt容けるようにした松t J I l'r をイ史汀j した? おi，¥¥U;; 乞燥

割、 いわゆる溶斉明軍発車副長する塗料力士ヒ市されて

L 、る。

しかし、これらは t 、ずれも強溶剤を合んでおり、

失いカ苛虫〈 、また 、下塗りや 旧 塗 ｊｉ 英に対するｾＮＺｴ尺

阿が狭かった。 3)

その後、さらに研究が進められ、つ L 、に) J fi Jl万族

炭化 水素 系j容剤のような弱溶剤に可溶なフッ索樹

脂 が開発され 、 塗料も央いがｾＡｩｪ < 、素材や旧塗JI 英

に対する適用怖 が広いなどの特長をもった世界で

初めてのＧ， ｾ［ｩｬｬｾｬ Ｔｬち燥型 一波 弱 ｩ 谷斉 Ｇｉ タイプのフッ紫 ｴ￦ｴ

) J f ，塗料 [v フロン- Hil マイノν ド] が開発されるに

至っ た。

V フ口ン一液マイルドの特長

( 1 ) 超耐11柔性である

フッ索樹脂のもつ基本的ｾ寺院である耐紫外線性

により恭陥ｾの塗 ｊｉ 英表 而 の劣化が起 こりに くく、

図ー1 に示すように紫外線蛍光結成; t r ¥験 (QUV )

による促進試験で{ ， ;:: :jL 、光沢保持率そしめしてい

る。 また、恭蕗後の物t 1 低下も少な L 、。

( 2 ) ー液 タ イ プ の 常ihit;:.: z : 燥型である

従 来 の フ ッ 素 樹)J旨塗料は引場て主剤と硬化 剤を

所 定 の比 率で混合して使用するものであった。 ま

た、混合すると通常その 日のうちにイ郎、きらない

とイ却刊不可となるためi主誌が必要であったが、 -

j従タイプの場介そのような制限がな く、経済的で.

佼 L 、易 t 、。

( 3 )  j吃燥が速い

i本斉! 附I手続E燥 型 で あ り 塗JI 脚色燥が速く、約 2 11寺

を簡素化するためー液タイプの研究が進められて 11 ¥1 て塗り重ね力市I能となり、常設:の 工sJ I短掛j にも

おり、 l沈に Penn Wal t 社 の A D S に特殊な亙令 つながる。

方法を Jmえてケトン系やエステノレ系の泌i ' i 'l にil 1け ( 4 ) 日光沢の塗脱が得 られる

るように設計されたものや、フッ ｊ ｾｾ 刷行をベー ス ＶＰ ・ 銭面光沢 ｪ 支が ＸＰ ｊＮＺＮＮｬ上と ｾ ＧＮ ￇｬ 、光沢である 。

に仙のそノマーをt . ' J'妹なポリ? ー: 針 |で 共 重 令 さ ( 5 Ｉ塗ｊＱｾｾ性能が俊れる
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主J! 築物の外装に使用される各種塗料との比絞 に

おいても 表 2 の と お り 優 れた性能を示し、長期の

耐久' 挫を有している 。

( 6) 各種 紫J也及び旧塗JI 英への 迎用 帆が 広 L 、

i金りとして専用 のプライマ 一、 シー ラーをナ使

J II することによ り、 鉄、非鉄金属、 セメン ト系銀

業 基材な E の弘I ! 築部材へ塗装できる 。 また、弱溶

剤タイプであるため特に、 塗り替え附 旧!金l肢があ

る場合、その上から塗装しでも 旧劉 l英をf去す こと

がな いのでz会談f士総がki li み 易 t 、。

(  7) 塗 装 作 業t凶=に優れる

希釈には市l仮の塗料用シンナーが使え、塗装に

はlj:re、ローラー刷 毛、スプレーの い ず れ の 使j 日

も Ｂｦｦ￬ ｾ である 。

( 8 ) リコート性が優れている

一液型的斉lJf;jI発車沙j員の塗JJ英であるため、同種塗

料による塗り. i l l : ねについてはインターパソレフリー

であり、 相I i 修作業が容易である。

塗装仕様

ーlゴ2Il の特 長より、主I ! 築塗装分野において新 設 物

件の塗装はもとより、特に塗り替えてρ 旧 塗JI 英の種

類 に よ っ て は二液 タ イ プ の 塗 料 が主主装できない場

介 や 、 ま た 工JlJ Iが短くてその 円の う ち に 塗 り 上 げ

てしま t 、TこL 、場令などに このー 液タイプヵマT斤jで

ある 。主主り伴えにおける標準のf士総例ぞ表 3 に 示

す。

4>: 検料 lまi立正問問題とな っている「地主J<にやさし

くJ 、「人 にやさしく 」というキー ワードにマ ッチし

た¥l ff，JU](I (J な令李|であると考える 。 今後、さらに l陥

広い川途へ Ｉｾｬ ｬｦＮｉしていきた ｌ 、 。

く参考文献〉

1  Ｉ狩 ｦｦ 椛火・ ｌｾ 塗装Ｎ N O.  64.  17  ( 983)  

2  ) 篠阪総6 ' lt :  ｦｾ 装技術 ＲＸ [2] .  71- 72 (1989)  

3)  1' 1' 4<) ; [ 刷、内川賢一 : GB R C，70 [4] .  24- 31 (1993)  



表 1 電気陰性度，結合エネルギーおよび結合距離
100 

¥ -¥ 

¥ ¥ 

1. ¥ 

， '  
、

、、、. . . . -ーー ニ液型アクリルウレタン樹脂塗料

外装用アヲリ J レ樹脂塗車5・--- ーc= =. .  ｟ 可 ｾ 喧

1000 2000 3000 4000 5000 

時間 ( HS)

図 1 紫外線蛍光結露試験 (QUV ) の 結 果

H  F  CI 
。

C  

;t;: 気 陰 性 皮 2，1  4. 0 3.0 3. 5 2.5  

結合エオ、ノレギー

(C- X)  98.8  105. 4 78. 5 84 .0 83.1  

(kcal / mol) 

NZ  令 Nl j  自佐

1. 10 1. 36 1. 78 1. 43 1.50 

( C- X)  ( A)  

V 7ロンー液マイルド

光

沢

保

持

率

表 2 塗 膜 性 能

項 1'1  試験粂n

V 7 ロンー液マ イルド 一液型 一液型 外装111

上塗 7 ッ，f i樹脂塗料 アクリルウレタン樹脂重科 アタリル樹脂塗料

而f官民1' t
サンシャイン5000H 87  90 15 10 

( 光 沢 保 持 市 )

%  QUV4000H  84 88 10 8  

3直前i光沢皮 60.-60.  
80 80  90 80 

liJE度 鉛箭破! I.支 H  H  H  F  

Hr i セE 恭盤目 2mml i i J 隔テ ープ法 25/25 25/25 25/25 25/25 

耐水性 水道ノド良債30 1司
。 。 。

つやぴ11、プリスター

耐アルカリ性 飽和i I ' i :{ iJj { 溶液十三九'(30 1' 1
。 。 。

つや ぴけ

ｪｾｬｩ 冷サイク ノレ J[ S  A6910に司長ずる
。 。 。

多少 つやび け

耐衝撃性 |日U' .
。 。 。 。

表 3 無機素材( コンクリ ー卜 、モルタル面) 塗替塗装

ili 合 比 率 希釈率( %)

士主装 )J iよ

牒準使f1J iit ｾＧｴＮ装 ｉｉｉｊ 隔
工 flE 商品名 色 ｾｉｉ

Ul i i lt比) (重量t比) (kg/m') (20.C) 

ヨヲ地調!?f 有 Ｚ［ Ｇｾな十 ｊ Ｇ Ｇ［ 守物を除去し、被・ Ｒ 主 而を ｨＧ ￍＢ ｩｾｦｴ にする 。

自'J 毛

ド 険

V フロンー液マイルド

n  10- 30 ロ- 7 一 0. l2-0. 15 211寺liiI 以j

y - フー

スプレー

1f，'J 毛

_I '. ｾ全 V フロンー液 7 イルド

指 定色 10- 30 ローフー 0.l2-0. 15 2時uu以J

- JMFI 上塗

スプレー

刷毛

一1. ｾＧｴＮ＠ V フロンー液マイルド

指 定 色 10- 30  ローーフ ーー 0. l2-0. 15 

二If1r1 上塗

スプレ ー
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[ お知らせ]

「トランス・カオスー東京J

1993年 10月24 日( 日) ＱＱ ・ ＰＰｾ Ｑ ＸＺ 30 

両国 国技館( 東京都墨田区横綱ト3-28)

建築家、建鮪汗究者、美f踊平論家、他介野研

究者からなるゲス ト、パネラ一、オーデイ エ

ンス による公開会議

建築デザイン会誠実行委員会

( 1  }ゲストディコヰカッション

安藤忠雄繍崎新/ 伊東豊雄/ 原広司/ 棋文彦

の 5 氏による「都市論J r東京論J。

(2)テーブルデイスカツション

8つのテーブルテーマに沿って、 50人Lえ上の

建築家、持続平論家、社会学者らが討議。

建築デザイン会誠実行委員会事務局( デルフ

アイ研究所内 TEL03- 3222- 5031)  

建築デザイン会議' 931NT OKY O 

マ

時

場

者

一

加

テ

日

会

参

催

ｾ＠

骨

主

内

大賞はメディオ氏に第 6回国際デザイン・コンペティション、

ピオ卜 ーフ"( Bi otop) は自然との共生を現実化する キー

ワー ドとなった。行政施策には中央、地方を問わず、

生物の生息を基本においた自然環境の保全 ・復元 ・創

造事業が相次いて登場している。

「ピオ卜 ープネットワークJ を都市 ・農村計画の中枢

に位置付け、大胆な取り組みをしてきたドイツ ・カー

ルスルーエ市から第一線の行政職員を招き、日本にお

ける 『ピオ 卜ープネットワークJ のあるべき方向を探

ろうとするシンポジウムが開かれる。入場無料

・大阪会場 1993年10月 1 日( 金) 1  0:  1  Ｕｾ＠ 1  7  :  30 

会場 オーノ Tルホール( 大阪市北区梅田3- 4-5

毎 日新聞社ビル内 TEL06- 346-8357) 

・東京会場 1993年10月 6 日( 水) 1  0:  1  Ｕｾ＠ 1  7  :  30 

会場津田ホ- ) レ( 東京都渋谷区千駄ヶ谷 1-18-24

TEL03- 3402- 1851)  

両会場とも、定員500人( 先着順) 。主催は 日本生態系

保i童tth会、後援は建設省ほか。 申込は、氏名、参加希

望会場等所要事項を記入して、ハ力ガ.キ力か、ウフアツクスてで
.  

日本生態系{ 呆霜i謝劃酎ι菰tJ，会 ( 干 171東京都豊島区池袋2会-1 1-9

T花EL凶03シ-5臼95引ト-024“4、 FAX03- 595 1- 2974) へ。

・諾; 寅「環境保全型国造りの戦賂」

日本生態系保護協会会長 池谷奉文

・事実「ピオ 卜ー プネッ トワークと! 1 T J 或計画J

カールスルーエ市公園局長 ホルス 卜・ シュミッ ト

・講演「ピオト ープネットワークの実践と課題l

カー J レスルーヱ市公園局長代理 へルムー 卜・ ケルン

・ 「日本型ビオ卜ープネッ トワークの展開」

コーディネータ一 日本大学農獣医学部教授 勝野武彦

パヰラー 池谷奉文、 H 、ンュミッ ト、 H ケルン

大阪ー須田康夫( 農村環境登備センター)

宇野勝( 滋賀県野洲町長)

東京一関正和( 建設省河川環境対策室長)

木下 宏( 埼宝県入間市長)

間合先

ビオ卜ープシンポジウム

大賞受賞 「バルーン ・パビリオン」作者/ シモーヰ・メテ'イオ

口大阪市長賞

「ライフポール( 熱命気球)J

ロレンツォ ・トッシ (イタリア、ウルビノ産業工芸大学講師)

口銀賞( 国際デザイン交; 加潟会会長賞)

「都市に吹く風j

山崎玲子 (東京夜住、グラフィッ? デザイナー)

口銅賞( 国際デザイン交流協会会長賞) 3点

「旅行用エアジャケット ・エアポーラJ

チョイ・ジンシク、キム ・ミジヤ( 稼園、ホンイク大学在学)

「人工声帯 ・オムカーJ

ラウ'イ ンドラ ・ラジユノ、ンス (インド、 77 ・エンジニアリン

グ・アンド・ロコモティブ勤務)、ネラ ・ラジユノ、ンス (問、ヴ

ィシユワカJレマ工科大学講師)

「アエロテクチャー ・飛行船の復活J

イリノイ工科大学の 9 名の学生チーム

例国際デザイン交涜協会( 会長・大西正文) 主催の第

6 回国際デザイン ・コンペテイションの最終審査が、

Ｗ 月 ＲＶ 日 ｾＲＸ 日に海外からの Ｓ 名を含む Ｕ 名の審査

員( 喜多俊之審査委員長) によって行われ、大賞の内

閣総浬大臣賞以下各賞が決定された。

今回のテーマ「風J に対して 70力国・ 1似或から寄せら

れた 1，127点の応募司乍品の中から、二次にわたる審査

の結集墾ばれたもので、大賞を受賞したシモーネ ・メ

デイオ氏はイタリアのジエノパ在住の32歳の建築家。

入賞作品は、 ＱＰ 月 Ｙ 日Ｈ土 ＩｾＱＷ Ｈ 日Ｉまで花博記念公圏

内「国際陳列館」で開H佳される「国際デザイン展 '93J

で一般公開され、表彰式は 10月8 日に同陳列館で行う 。

口大賞( 内閣総ま里大臣賞)

「ノてJ レーン・パビリオンj

シモーネ・メデイオ (イタリア、建築家)

ヘリウム気球で屋根をつりあげたパピリオンは、持ち

運びゃ設置が容易でる、石少j莫や被災地、遠隔地でも利用

可能である。今回のテーマ「風J にふさわしい作品だ。

口金賞( 通商産業大臣賞)

「卓上扇風機 ・ノーチラスJ

ローランド ・ポルサ卜 、 ヱマニュエラ ・オルランド、

ファフリツィア ・ノマランテ (以上イタリア、建築家) 、j レチ

アーノ ・ガリムベルテ ィ ( イタリア、プロダデトデザイナー)

口大阪府知事賞

「風力発電機・バイオテック j

ウJ レリッヒ・ライフ ( ドイツ、ウッベル7- ) レ大学教授) 、 ウ

エルナー・スティーフラー (岡大学在学中)

01A 関西建築家大賞決まる

(祉漸日本建築家協会近畿支部の第 2回関西建築家大賞

は、木原千利( きはらちとし、木原千利建築設計事務

所) 氏が受賞した。今回の審査員は高橋統一氏。

路 地裏の 家

設計監理/ 木原子利建築段計事務所 施工/増見工務l吉

*  

木原千利氏の自邸( 路地裏の家) における執念に似た

多くの実験的試みがきれいすぎるほどの完成度で、他

の 2作品( 双葉の家、懐風荘) に反映されている。-

ひたすらに自己の内奥に解を求めつづける作者の研鎖

と努力に心からの敬意を表する。

高橋統一審査員講評より 抜すいー

66 建築と 社会・1993. 9



Repor t  8 刀3011 4 附ーから 71侍まで随時参加というこ 講師をされた大谷氏; 子短大や対人娃築研究所の不

小林清さんを偲ぶ会

とでdJ 紋 の 円.f.;;J，ill 築協会・サロンに集まる .y，' 90余 業生の } j ，々 nJ，版関係その他外界での有紬の ) j 々

名 。受 付 で、 Ａｐ， ＧＱ 〆 ， のあと各ＱＧ Ｑ がｩＧ ｬ ぃＢ＿ＴＡｉＱ ｅ を ｬｾ ずつ でありました。

の記

献花して、 三 々Ti . . に々ずN返し、時間を待ちました。

司会からは、 まず、予庁住宅。に一喜子多く' ! . i ' . f i ::1さ

4  ￟ 寺 ＳＰ 分、 ｉｉｉ Ｚｾ 帝人を代表して尼他が後拶のあ れたであろうボ大ア，行教授閉山タ11三先坐をご指名

と、前里子l必太郎さんが60余年にわたる交遊のうち 申し上げた 。 先併はいーＭ→ ｾ ｊ ｪｊ ｹ は文化の発信 地 と

す干き 日 の小中 Ｔ さんの思い ｉ ｾ ｉ "を少し祈って耐，，' n の発 なることが.，11寸t にむずかし L 、。 その '1'て'/ J、H さん

戸をされました。 は相主' 七に減って孤E存続| 州よくがんばった- - "

との ｾｉ 味の行事 ｦｾｬ 、お 青 葉を ｩ 切りました 。

、酒E築と社会。 7 月号 lこ蹴幸I i の通り、 小林家におかれましでもこの企l市 lにご質問ドさ

んが 5 FJ  2911 に急逝されました。故人のご冶ぷで れ，未亡人はじめご泣族 Ｘ 名がごヂ ｉｊ ｨｬｾ 下さいまし 次々と初先ノ| リi からお話をいただく了e 定をして

事例義は近税者のみで行われ、私たちは後 円そのお た 。そして 小林さんが ｬｬｾｾ ＿￭Ｎ のｾ ＭＺｻ Ｇ Ｚとなりました吋，Ｇ， おったが件グループの削也、が成り i二がっているの

知らせを受けました。これでは永年にわたって税 安雑記。を 1 IIlt ずつ参加者に項一般いたしましたこ で少し凡合わしておったところへ、ジョン・トー

しくしていただいた者にとつてはなはだあっけな とを、ここにお礼巾しヒげます。 ラー( 様子11:宗，r;;.) r.r li が大手11大宇陀の i ' I . t . 刷会源院か

く残念＿でありますので、有志相 ｬ 寄り ｜ＧＱ ， Ｑｾ ，ぶ会砂を ら馳けつけて下さった。 い述拘鮮干心経一宅舎を l掲げ

Ｑ ｾ ｦＮ Ｑ くことをづ ｬ Ｇｪｩｔｩ ｬ しました 。 米亡人がJ刻歩に立ち、，- ，'1分も年だからもう てもら l ' ，W .  Ｎｊｾ会 ｉ ［ｴＮ ｬ 、よ し、よ和主義に進行した。

あいさつをする西山知三先生 す寸あちらへ参りますが、今I l のこの集まりのこ

とを真 っ先に ｩ 三 人に伝 λ Ｍ ｾ Ｎ んでＱＧ ｴｬ 、ます一Ｍ｟ＮＡＧと 会場正而にはほほえみの小林さんの写ｾ工 。 ｦｊｴとイ ｅ

お礼の ｐ ［ｊ 定石 ｾｩｬｬ べられました 。 は世話人がJ l I Mしたほかにhtj- 家h'J- ・↑白茨- il) 1阿 先

牛: j 1I 名の- _'¥，tがあり、 90余本の献花、そして故人

当 11集まっていただいた ) j 々は 小林さんが lミ がこよなく愛した数々の蕊桝が然思を鮒li りました。

宰をされ40数年にわたって毎fJ I'IJ 行された ":I1IMl: 小林さんも少しは11日i足していただL 、たことと忠つ

宅。に文? ' ; i や作lVz を得制してご支l E : 下さった" 行先 てます。

生方をはじめ、 n本! &築| 励会や大I! JXJff建 築 |士会で. 故後に、主l ! 築協会・姥築 l二会科 ' JH先日のご支援

小林さんと ー紡に坦IPTPe務め、キffi 誌の編集や ，ll 〈郁 l二対し深〈感謝の必、をぷーします。

の出版ある L 、I;t. J川岐にかかわった人々、そ. して い小才州 ｦ さんを偲ぶ会。 Ｑ ＱＱ Ｚ 話人 ｽｾＱ 色村 ［Ｇ ｪｬｌｊ ｪＡ ｉ ｉＩ

i nf ormaf i on 

第 4回工ス・パイ・エル住宅設計コンペ開催

後 1:年L入上経過していること。

表 彰 内 容 上 記 LLB部門、 BRB部門について、それぞ

れ 5 点以内を表彰。
エス ・パイ ・エル側主催のこのコンペも 4 回目を迎え、

今回は、げ世車と末 ＮｾＲ｡ 世紀初頭に活躍したフランスの

異色のピアニス卜 ・作曲家エリック ・サティを取り上

げ、「エリック ・サティの家J をテーマとして作品を募

っている。応募資格不問。

課 題 「エリック ・サティの家J

早川邦彦( 早川邦彦建築研究室)

薬 科宅兼( 葉デザイン事務所)

中島昭午 (エス・パイ・エJレ株式会社)

コーディネータ 馬場建誼( 建築情報システム研究所)

賞 金 大 賞 |点 150万円、審査員賞 6点各30万円、

イ圭作 12点各 5万円

1866年フランスのオンフルールに生まれ 登録応募倣漸建築社「第 4回エス ・パイ ・エル住宅

たサティの59歳の生涯は、パーでの演奏で 設計コンペJ 係 ( 干 113東京都文京区湯島2

生計を立てながら、フランス社会党へ入党、 - 3卜 2 TEL 03-381 ト 7101)

そしてコミュニス 卜へ転じ、ダダの最後の

灯を守る。なにものにもとらわれない、し

かし自分の思いにはあくまでもこだわるサ

ティの激しい生き方。 このサティにはどの

ような家がふさわしいのであろうか。

応募登録 1994年 3 月 15日( 火) 締切

応募希望者は官製ノ、ガキに氏名/ 住所/ 年

齢/ 電話番号ペ蹄先/ 師斤/ 電話番号を

明記し、登録先へ応募登録する。

作品締切 1994年 4 月 15日 ( 金)

提出図 面 平 面 ・配置 ・立面 ・断面、および透視図か

模型 ・写真。議十意図を表現する図および

説明文 (400字以内)0 J ; 人上の内容を中平IJ ケ

ン卜紙あるいは厚紙 |枚に収める。若手見

写真貼付は自由。パネルイヒは不可。

審 査 員 出 江 寛 (出，工寛建築事務所) 一委員長一

妹島和世 ( 妹島和世建築設計事務所代表)

富永 譲( 富永譲+ フォJレムシステム設計研究所)

平成 5年度 B E L C A賞募集

(紛建築・設備樹寺保全推進協会は、本年度の BELCA賞

への応募を呼びかけている。

良好な建築ストックの形成に寄与することを目的とし

て、建築物の適切な維持保全、優良な改修を表彰する

この制度は、平成 3 年度から始まったもので、平成 5

年度の選考は下記f妻宅買で行われる。

募集期間 1993年 9 月 1日( 水) ｾｉｏ 月 ＱＲ 日Ｈ火Ｉ

選考対象歴史的記念建造物を除く 。

( 1)ロングライフ ・ヒ'ルテ・インク官B門

建築物のロングライフを考慮。継綜却に維

持保全をし、作品 ・内部業境として特に優

秀な築後20年以上を経過した建築物。

(2) .̂ ス 卜リフォーム ・ビルデイング部門

最近改修した建築物。この改修により画期

的な活性化を図った物併3うち、作品 ・内

剖E景境として特に優秀なもの。かつ、改修

応募要領建物所有者、言語幡、施工者、樹寺都里者

のいずれかが、他の関係者の了解のもとに

応募する。

応募書類応募申込書、応募建築物の説明書、縮尺適

宜のA 4 判サイズにおさめた配置 ・平面 ・設

備系統ほかの図面、キャビネ判カラー写真

5枚以内、 35mmカラースライド日枚以内。

閉会せ ・応募凝出は、( 初建築 ・設備市街新呆全推進協会

(〒107東京都港区赤坂 1-8-2 TEL  03-3224- 918 1)へ。

立版古展一I NAX ギャラリーー

会期 ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月 ＱＰ 日Ｈ金 Ｉｾ Ｑ 0月24日( 日)

10 :  ｏｏｾ＠ 18  :  00 

会 場 INAX 大阪ショールーム 2 F  

( 大阪市西区新町 1-7-1 TEL06- 539- 3518) 

監修肥田時三( 上方文化研究家)

*  

「立版古J とは、人物や建物、風景、風俗などの部分

か実地左右にき' っしりと捕かれた錦絵版画の一種てに

これに裏打ちをほどこし、切り抜いて折り曲げ、のり

て・貼って組み立てる遊ひ帯主である。

もともとは上方て考案され江戸に伝わり、江戸中期か

ら大正時代までは盛んに行われていた遊びで、その組

み上がりは、社寺名勝、歌舞伎の名場面、浮世風呂、

駅舎などの風俗をつぶさに写し出している。

本展では組み立てられた立版古40点余りを展示する。
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企画委員会

第 l 因 企画 委 員 会

27日 ・ l 時 ｾＳ 時日分 ・ 於本会会議室

出席者片倉委員長( まか 6 名

オブザーノてー 市川、三品・両副会長

議事( 1 ) 0 会勢拡大について

(2治 資 改 訂 に つ い て

編集委員会

第 4 回作品作風小委員会

ｬ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＲＱ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 代 行 ほ か 6 名

議 事 ( 1)1乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2)1乍品の選定

(3)  f Gal l eryJ 掲載報告・予定

第 4 回会員企画小委員会

Ｖ 日・ Ｗ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 高 橋 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

第 3 回施工材料分科会

Ｘ 日 ・ Ｔ 時 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出席者三宮、水幹事ほか 2 名

議 事 ( 1牌 集ーテーマの検討

(2)  f施工材料の頁」

第| 回合同計画分科会

ＱＲ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 吉 村 、 石 山 、 福 田 舎 幹

議 事 平 成 6 年 l 月 号 予 定 の 合 同 計 画 介 科 会 の 特

集企函の検討

第 4 回 構 造 介 科 会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾｉｏ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 二 宮 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 8 月号「建築の再生J 特 集 の 繍

(2)  f'構 造 の 頁 」 の 企 画

第 6 回 設 備 分 科 会

ＲＶ 日 ・ Ｔ 時 ｾＸ 時 ・ 鈴本会会議室

出席者大森文夫( 大阪ガス) 、島田清太郎、蔵敷健次

( 関西電力) 、梶井幹事ほか 6 名

議事 Ｈ ｉｾ 針箱特集の企画

(2)  r設備の頁」の企画

第 4 回広告企画小委員会

ＲＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半・於本会会議室

出 席 者 池J剃副委員長代行ほか 5 名

議 事 ( 1) 7 月号「映画の中のインテリア」 ・「けいは

人なプラザ」特集広告途中車五島報告

(2) 8 月号「建築の再生」 ・「大阪市都市劉結局J

特集広告途中経過報告

(3) 9 月号「国際的ノ f ー 卜 ナ ー シ ッ プ の 可 能 主j

特集広告途中最［ｾ報告

(4) 10月号「福祉のまちづくり J . 日主宅問包想

談 会J 特集広告途中紐畠報告

(5) 11 月号「施工材料分科会J f中国支部」特集

広告途中手五畠報告
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月間の動き

事業委員会

第 4 回若い会員の集い小委員会

Ｖ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会 ｅ 義室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か 7 名

オフγ ーノてー竹田芳之( 久米設計)

議 事 ( け今後の企画について

(2) 5 委員の時間

第 3 回広報小委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於銭高幸后宣言十昔日会議室

出 席 者 原 見 副 委 員 長 ほ か 12名

議 事 ( 1駒 田 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)第 い 第 2 分科会からの報告と検討

第 3 回見学会小委員会

Ｘ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＵ 分・於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1駒 田 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)今後の予定、骨量諸甫につし、て

第 3 回事業委員会

Ｒ Ｑ 日・ Ｔ 時 ｾＵ 時円分・絵本会会議室

出 席 者 多 弁 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 l 回 30' s E Y E 分 科 会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 青陸子委員ほか 6 名

議 事 f30' s  E Y E - 2 1世 紀 へ の エ ス キ ス 」 に つ い

て4錯す

建材委員会

第 3 回崩オ委員会

ＱＴ 日 ・ Ｓ 時半 ｾＵ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 同 名

材料説明ー浸透| 全コンクリー卜表面強化斉1J

議 事 工 場 見 学 会 に つ い て

建材委員会工場見学会

ＲＳ 日 ・ ｬ｡ 寺 ｾＵ 時半 ・ 大潔オーミ陶業信楽工場

出 席 者 和 田 委 員 長 ほ か 12名

出版委員会

第 4 園出版委員会

ＱＵ 日・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 須 賀 委 員 長 ほ か 10名

議 事 ( IK プロのノウハウ> と特装本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆者選定について

(3)第 9 固「プロのノウハウJ 講座について

第 8 回「水にまつわるトラブルの事例 ・解 決 策 」 小 委

員 会

ＱＵ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山田副委員長、上原小委員長ほか 5 名

議 長 校 正 の4責討

第 6 回「水にまつわるトラブルの事例 ・解 決 策< 設 備

編> J 小 委 員 会

ＲＲ 日 ・ Ｓ 時 ｾＵ 時・於本会会殺室

出 席 者 川 崎 小委員長ほか同名

議 事 ( 1開 校 正 の 報 告 、 検 討

(2)今後のスケジュール

【平成5 年 7月分】

見学会

梅 国 ス カ イ ピ ル/ 新梅田シティ

ＱＹ 日 ・ ｼ時半 ｾＴ 時

参 加 者 7 5名

講演会

30' s E Y E  21世 紀 へ の ヱ ス キ ス 第 l 回

j兵固有司「景観行政の現状とその功罪J

ＳＰ 日・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ＱＵ 介 ・ 於本会会議室

参 加 者 4 6名

建築クラブ

第 255回 朝 食 会

ＱＳ 日・ Ｘ 時 ｾＹ 時半・於大阪グランドホテル

演 題 「酒のこころJ

講 師 酒 井 正 司 氏 ( 沢 の 在 蜘 総 本 土 氏 )

参 加 者 57名

都市住宅学会

関西支部シンポジウム

関 西 の 都 市 居 住 を 考 え る 一 民 間 賃 貸 住 宅 の 新 展 開 -

ＲＳ 日 ・ ｬ 時半 ｾＴ 時半 ・ 於大阪国際交流センター

参 加 者 63名
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本 社 東 京 郡 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L 03(3571) 2703{it) FAX03( 3571) 0264 

大級事務所 TEL06(391) 1081 - 2向 X 06(395)2109 名古屋出張所 TEL052(811)36ω 
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テトカッパー防水
カッパー防水帯 コーパータイトオクロン防水帯目
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・東京/ 機浜/盛岡/仙台/ 水戸/ 静岡/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大津/ 京都/神戸/広島/ 高松/ 福岡/他全国主要都市

ヰ土本

東洋シャッター株式会社

歩ゆJlレヲ JlI J I  11 
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

工

種 ・ オ リ エ ン タ ル エ タ ー ノ コ ア ー ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

. オリエンタルカラースーパーメタル ( C 5 P M)

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

任 施責

出

国

国豊色 彩長 尺 物

ロ

ロロ

半 世 紀 の 実 績 が 誇 る

技術むつフチウヲ〉て/

S小i皮 . s大波・ Vi .皮・ボ ックス波 ・W ジャン ボj皮・ V デ ッキ

S Vジャンボi皮 ・ボルトレスルーフ BL . 其の他

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・ヱキゾスター( 強制) )

ボーロイド( 断熱材) D. G. K. ※ カタログをご請求下さい。

干 660 尼 崎 市 昭 和 市 通 り 3 - 26 m治 大 阪 ( 06) 412- 5131( (¥:) 

大 阪 ・九 州 ・名 古 屋 ・広f，:ij • ｾＡ粂 ・ 航路

干 335 厳 市 繰 越 5 了 FI 6 帯 32 け 危 話 厳 ( 0484) 42- 3115 ((¥:) 

見 ｛ｾｴ ・東京・ ｉ 問点 ・ 熊谷

途

犠市I J I レヲ Jl ，. 9J I - 製造線式会扱

1皮板規格

用

エターノコアー F
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本初 ・ 本1;5

大 阪 支 社

支 !占

東京都港区浜: 松岡J ' l - 25- 7 電話03 (34 32)  5711 

大阪市淀川区加向ト58- 59 ;1): 紙 06 (302)  2270 

北海道/ 東北/ 北|拘束/縦浜/ 名古屋/ 中園/ 九州、l

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

ｾヲイヲＺｊ械式会社
本底大臣本社 〒550λ; 阪 11，1叫IJ( ｾ＠ 1  I  i堀 川 119冊25 ｾ［ Ｎ＠ 'j{t，J ，(06)441 8231  

東 京 本 社 干 102 w. ，i dm r  f¥: 川 l点目 l 比211115昨10-¥} 'iも叫 (0313261民Z: lI

支 社 れ山附 k.¥I"

主 底 札 制 fllfti 析11. j. ).:.'/;¥.  ｲ Ｎ ＡｩＺＮＮ冊 以命 ｾｊｻ • Jj( I'm 伸 l' )(1覗 l品1111

1;"'; ，¥- 向松 1巾件、

営 蝿 所 ':1' ，' 1; " 判断 山ぬ杭1 I 1. '<if.1刈 Ijijt，時 l，<'1-' M同' ，1+) 川 i! t . '，; ，' lll 

出 張 所

調 外 支 底

筏 楠 研 究 所

行，'，)1. . It : 山 松 山 rUjiil .  Ｎｉｴ 九州ー胞児ｾＮ｜・刷 ［ 嗣

ｉｬＡＡ川 仙品川 崎松 ｉ Ｑ ・ ｉ ｴＺ品ｾ ｉｾｉ＠ .  Ｑ Ｂ 崎人汁ＯＮ｜・ｾ

ノン カ ポー ル ホ J コJ

〒 目" J.i Io. M人 1111111; .1，町人: '，北' " 11:<90 Wi J 也 ，ｾ，，ＱＮ Ｈ ＰＴＹＲ Ｑ Ｕ 約 Ｑ Ｕ ＱＱ

空気調- 1' 11，¥生{崎

給 排 水 設 備

YE 気 設 備

! ' X ' ¥ ｉｾ ｩＧｩ 業設備

1 1冨¥1 ノ'J( 処 f哩胞投

マー- v 環 境 施 J2

三機工業株式会社

大阪支唐

本 庖

支 庖

取 締 役 社 長 1' 1 谷 治 二

大 阪 支 1.' ; 長 三 EFI村 必 也

大阪，ｪ ｩ ＧｩＧうた ｲ［ｻｾｴｩｊ［ ， Ｒ Ｍ Ｒ - 21  '，L; f，06(202)3071  ( 代} x )

点点打1I 千代 HIi><.イI 栄町T1-4- 1 電話03( 3502) 6111( 大代)

4町内出 - 九')+1 Ｎ 北海道 ・ ＧＱ Ｇ｛ 五ｼ ・ Ｊｾｴ ・ 北ｼ培 ー Ｑ ＱＴＱ ｊｩ ｬ

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

，令
三建設備工業株ま奮社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 111]' 3 得 5 号 泣話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社東京者 Ｑ Ｑ ＢＱＧ 央区日木ｦ，ｦＮ ｾｗｬｬ ｲ Ｒ - 2 2  ;1): 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 . 1111古 ・札帆 ・広 ね ・稲 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横浜

。
本 社

東京本応

大阪本応

支 庖

営 業 所

出 張 所

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

大阪市中貴区峨見2丁目 l番61号ツイン2IMI D? ワ一 世話 06- 949ー1371

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話03- 3344- 1911

大阪市北区西天満 3 丁目 13需 20号 包括 06- 363- 1371

fl lJ台 償浜 ・名古屋 ・京侃 ・神戸 ・広ぬ ・福岡

-
-
-ー-

掠式会社

札 税 総江

Ｂｲｾ Ｇ＠ f太田ー盛岡 大i ?; . 千葉・川崎 ・日山 ー筒井・和歌山・

鳥取 ・岡山 ・高松 ・下関・ 熊本 ・鹿児lゐ 沖縄

- 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

問 よりよき環境へ技術で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

十1: ) ( 阪市中央医 ltlil. 町2丁目 111fi 16号( オートセノ 7 ービル 1 .  2附)

ｾｱ［Ｈ｜ＡＡ＠ I件J，} 542 '.l!: .;.fj 大阪 (06) 768- 5  0  3  1  ｦｾ＠ ぷ

ノノテナンス部' ，l ! . 1; 丹 大 阪 ( 0  6 )  7  6  8  - I  6  5  I  Ｈｾ＠ 点

以ＡｾＨ 1'.'; 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号 ( 日本生命小石川ピル 7階)

郵便番号 112 電話 ( 0 3 ) 5 6 8 9 - 2 3 5 1  代表

商昂はき気ですo V  r-
m・・・ 熱と空気の工 ンジ二戸円ーーーー

〉ー〈J 5T21
・宮

空 気 調 手[1 L 三三L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘横式倉祉

大阪支后 干530 大 阪 市北 区 西 天満 3 丁目 6 帯 14号

ｾｴｴ ｦｲ 古 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 ( 代表)

〒 100 東京都千代間区丸の内 3 丁目 3格 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1 ( 代表)

本 ヰ土

ガス設備の設計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス 住 設 機 器 特 約 庖

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号' l [ 06- 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 出 来 町 9 - 3  ｾ屯 ＰＷＲＰＭＴＹ Ｍ Ｒ Ｑ ＲＸ

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・ 空 調 設 備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区 '.r i-I! 6

支庖 ・岱業所

目8 祷 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

椛|珂 ・京 都 ・天理1・) 11酋 ・キ

'

1

'

戸

大規模空間( 天井金属パネル) に

地球を入れることはできませんが

地 球 規 抑 制 … で き ま す O K U J U

内外装創作パネル・システム天井・間仕切

本 社

大阪市北区西天満5丁目 3番7号 干530

T E L(06) 312- 4131  FAX( 06) 312- 7998 

東京・九州 ・横浜・名古屋・仙台・宮崎・京都

保式全 11 オクジュー

⑧量発舗法式会桓

代表取締{ 生社長 依
藤

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

孝 行

T E L ( 06)351- 5428(!也

F A X(06)351- 5299 
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③白芸品帯雨持

本社及京 都 支 底 京 都 市 南 区 内 ) L 粂 22 悶 町 2 0 番 地 の l

ili :t.舌(681) 5  1  0  1  - 5 ・夜 間専 用 ( 691) 10 4 5  

大阪市北区天渦1- 5- 20 電 話 ( 06) 352- 3501附

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電 話 ( 0592) 26- 3610間

四 日 市 市 西 末 広 III T "丘話 (0593) 53- 7431聞

大 ￬ ｾ 間 Ｗ 中 央 Ｒ 丁目 ＴＭＲ Ｘ ;立話 ( 0775) 22- 9738刊

大 阪 支 庖

三 重 支 庖

四 日 市営 業 所

滋 賀 営 業 所

社

設 計 施 工

ム一

A
式

⑤ 

気 株

電 気 設 備

電陽朝

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル TEL 大阪06 (385)1361(代)

大阪営業所 TEL 大阪06(385)1361(代) 京都営業所 TEL 京都075(311)1185(代)

東京営業所 TEL 東京03(3574) 0  6  6  5  福岡出張所 TEL 福岡092(771 ) 6 1 6 8
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却
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ム一
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電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄
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工
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一
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工

A

Z

鮒
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河
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線

化

支社長

大阪市中央区高麗縞4 丁目 3if1: 7号 包括大阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北 ・丸 ノ 内 ・新宿 ・林家 川・東 関 東・中部 ・九州

大阪市北区西天満 2 r 目 6 - 8  ( 堂ビJ レ5 階)

Ｎ ｾｴ￬ 話 ＰＶＨＳＶ ＱＩ ＳＶＷＱＨ 代Ｉ

東 京都 中央区1 ' 1本 的3料品日11]" 2 丁目 1 7 漆 3 J，号

屯 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 ( 代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 1:/ 

ヰ土

I甚

本

支

営 業 所

電気設備・計義制御設備 ・空調設備・クリ ーンルーム段備・プラン ト段備

鎗排水衛生設備・エネルギー集中監視システム 設計施工

三宝電機株式会事土

取締役社長 'h{; .  車内 禿

&  

人と都市の快適な環境をつくります

- 情報通信段備

情岨通情ネ y トワー ク

情岨匙理

通情 システム

量進システム

・電力泌 亙段備

畳 宜電

架空送配電

地中道配電

Ｎ ｾ鯛 ・ 給排水 ・ 衛生股 備
空買圃和

ェ.. 配管

水盤理

コー ジェ ネ レー ション

クリーンJ レーム

・プラン ト

プラン ト肘轟

ンステムエ ンジニアリング

官鱒岨目股肘・施工・監理

・電気設備

畳 宜電 ・幹雄

動力 ・酬圃甚圃

電 醤、誼送. イ ンターホン

防犯、防車

中央監視嗣掴

システム肘甚

事 在 干5却大原市応区西天盟12-6- 8ぼピル) TEL C駅3o4)1471. FAX 由(3倒)5533

E 京宣 在 干11l i 東京都港区斬園12-16<ニュー新圃ピjω TELIl1(話倒)0131.FAX 回6ω)0268

名古且豆活干4田昌吉置市北区宣1' i 3-12- 14 TEL052( 矧 )5131.FAX目立(914)7535

神戸豆 居 干657 陣戸市軍区岩畢申町1-2-9(工ピスピlω TELO. 市(8制)5571・FAX078(871l 6甜1

層研究所有叩大阪府瀬古三宝町七T3国 T  E  L0n2(27) 8oI18.  FAX0n2( 27) 1似

y 併 出 鞄司王

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z12223詰 臨 む 223ぷ;!?

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547 大 阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L  06 (792)  585R FAX 06 (792)  2810  

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0 46 1  ( 代必}

FAX. 06- 535- 5 18  1  

天 理市丹 波 市新 ｾｔ 4  9  

社本

⑪ 削 除 業 締

日本電植椋式会祉
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干530 大阪市北区天満ト 11 - 8

T E L . 0 6  ( 352)  7502附 F AX . 06 (352)  7486 

天理営業所
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Cons t r uct i on c hemi s t r y  f or  t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

四-ー:!::Tf 氏)
(株)副 O: J : J ! J C:2

稼 式 会 主 土 工 ヌ 工 ム ピ 一

株 式 会 事 士 ポ リ " リ ス 物 産

本 社。 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3- 2- 23(1，1霊ピル)

T  E  L 06 202 3294 
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一

二

工

第

第

。 ＢＢＱ｟｜｜ＩｾＭ横代の断熱用シｾ人
J易手ー ， .... ，ｊｾ み

目立バイナリーシートP

自 主 電 線 株 式 曾 社 開 閉都刊困区間内2T目1書2号( 干 代 田 レ)

デンカC S Aファミリー製品

-子二. . nCSA ( 膨張 |叩 和 材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ＢｏＢｾ ，ヨニＮＮ Ｈグラウト 用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ 二 ＮＮＰ 〒ョーテ ＧＮｊ Ｇｊｾ Ｈ建造平＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

- Tニ. . OES(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二. . OI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京 都 ・制 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

妹1((¥( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

ふ

玄式株業産

民主n

刀て浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

A

Q

玄式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

業産

TEL 大|坂 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 点京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

東ネ土A
2
 

式株産物羊光

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0  6 )  T EL 人:1以

72 



ノ、ウジングアンドコミュニティ財団「助成事業」公募のお知らせ

/ 、ウジングアンドコミュニティ財団は、住まいとコミュニティづくりにとって

必要となる施設等の整備のための調査研究等を行うとともに、

これらの活動を行おうとする方々への支援を通じて、

個性豊かな住環境の創造に資することを目的に、1992年7月に設立されました。

この目的の実現のために、下記のふたつの助成事業の対象者を募集しまれ

I 第2回 「住まいと コミュニティづくり活動助 成 事 業 」 公 募 I  11. 第2回 「 若 手 テ'サ'イ ナ 一 助成 事 業 」 公 募

民間ク7レ- 7'による住まいとコミュニティつ'くりについての先駆的 ・ |  若手建築家、テ'サ・イナーによる「テ'サ・ィン研究」のための資金を

創造的な，舌動への助成を行います。意欲に満ちた方々のご応募を |  はじめとした媛助を行います。選考は応募者から提出された研究計

お待ちしておりまた |  函をはじめとする讐類審査によってなされ、その後 1年間の研究，舌

助成の対象 ・ |  動に対して助成がなされまホ七ふるってこ'応募下さい。

民間の有志、ク・ループが行う住まいとコミュニティつ・くりに関する下記 |  

5項目の，舌動 I  rテ'ザイン研究 J のテー7 :

一これからの日本の都市集合住宅一

1 幅広く住環境の魅力や問題点を発見し、その保全や改善につい |  集合住宅は戸数において日本の住宅の Ｓｾｊ に達し、集合住宅で

て考える事を通じ、{ 主まいとコミュニティづくりの提案の基礎となる |  一生を終える人口も確実に増えていま1九もはや日本の都市において

ような活動。 I も特殊な住居形式ではなくな り、自動車やス - 1'¥ーマーケットと同じく、

2 子供の遊び場、高齢者のサロン、その他新しい種類の住宅地施 |  ごく日常的な都市のひとつの要素となっていますhしかしながら、こと建

設のあり方について提案し、その実現を目指すような活動。 I 築のタイプとして見ると、都市生活の器とじても、都市環境や都市景

3 緑化の促進、建物の保存、屋外工作物の整備、その他協定による |  観を術成する要紫としても未だ成熟を見ていないと言わぎるを得ま

環境の維持管理などについて提案し、寸の実現を目指すような活動。 I せん。

4.  } 也形、水系、動植物等を保謎し、住環境に生かす方策などにつ |  新鮮な提案が求められており、それはヒ' ジュアルに示されなけれ

いて提案し、その実現を目指すような活動。 I ばなりません。変革のためには持続的て'鋭い観察と創造力の鍛練

5 その他の活動。上 記 1- 4以外で住環境の具体的な保全、改善、 |  が! 必要です二

創造に関するあらゆる活動。

助 成 額 :

17')レープ当たり 20 0万円を上限として、合計 1，000万円を予定して

いま1九

助成期間 :

1994年4 月1日より 1995年3 月31 日までの1年間とします [ 助成の決

定は 1994年2 月下旬の予定] 。

応募要項 ・申請用紙の申し込み ・

1993年11月10固までに、官製薬害で [ 財] ハウジンク・アンドコミュニ

ティ財団「活動助成H係 J まて・お申し込み下さい。

公募期間

1993年10月1日から12月15 日まで[ 当日消印有効]。

選 考 ー

ニ'応募いたた・いた申請は、「住まいとコミュニティづくり，舌動助成選

考委員会J にて選考されます。

選考委員

委 員 長 小 濠 紀 美 子[ 東京学芸大学] 他7名

Hous i ng and Communi t y  Foundat i on 

干 107東京都港区赤坂3丁目 21番 20号赤坂ロングヒL チビj レ

財団法人ハウジンタアンドコミュニティ財団

・応募要項 ・申請用紙の申し込みの際にはr ｾ 舌動助成 ｈ 係 ｊ

またはrテa ザイナ一助成H係J と明記して下さい。

tel. 03- 3586- 4869 

助成の対象となる「テ'ザイン研究J の要件

ここでは、調査、研究に基いて、それをヒ.ジュアルな提案に結実さ

せることを「テ・サ'イン研究 J と呼んでいますが、それは次のような要件

を満たしていなければなりません。これ以外については応募者の自由

な解釈に委ねられていま1九また、! 必ずしも建築的な提案に限定され

るものでもありません。

1. 空間の組み立て方における可能性を追求するもの、あるいは都

市に居住するとL 、うことの意味やリアリティを問いなおすもの。

2 主な成果物がヒ. ジュアルなもの。

3 成果が広〈共有され、居住環境の質的向上に資するもの。あるい

は今後の都市集合住宅を考えるための新たな知見を提供するもの。

4 目的が明確であり、豊かな成果を期待させるもの。

5 与えられた期間を充介生かしたもの。

助 成 額

1件当たり500万円を上限として、合計 1，500万円を予定していま丸

応募資格

日本に在住する4 5才以下 [ 1993年4 月2 日時点] の個人またはグJ レ

ース国絡を聞いません。

研究期間

19 94年4 月1日より 1995年3 月31日までの1年間とします [ 助成の決

定は19 94年2 月下旬の予定] 。

応募要項 ・申請用紙の申し込み :

1993年11月10 日まて. ，(二、官製薬害て・[ 財] ハウジンク'アンドコミュニ

ティ財団 「テ'ザイナ一助成 H係 J まて・お申し込み下さい。

公募期問 。

1993年10月1白から12月15 日まで[ 当日消印有効] 。

選 考 ・

書類審査によって決定いたします主

選考委員。

大里子秀敏 [ 建築家 ・東 京 大 学 助 教 授 工 学 部 建 築 学 科]

矢萩喜従郎 [ グラフィック・デザイナー]
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甲種防火戸は鉄からガラスヘ。視界を妨げ京明るく、美しく、空間を開放しま京

突然の関扉による出くわしが防止でき、非常時の避難や消火・

救助活動もスムーズになりますL また目ざわりな網も入ってい

ませんから、空間を明るく美しく仕上げることが可能です己もう

防火戸を隠すことに注意をはらう必要がなくなり、空間デザ

インが自由になったのですh ますます多様化する建築テーザイン

のニースにフレキシフルに応えるファイアライト。空間の新

しいコンセプトづ くりに寄与する次代の建材と いえるでしょう。

これまで長いあいだ、甲種防火戸は鉄製でした。したが って、

重くてL 暗くて閉鎖的なのは、与えられた条件だから仕方ない

とあきらめの観念で受け入れられてきました。しかし日本電気

硝子がこの観念を打破しました。ファイアライトがカ‘ラスとして

はじめて甲種防火戸に認定されたからで1九 800'Cの熱に耐

える性能を実現。その結果、従来の甲種防火戸にはなかった

光の世界を獲得したのです。扉の向こうまで見通せますから、
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